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MR Tセンター

設 計 監 理 日 建 設 計/ 大 阪

施 工 清 水 建 設 九 州 支 庖

所 在 地 宮 崎 市 橘 西 4 - 72 

敷 地 面積 2，642 _38m'  

建 築 面 積 2，298 _78m'  

延 床 面積 12 ，700_ 28m'  

構 造 規 模 5 、 R C、 S R C、 8 1 、 7 F

工 期 昭 和57年 10 月~ 昭 和59年 8 月

最 寄 駅 国鉄 日豊 本 線 宮 崎 駅

山崎 rli 市街地の中心 lこ位tu ' するこの怨物は、 M R T 山崎

放 送1m:た30周年につくられたもので、テレビ、ラジオの

)li 送機能とイベントホール、カルチャーセンタ一、ファ

ッ ション、グルメを念めた絞令 ｩｬｬｾ であり、 一 つの術を

形成している、全ｪＺｅ ｉｌｾｈ｜ｉＩ ｩｊＨ送界でも初めての総合的政送

会主Hである 。

地 下 H l T から3 j : 符までは間業施設、 41; 符から7 1 ' 符が政送

施設である 。| 諜仰には 51; 符，注の 300 fi 収谷の如 11(.r，vj施 設

を-"E，-;止し ている 。

600 人収作のイベントホールは、 7 Ｗ Ｇｾ ションンヨ一、 尚

tfJ ，民司、場、コ ンサート 、宴会場等に供するものであるが、

ここではテレビ鉢画、ラジオ取材なと l皮送機能とジョイ

ントし科る設 備や、 ｦｦｾＢＧＺ ｻ 装 ｩ 位、千千純 の Ｉ Ｑ 日明、 ｲｬｴｾ 物 のパト

ン、Ｇ ＧＧ ｟ｌＱ｝Ｇ ｩ Ｉｊ ￞ Ａｦ＼ ｦ￬ 装訟な どが終 判 ｩｩ されている 。 ヲ ￧ｾ Ｑ ーのィ ￍＧｩＺ ｍ の

1)[ 似は Jポと の エ コ ー ( I' .nき泡現 象 ) を l坊 ぐためであ り、

-/Yl fIi のガラ リはホリ ゾン ト必 j瓜の 会fflil 吸苦情 て、ある 。ハ

ードな ，i5t fhlJ をもちながらも、 I:.f l(! i はソフトな ベージュの

仕 上村と光れのある天 ') I:I( li、繊制11な-，'Y I(liの水平ルーパー

などでまとめ、尚A71を.) Iきたたせる' 抗準な: ;:l- fJJ I公のイン

テリアを; ) とめた 。

ラジオスタジオでは、従米の街ヰ111'j から i主7t二刊: を巧 1ι し

たのｾて｜外吉 Ｑ｜ の［ｊＩ｜ｩＩＱＮがアナウンスできるオープンスタ

ジオにした 。

T V スタジオの上部に空調機さ専の機械宅を配世するのは、

ｦｔ 守 ｎ ｉ Ｈｈ ニタブーである 。 しかし Ｍ ｲｉｊ Ｇｈｩ Ａ 也 の日ｾｾられた倣 ｊ 也 の

安:)) Iキ《手IJ )Hのため 、今回はあえてこのタブーに取 り品Ilみ、

特殊迎行床 をIJ f. J Thした 。 illiJ 定車内* も良好 で、現イ1 ではずf

ｾＧ｜ｾＧＨｉＨｊ 支障はない 。

商 業 施設は椛営戦略上、クオリ ティー志向の女性にタ ー

ゲ y トを絞 った 。 ドレスア y プしてのンヨソピングや、

食事のできる数少ないスイート・スポ y トになり fなれば

とJii Ji っている 。

本やいだ，注 ｾｾｉ ｬ｜ｊ装置は勿 ， 諭のこと、 ｦ 主要な桃 Ｏ￯ 民 ｬ 正 ｉｲ ーで

あるr ，liSi I i 内袋、そのフア ソンヨン' 1' 1は刻々線変わりする

生物でもある 。商業施設の成何は、こ のファ ッションの

領域と処ｾの筒抜の桜点、ｊＺＡ ｉｊ ち変わる苦 Ｑ｜ 分と変わらない

部分の臨界ff ; l ) のデザイン( ｩｾ ＡＮｊ布 ｬ とｩＧｉ ELIIJ t ) にその鎚があ

ると }J I，う 。

本陶業施設の経営!jiQ田島やマーチャンダイジング等は K K  

アルテリアの協力を待た 。

( 抗 進i)! ! -/日 ill 設計)

アプローチ

エスカレ - ' 7 -



M R T センター

1より

正面見上げ

正面入口

ホワイ工

外 観 本 館 と 別 館

、



， 

7  F  役員室、事務局、会緩室、機械室

6  F  テ レ ビ 報 道 、 制 作 、 被 送

5  F  テレビスタジ才、マス? 一室、 C Mパンク室

4  F  ラジオ、スカイス? ジオ、営業、編成、制作

3  F  力 J レチャーセンタ一、中宴会場

2  F  ブティ ッヲ 、イベントホール

1  F  女 性 服 宝 飾 専 門 底

9 1  レストラン・グルメ、機械室

o  10 20 30"  

-



全景南側
外装仕よ 磁時質タイノレ7 ランス 1J} 1)

、

外観北側

撮 影 内 田 写 真



首r

川西市立総合体育館

設 計 監 理 川 西 市 ・ 小 西 設 計

施 工 西 松 建 設

この施設は、市民がスポーツに参加lできる機会と

場所を提供する目的で、中央スポーツセンターと

して計画されたものである 。敷地は、公共建物及

ひ炉施設に囲まれた 一角にあり、市役所より北への

びる小花滝山総に面している 。水路を挟んだし形

の敷地形態から、西側に建物、東側1) に駐車場、自

転車置場を配した 。

建物は、 3 3 mX 4 0 mのアリーナと観覧席、ランニ

ングコースを持った第 1体育室、格技と多目的競

技が行える第 Ｒ 体育室、住ｾ康相談 室を 併せたトレ

ニング室、スポーツ水準向上のための各勉スポ

ーツ研修室等からなっている 。 また 2 階南側には

将来地築可能なスペースを確保している 。身障者

対策としては、屋外の専用駐単場、屋内外のスロ

ープ、手スリ、各種誘導施設、エレベータ一、シ

ャワ一、専用便所、自動ドア一、第 l 体育室内の

|坊球対策がなされた観覧ス ペース等を 配慮してい

る。設備面では、換気方法として機械給気、自然

排気の方法を採用 。 また各組言jt 伺IJ 機株は事務室に

て総て Ilil Ji副l され、少人数による施設の管理運営・に

一役をな している 。

( W'J れ! l 武雄/ 小西設計 )

所 在 地 川 西 市 火 打 1 - 8  

敷 地 面 積 6，771 .29  m'  

建 築 面 積 3，188 . 67m'  

延 床 面 積 4 ，852 . 93m'  

構 造 規 模 R C 、屋根 S 、 8 1 、 2 F  

工 期 昭 和 58年 7 月~ 昭 和 59年 8 月

最 寄 駅 阪 急 宝 塚 線 川 西 能 勢 口 駅

主な協力活者( 順不 loJ)

給排水衛生 三 冷 社 GtJ132%!llM-14 

大阪市淀川区西中山卜 12 -4 

ク リ ヤ マ 加 06- 305- 5ω l

鏑製建具 神 鋼 ノ ー ス2E 21F;55ft;9

第 l 体育室

ぐS

10 20 

第 2 体育室



- 写真と概婆をどしどしお送り下さい .

凡例 a 所: ( f J也 b  敷 地 間 機 c  建築而械 d  廷床面積 e.  1>11進税様 f  工WI g  最寄駅

1811 広 島 県 斤 舎 東 館

設 計 日 建 般 骨 十

施 工 大 成 ・ 奥 村 ・ 清 水 J V

a  広 ｉｾ｜ 県広仏市中区法町 ＱＲ

b.  9，260m'  

c.  2，767m'  

d.  30 ，629m'  

e.  SRC、(一部RC) 8 2、20F

f . 昭和56年 12月~昭和59年 9 月

g . 国鉄広島駅

1813 東 長 寺 本 堂

設 計 : 松 井 建 段

施 工 松 井 建 段 九 州 支 庖

a . 稲岡市博多区御供所町32

b.  8，766. 98m'  

c .  2，586. 71m'  

d .  3 ，327. 08m'  

e.  RC、 8 1、1 F  

f . 昭和58年 5 月~昭和59年 9 月

E  国鉄博多駅

1816 さ え ら 本 社 ビ ル

設 計 : 竹 中 工 務l吉 広 島 支 庖

施 工 ・竹 中 工 務l吉 広 島 支 盾

a  岡山市西市531 - 1 、 2 、 6

b.  1，742 .5m'  

b.  823 . 5m'  

d.  2，210. 8m'  

e.  RC、 5 F  

f  昭和58年 12月~昭和59年 9 月

g . 国鉄字聖f線備前西市駅

8  也 怒 と社会/ 1984年 12月号

1812 

Z宜 骨十 神戸市住宅局営鎗部・日} I " 段骨十

施 工 . 清 水 建 設 大 阪 支 盾

｡Ｎ 神 戸市ｾ水区名谷

b.  198，000m'  

c.  9，477m'  

d.  9，819 m'  

e.  RC (一部 S ) 4  F  

f . 昭和57年 9 月~昭和59年 9 月

g  神戸市営地下鉄事11戸総合運動公園駅

1814 寛寿会特別養護老人ホーム海南荘

設 計: 浦辺建築事務所・J l Iロ建築段計事務所

施 工 ・梅 村 組

a  . 長崎県佐世保市依ヶ浦町210

b.  7，520. 6m'  

c .  1. 837. 2m'  

d.  2. 01 1. 2 m'  

e.  RC、 2 F  

f  昭和58年 9 月~昭和59年 3 月

g  国鉄佐世保駅

1817 豊 科 赤 十 字 病 院

霊童 青十 : 内 蔵 建 築 事 務 所

施 工 : 大 成 建 設

a  長野県南安曇郡12科町大字12科5685

b.  )  7 ，264. 4)  111'  

C .  2，276. 38m'  

d.  6. 156. 30111'  

e .  RC、 8 1 、 5 F  

f  昭和58年 3 月ー昭和59年 9 月

g  図鉄大糸線笠科駅

E E置圏

1815 山 陽 ビ ル

設 計 釦U!宜計 コ ン サ J レタ ン ト

施 工 戸 国 建 設 ・ 共 立 組 J V

a. 広島市中区大手町 4 - 6 ー II

b.  1，586 .  98m'  

c .  1  ， 228 .  62 m'  

d.  11 ， 123 .40m'  

e.  SRC、10F

f .  I昭和58年 5 月~昭和59年 6 月

g  国鉄山陽本線広島駅

1818 城 南 区 消 防 署

設 計 : 稲 永 建 築 役 計 事 務 所

施 工 : 不 動 建 設

a  福岡市城南区大字片江字大坪1401- 1  

b.  1，725. 54m'  

C .  807. 0501'  

d.  ! ，857. 43m'  

e.  RC、 3 F  

f  昭和59年 2 月ー昭和59年 9 月

g  国鉄博多駅



質疑なと・の投前をお待ちしております。
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基 礎 設 計 に 関 す る 指 導 基 準 ( その 1 )  

従 来 か ら 、 建 築 基 礎 の 設 計 に 関 し て は 、 各 建 築 主 事 に よ り 伝 導 方 法 に つ い て は 相 違 す る 点 が あ っ た が 、

こ の た び 大 阪 府 下 特 定 行 政 庁 連 絡 会 議 構 造 分 科 会 に お い て 指 導 法 携 を 作 成 し た 。 本 基 準 は 、 各 建 築 主 司 王

の 指 導 方 針 の 相 違 を 可 能 な 限 り 少 な く す る 目 的 で 制 定 し た も の で あ る 。

本 基 準 に お い て も な お 明 維 な 指 導 の 基 準 が 示 さ れ て い な い 場 合 、 あ る い は 解 釈 に 疑 義 が あ る 場 合 に は 、

各 建 築 主 事 が 個 々 に 判 断 す る こ と と な る が 、 そ の 際 に は 、 本 恭 il 色 の ほ か 諸 規 定 の 趣 旨 を よ く 理 解 し 、 適

性 な 指 導 と な る よ う 心 が け る も の と す る 。 な お 「 地 袋 力 に 対 す る 建 築 物 の 基 礎 設 計 指 針 」 に つ い て は 国

の 取 り 扱 い 方 針 が 定 ま っ た l時 点 と し 、 そ れ ま で の 聞 は 各 建 築主 4¥. が 建 築 物 の 用 途 、 規 桜 等 を 勘 案 し て 、

例 別 に 指 導 す る こ と と な る 。

..・ ・・・ ・..・ 0 ・・ 0 ・・ 0 ・・ ・0 ・・ 0 ・・e ・e ・ ・ ・ ・ ・・... . . . . . . ...・ 0 ・0 ・・・・・ ・・・・ ・・ e ・・. . ...‘

目 次

第 l 章 一 般 事 項

I  本必準の適用について

2. ｊ 也豊富制査の結来報告 ｦｬｾ の添付について

3. 用語、記号の定磯

首12 哲 也 按 基 礎

1. DJ について

2  内部修燦角について

3  戦初試験について

ｾＳ Ｚｦ，ｦ＠ 杭基礎

1. 共通事項

(1)  短杭の取扱い

(2)  N の算定法

(3)  支持層の下に軟弱 JIi! がある場合の取扱い

(4)  周辺際線CiJ

(5) 負のIftj 察力

(6) 引抜き抵抗力

| 第 1 章 一 般 事 項 |

1  基 準 の 適 用 に つ い て

特 別 な 調 査 、 研 究 に 基 づ い て 設 計 さ れ て い る 場

合 に は 、 必 ず し も 本 基 準 に よ ら ず 、 個 別 に 指 導 す

る も の と す る 。

2  . 地 盤 調 査 の 結 果 報 告書 の 添 付 に つ い て

・杭基礎の場合および直接基礎です也重症の設計用

長期1許 容 応 力 度 が10t / rげを 超 え る 場 合 に は 、 申 請

敷 地 内 で 行 った 地 盤 調 査 の 結 果 報 告 む の 添 付 を 求

め る も の と す る 。

- 上記以外の場合には、建築主司王の指示により、

申 請 敷 地 内 で 行 っ た 地 盤 調 査 の 結 来 報 告st 等 、 地

盤 の 許 容 応 力 度 が 妥 当 な も の で あ る こ と を 証 す る

資 料 の 添 付 を 求 め る も の と す る 。

3  . 用 語 、 記 号 の 定 義

本 基 準 に お い て 使 用 す る 用 語 、 記 号 の 意 味 は 、

特 記 の な い 限 1) 、 つ ぎ の と お り と す る 。

告示 。昭和46年 l 月29 日付け建設省告示 111号

通達: 昭和53年 11 月 7 日付け建築指導課長通達

806号

学会規i!' l : 日本建築学会「建築恭礎精進設計基準j

1974年改訂版

N  基礎杭の先端附近のJ也豊富の撚準l ' t 入試験に

よる打撃回数の平均値

Ap 基礎杭の先端の有効断荷積 ( 111')

RJ  基礎杭とその周囲の地盤との修機力 ( t )

万i7 基礎杭の周囲の地盤のうち砂質土地盤の際

準1 ' t 入試験による打撃回数の平均値

(7) 長JUI許容支持力の決定

(8)  杭体の長期許容応力及びその低減

2. 埋込み有t ( セメントミルク工法 )

(1)  支持力算定式

(2) 施工法

3  場所打ち枕

(1) 支持カ$ 1 : 定式

(2) B  H 工法の取扱い

(3)  深礎工法の取扱い

(4) 椛泣細目

4  打込み枕

(1) 支持力算定式

(2)  I井l端杭の取扱い

5  特殊工法の取扱い

(1)  建設大臣の認定を受けた工法の取吸い

(2)  その他の工法の取扱い

6  呉 彩 服t祭杭

Ls ・;1U 控杭がその周聞地盤のうち砂n土地銀に

接する長さの合計 ( m)

qu 粘性土地盤の一軸圧縮後I!r. ( t/  111') 

f[u 粘性土地盤のー刺l圧布"1強度の平均他 ( t / m')

d  : & 礎の直径 ( m)

1.c 基礎杭がその周囲の地盟主のうち粘性土地盤

に接する長さの合計 ( m )

ψ  ｾＮｬ［回世杭の周長 Ｈ ＱＱＱ Ｉ

Ra ・基礎 1 本当たりの地盤の許谷支持力 ( t )

F ハンマーの打撃エネルギー ( t ・m)

S  :  1弘縫杭の最終 J' l : 入品 ( m)

qp 基礎杭の先端地盤の許谷支持力 ( t / m') 

qα . 長期l応力に対する I也鍛の許容支持力 ( t / m')

DJ : ; 1 ，在俗に近接した最低地銀面から恭礎有'iill 而

までの深さ ( m)

| 第 2 章 直 接 基 礎 |

1.  Dj に つ い て

告 示 の 第 二 の 算 定 式 に お け る Dj の設定の際には、

つ ぎ の 点 に つ い て 指 示 す る も の と す る 。

a. 申 請 建 築 物 の 周 囲 の 状 況 を 十 分 考 慮 し て 決 定

す る こ と 。

b  土 質 調 査 資 料 を 添 付 す る こ と 。

c  数 値 は 学 会 基 準 、 解 説 図 14、 10に よ っ て 決 定

す る こ と 。

d. 設 計 者 の 考 察 を 記 述 す る こ と 。

2  内 部 摩 燦 角

告 示 の 第 二 の 算 定 式 に 関 し て 、 内 宮IIJ 修機角を算

出 す る た め のN 値 は 原 則 と し て 、 基 礎 底 面 の も の

を用いる 。 た だ し 基 礎 底 面 下 のN 値 が 基 礎 底 而 の

N 値 よ り 小 さ い 場 合 は 、 基 礎 中 高 の 深 さ な い し 基 礎

幅 の 2 f昔 の 深 さ の 範 囲 の 平 均N 値 の う ち い ず れ か

小 さなものを用いなければならない。

3  平 板 載 荷 試 験 に つ い て

平板ｾＦ荷試験によって 地盤 の長期許容応力度を

決 定 す る 場 合 に は 、 告 示 の 規 定 に よ る ほ か 、 支 持

地 盤の状況、 il車祈試験の数量、 1配布i試 験 と 設 計 と

の影響範囲のi f J l い等の諸条件を勘案して決定しな

ければならない。

| 第 3 章 杭 基 礎 |

1  共通事項

( 1) 短 杭 の 取 扱 い

短 い 杭 に つ い て は 、 原 則 と し て 、 本 基 準 に よ る

ほ か 、 告 示 の 第 3 - 1 ー(4) 式等によ って 算定し、

許 容 支 持 力 を 決 定 す る よ う 指 導 す る も の と す る 。

(2) N の 算 定 法

- 各N 値 の 上 限 は 60 とする。なお、地主主制査の

結果、報告白: の表記の上限が50以 下 の 場 る は 、 そ

の 数 値 を 上 限 と す る 。

・各 N 値 は 、 基 礎 杭 先 端 の 下 方 1 d 、 上 方 4 d

( ただし大 口 径 杭 の 場 合 は 1 d  ) の範囲の地 盤のも

の を 用 い る 。

・基礎杭先端を、 N f直が50以 上の 支 持地 盤 中 に

1  ｭ か っ ｾ､ 以上ＺｬＧｴ入する場合は、 ｎ を ＵＰ とする

ことカずできる 。

・た だ し 、 建 築 基 準 法 第38条の規定に基づき、

同 法 施 行 令 第93条 の 規 定 に よ る も の と 同 等 以 上 の

効 力 を 有 す る と 認 定 さ れ た 工 法 に つ い て は 、 前 各

号 に か か わ ら ず 、 当 該 認 定 の 算 定 法 に よ る 。

(3) 支 持 地 盤 の 下 に 軟 弱 な 地 盤 が あ る 場 合 の 取 扱 い

支 持 地 盤 の 下 に N 値 が10未 満 の 粘 性 土 地 盤 が あ

る 場 合 に は 、 長 期 荷 重 に よ る 支 持 地 盤 下 而 に お け

る 地 盤 の 応 カ 度 は 15t / m'以下でレなければならない 。

ただし、地総調をの結果に基づき、支持地主誌のせ

ん 断 破 壊 及 び 軟 弱 地重症の 有 害 な 沈 下 が 生 じ な い こ

と を 確 か め た 場 合 は こ の 限 り で な い 。 ま た 支 持地

盤の状況によっては、 N 値 が10以 上 の 場 合 で も 適

宜 前 記 の 検 討 を 行 う よ う 指 導 す る も の と す る 。

な お 、 支 持 地 盤 下 面 に お け る 地 盤 の 応 力 度 は 次

式による。

Qb = q s X As/ Ab 

Qb ・ 支持地盤下関における地盤の応力 HE

( t/ m') 

qs .  基礎杭先端における地懲の応力度。ただ

し群杭の場合は包ら〈線内部の平均応力

I!r. ( t/ m') 

As :  支持地総下面における、応力伝達範閉め

而符( ( m') 

Ab:  ; l 島礎杭先端の断面積@ ただし、群杭の場

合は包らく線内部の面積 ( m')

な お 、 鉛 直 線 に 対 す る 応 力 伝 達 角 度 8 は、 tan8

］ｾとなる角度とする 。

(大阪市総合計画局建築指導部審査謀構造強度係高原栄一 )

第 3 t ; i 杭基礎の 1. 共通事項の n4) 周辺摩織力」以下は、次

号に拘載します.

也築と社会/ 1984年 12J J サ 9  



日本建築協会会告

‘ 謹んで哀悼の意を表します。

日本建築協会古参会員逝去

名誉正会員 村野謙吾氏

前 副 会 長 銭高輝之氏

名誉正会員 玉置豊次郎 氏

名誉正会員 若林季雄氏

元 委 貝 石原正雄氏

昭 和59年 11 月初日没。93オ 。

昭 和 59年 11月22 日没。79オ 。

昭和59年 10月 9 日没 。84オ 。

昭和 59年 11 月17 日没。89オ 。

昭和59年 10月19 日没。 63オ。

「建築技術選書」姉妹版〈プロのノウハウ〉第 4 弾

‘ 「建物の値打ちの高め方ービル・マン

ションの新しい評価法J ( 小林清周著)

発刊される

外1RIJ の美しさだけで人聞の価値判断が左右されるのはなぜか一一。

人間の多様な価値判断をアンケートの解析など、さまざまな方法

で分析し、建物の的確な評価 法を提案、またそれによ って建物 の 値

打 ちを高めるアイデアを公開した本書が、 12月20 日に刊行されます 。

日本建築協会企画 ・学芸出版社発行の新シリーズ 〈プロのノウハ

ウ〉 第 4 ｾ単は、維持管理の分野で第一人者である小林清周工学博士

( 前大阪工業大学大学院教授 ) を執筆者に、下記のよ うな ユニーク

なテーマと内容で、話題を提供することでしょう 。

208頁、定価上 700問です 。建築協会事務局までお求めにこられた

方には￥ 100割引にて頒布しています。 ご購読をおすすめいたします。

概 要 1  これまでの建物評価法

2 目ビルの新しい評価法 ( 立地条件、建築条件、経営条件と

総括評価 )

3  .  "7 ンションの新 しい評価法 ( 立地条件、建築条件、管理

条件と総括評価 )

4 第 30回工高生デザインコンクール

入選者発表

日本建築協会主催による昭和59年度の襟記コ ンクールの入選考が

下記のとおり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は次号 ( 昭和60年 1 月号 ) に 掲載し、たします 。

・設計課題 街並みを考えた住宅

・応募校数 18校

・応募作品数 91点

( 順不同 )

氏 名 学 校 名 学年

入選最優秀賞 酒 井 隆 治 大 阪 市 立 都 島 工 業 高 等 学 校 3 年

入 選 水 野 主"ヨt乙t  愛 知 県 立 愛 知 工 業 高 等 学 校 3 年

1/ 立 川 ) i [ 彦 神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 業 高 等 学 校 2 年

1/ 

知小肝. ，明11¥1此h り〈を f t 占 的 }
ll'( '  !馬 県 立 川 崎 工 業 同 等 学 校 3  >01三

!lE J t.: 1・・Jft，lJf1 t 17i J  .l: 3 .<p 

1/ 
佐 藤 典 子 群馬県立高崎工業高等学校 ・定時制 3 年

1/ 団 代 和 行 同 上 3 年

1/ 滝 沢 博 久 群 馬 県 立 前 僑 工 業 高 等 学 校 3 年

1/ 山 本 和 記i 同 上 3 年

1/ 石 井 光 典 静岡県立静岡工業高等学校 ・定時制 4 年

1/ 石 坂
首E 同 上 4 年

10 也 築 と祉会/ 1984年 1211 号

故福田朝生氏追悼会

去る 10月18 日肝臓ガンのため永 II R ; された日本建築協会前会

長福田朝生氏の生前の建築協会並びに建築界に尽くされた功

綴をしのび、あわせて哀悼の意を表するため、日本建築協会

が中心となって、上記追悼会が、去る 11 月17 日出午後 2 時一

3 時に、中之島の大阪グランドホテル 3 階エンパイアルーム

で行われました。

参会者約 200 名が静かに故人をしのんで黙絡を捧げたあと、

「追悼 の こ と ばj が、つぎの 3 氏によりのべられました 。追悼

会委員長として、日本建築協会会長に新しく就任された佐野

正一氏より、友好団体代表として大阪府建築士会会長の小西

岬氏より、また友人代表として日建設計 ・日本建築協会名 誉

会長の塚本猛次氏より、それぞれ、故人の功紋や果たされた

役割、思い出話など諮られ、参会者に深い感謝J を与えました 。

つぎに建設大臣そのほかの関係者の弔電の披露のあと、献

花に移りました 。追悼会委員長、喪主( 福田卓生氏) 、未亡人

( 千恵さん) 、友 人代表、大阪府 ・大阪市代表、士会、 学 会 、

家協会、業協会、事務所協会、設監協会、材料協会、日本建

築総合試験所、住宅センタ一、双星設計の各代表が献花され、

あと順次参会者が、菊花に包まれた福田さん の遺影の前で献

花され、簡素ななかにも、おごそかに追悼会の幕をとじまし

た。福田さんのごめいふくをお祈りいたします。

飯福田朝生氏追博会
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ニュース阪がi をお送リください.

第 2 回 京 都 美 観 風 致 賞 受 賞 作 品 の 決 定

京都市では、伝統と文化にみちあふれ、うるお 対する関心をたかめるため、昨年に続き「第 2 固

いのある緑ゆたかなまちづくりを進めると共に、 京都美観風致賞J が実施された。これはまちなみ

市民の聞に 「まち J に対する誇りや景観づくりに 景観や自然景観と調和した優れたデザインの建築

物、造園、広告物などを表彰す ることとしていた

もので、応募総数 121点について 、 2 回にわたり、

写 真審査、笑施審査を行ない、厳正な審査の結果、

つぎの 5 点が「京都美観 風 致貧」受賞作 品に決定

した。なお、表彰式は 11 月15 日嗣市役所で行われ

fこ。

〔建築物〕風( 風致)

相国寺承天間美術館 写真①

( 所 荘 地 上 京 区 上 売 制 服 入 咽寺門前町)

建築主 : 相国寺 j  

( 理由 ) 都市活動の激しいまちなかで、総のオアシス

を形成する相国寺境内の一隅に、コンクリー

ト、ガラス、鉄そして日本瓦という限られた

建築紫材の本質を極限までいかし、さらに老

大樹を大切に残して設計されたこの美術館は、

京都を代表する寺院景観 と共鳴する優れた現

代建築である。

〔建築物〕伝( 伝統的またみ)

日本生命京都三条ピル 写真②

( 本誌本年 4 J  ｬ Ｍｲ［作品処ｾ Ｉ

( 所在地: 中京区三条通柳馬場西入桝屋町)

挫築主 日本生命 保険相互会社 j  

〔建築物〕都( 都市長ー観 )

平塚薬局 / 所在地・左京区丸太町通川端東入下縫町l

写真③ l建築主. 鮒平塚薬局平塚民平 /  

( 理由) 丸太町通りと数年後地下鉄鴨来線が開通する

川端i湿りとの交叉点の東南角に建つこの白い

i J ; ! i ; 局は、鴨川に架かる丸太町橋から東山の山

なみを背景に、夕陽に映えて、美しいシ J レエ

y トを摘 し 敷地のコーナ一部分には花木が

秘わり、四季の変化 も知らせてくれる 。京事11

の新しい町家のモデJ レとして後れている 。

〔造園〕緑( 緑地・ 広場)

醍醐寺憲深林苑 写真④/ 所在地伏見区槌倒東大路1

L建築主 :11是糊寺 j  

〔広告物〕広 ( 屋外広告物)

平安会館 写 真 @

( 所在地上京区山中立売下ル 1  

建築主. 地方破口共済組合京都宿泊所平安会館/

第 4 回大阪都市景観建築賞( 大阪まちなみ賞) とシンボルマークの入選 作

シンボルマーク入選作

大阪府 ・大阪市 ・大阪府建築士会の共催による、

第 4 回大阪都市景観建築1 ' t ( 大阪まちなみ賞 ) に

は、推薦された建築物やまちなみの調査対象 141

件について、建築 ・都市計画等を含めた分野の専

門家15名の審査委員会( 委員長: 足立孝) で審査

した結果、つぎの 4 つの建築物が入1 ' 1 : ・した 。

〔大阪府知事賞 〕

大阪ターミナルビル( アクティ大阪)

設計 国鉄 ・安井建築設計事務所

〔大阪市長賞〕

住友生命御堂筋ピル 設計・日建設計

〔社団法人大阪府建築士会会長賞〕

近鉄堂島ピル 設計日建設計

〔特別 賞〕

大阪城国際文化スポーツホール 設計日控殻計

また今回は 、「大阪都市景観建築工1 : ( 大阪まちな

み賞 )J にふさわしいシンボルマークも同時に募集

したところ、 134 点の応募があり、左にかかげる

入選( 作 : 宮武広美22歳女子学生) がきまった。

なお、昭和59年11 月29 日、建設交流館において

その表彰式典が行われた。また同時に写真家 . t亘

成 ー訓氏の「座の長観j と題する記念講演が行な

われた。

也築と社会/ 1984年 12J J サ 11 



企画・日本建築協会

|新シリーズスタート、圃・・・

・・・・・・・・・・・・E E

実務に役立つノウハウを ， わかりや

すく見やすくまとめたニュータイプ

12 

信B
生半可な技術では用をなさない . 営業的なセンスもなければプロではない.

プロしか生き残れない時代. 最先端のノウハウをまっ先に手に入れるため

の新シリーズ登場. 各分野の大ベテランが本当のところを教える. よりわ

かりやすく，よく手早く楽しく読める / が本シリーズのモットー . 協会な

らではの，実務のポイントを押 えた ，すぐ役立つノウハウ集である .

- 刊行 にあたっ て ( 社団法人 日本建築協会) ・

創立.60周年を記念して刊行いたしました「建築技術選害」は，幸いにも，実務に役立つ技

術書としてご好評を得ることができました. 当シリーズは「建築技術選書」の姉妹版とし

て，ここか i夫め手というところを，わかりやすく親しみやすくまとめたものです. プロを

目ざす技術者， とりわけその第一歩を踏み出そうとしている方の良き 友となれば幸 いです

パソコン会計術| 建物の値打ちの高め方

l設計事務所編 | 西部明郎著 1 1 ビル・マンションの新しい評価法 |小林清周著

* - 臨販後

経営の実態 を正確に把握することは，生

き残るための五H丘粂件である 専門的な

知識がなくても，また忙しい時間を犠牲

にしなくてもすむ，パソコンによる会計

処理の方法を公開した すぐに経営合理

化 にとりかかることのできる実践用手引.

また ，すぐ 利用 できるディスク ， プログ

ラムも 同時発売.

・概要

1 . 複式簿記はこわくない

2. ごく簡単な プログラム

3 . 実用化のためのテクニ y ク

4. 実用プログラム FINAS

5. プログラムの選び方

四六 ・224頁・定価1800円

小 林 清 周 箸

写書' " 版鮭

外壁の塗り替えを行うだけで，マンショ

ンの売買価格は 100 万円ほど上がるとい

う. タト側の美しさだけで，人聞の価値判

断が左右されるのは何故か 人間の多様

な価値判断をア ンケー トの解析など様々

な方法で分析し，建物の的確な評価法を

提案. またそれによ って ，建物の値打ち

を高めるアイデイアを公開した.

・概要

1. これまでの建物評価法

2 .  ピルの新しい評価法 (立地条件，建

築条件，経営条件と総括評価)

3.  " ンションの新しい評価法( 立地条

件，建築条件，管理条件と総括評価)

四六 ・208頁 ・定価1700円

TQCから見た建設業| 躯体工事監理の

|問題解決の決め手 | 荒木睦彦著|チ ェッ クポイ ン ト100 須賀好富著

隼省幽. .  ま

〈目録進呈〉

T QC の導入によって成功する企業とガ

タガタになる企業，その遠いはどこにあ

るのだろうか成功例ばかり読んでー，と

もかく導入したのはよいが“ つぽ" をは

ずして会社 が大やけど，といったことに

ならないための決め手満載. 建設業の T

QC を知りつくした著者による，実践の

ための手引

・概要

l. 建設業の T QC 2.T Q C とは何かワ

3.問題のとらえ方 4. QCサー クル

5.方針管理と社長診断

6. 管理とその ポイント

7.Q C七つ道具

四六 ・192頁 ・定価1600円

調 冒 野 官 事

* - 幽庖鍾

現場経験が少ないと ， とんでもない失敗，

恥ずかしいミスをすることがよくある.

失敗してから知ったのでは遅すぎる監理

の盲点など，極体工事監理のノウハウを

最新の知見と豊富な経験から 100 のチェ

y クポイン 卜に凝縮した ー 1項目を 2 ペ

ージ見開きにまとめ ，簡潔な説明と詳細

な図で深くも浅くも活用できるよう構成.

・概要

l  基礎工事

2  コンクリート工事

3  鉄筋工事

4 . 鉄骨工事

図 ・表 ・イ ラストなど全 400 点以上収録

四六 ・224頁 ・定価1800円

6学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 ft 075-343-0811



読者の頁

|イギリスでの生活点描 91 西 村 一朗

クリスマス・新年風景 一 大体、静かにすごすが 一 一

日本では、クリ スマ ス より新年の方が休みもあり クリスマスの飾り、クリス 7 ス ・ツリーは特に 小

一 年 で最も気分も新たまり、ゆ っく りする l侍であ さな子供のいる家では、大抵っくり、飾っていた。

る。 イギリ スでは、新年よりもやはりクリス 7 ス スーパーでも 、そのため 「もみの木」の大安売 り

の方が重視され ている 。学校も一週間位前か ら休 をしていた 。 どこに飾るかというと、私達の近く

みとなる 。商活もクリスマス前後休みとなり、と では、表に蘭する「ベイ ・ウインドゥ( 張り出し

りわけ地下鉄はじめ交通機関が活動を弱め、クリ 窓 )J の内側1) である 。だから外を歩〈人からも良〈

スマス当日には 地下鉄がピタリと動かなくなるの 見える 。特に夜などキラキラ光る電飾が美しかっ

読者からの原稿をお待ちしています

ごそかに歌い終わると、街にくり出した人々の飲

めや歌えの 「ドン チ ャン 騒ぎ」がはじまる 。 聞く

ところによると、この 0 時から一定時間、街 では

「お干兄いけ) J のため誰にキスをしても良い慣 習に

な っている 。 これを 聞いた時 、私も「ヤジ馬桜性J

を発揮して出かけてみようと思ったが、家族で来

ている手前、又、混雑でよく怪我人続出とも 聞い

たので、家で「 テレビ観戦」にしたのだ った。案

の定、その年 ( 1983年) も怪我人が多 〈出、死者

まで出た のだ った。( 1982年 - 1983年にかけては、

二 人の婦人が死亡。)

正月二日からは、まったく平常の生活に戻り静か

になるのであるが、一週間を過ぎた頃から、 商底、

テ・パー トの「冬物一掃大売り出し j がはじまり、

御婦人方の出番となる 。 日本でもその名が知 られ

には少々篤いた 。家でじ っ としてキリスト生誕を た。私達の家でも何か飾ろうということになり、 るデノ マート「ハ ロ ッズJ ( Har r ods) 、「セルフリ ッジJ

クリス 7 ス ・ソングを吹奏する「サルベー 「ニュー・イヤー・イヴ」で負傷し、 トラフ

( Sel  f  r i dge s  )  

「リパティ J

( Li be  rt y 's)  

などでも相つ

いで「大売 り

出し J をはじ

める 。 ものの

本によると、

冬 ・夏 2 回行

われるこ の「

年末 B B Cで25年ぶりに見たオードリ・ヘ

ップパーンの「戦争と平和J ション ・アーミイ ( 救世軍) J  ァ J レガ一広場に横たわる人々 売り出し」の

(  rOai ly  Mi rr or J  1983. 3.3日号より、 Pete

Mar low儲 影) r  デパート庖内

+ 兄い、お祈りせよ、ということであろうか。 妥がまるい針金の輪に、赤い布テープをまいて 簡 では 、唯一イギリス人の「Q; ;込訂作{J ( 行91)精

夜、逮も「郷に入れば」で、クリス 7 ス休みは家て網

じっ としていた 。 じっ としていてもキリス ト教徒

でもないのでする :t!" もなく、テレビの「なつかし

単な飾り輪をつくり、ベイ ・ウインドゥの上につ 神 )J が崩れる のだと いう 。正に日本テ' パー トの「安

るしてみた 。 売りフロア J も顔負けであ る らしい。

クリス? スが終わると、日本では正月準備で忙し 私達も 「ハ ロ y ズJ などに出かけたが、ゆ っ くり

の映画」シリーズを観賞した 。 おかげで久し振り くなるが、イ ギ リスでは 何か気が抜けたよ うにな 午後に行 ったのでい|湖!苫 Rus hは目駿出来なか った。

に ( 25年ぶりに ) 、へ ップパー ン、メ ルファーラな ってしまう 。 それでも元旦は、一応年のはじめの かわりに「これ、大丸の方が安いんとちゃうかJ

どの 出演する f戦争と平和 j も観る事ができた 。 休みで、「お祝い J の言葉 ( Happy New  Y ea r ) を といった側首弁婦人の芦を 多 〈耳にした 。敢 近は、

仲代達代主演の 『彩武者』 もや っていた 。 B B C 交わし合うようである 。 テレビでは 、12月31 日の この大売 り出しをね らった日本からのツアーもあ

の放送から 日本語が流れ、字幕が英語というのも 夜 11時すさ「からは、日本と同じく 『ゆく年、来る るらしい。

何 だか妙なものだ った。 年 j 風番組をや っていた 。 「フォークランド紛争J イギリスのクリス 7 ス、正月は総じて静かに過ぎ

テレビをみていると、 外 で何か綴がしい。 出てみ をふり返り、 「フォークランド島」から 中継した り てゆくが、その問に二、三の「大騒ぎ」がはさま

ると、家の前では一般の「軍服姿J のー隊が、ク その年 ( 1982年 ) の話題の人々にインタビューし っている一一これが生 活のメリハ リかもしれない、

リス 7 ス ・ソングを吹奏楽で演奏している 。 日本 たりしている 。やがて 121時 ( 0 時 ) になると、 「ビ と思うのだった。 ( 統< )  

では 「社会なべ」 で有名な 「救世軍 ( S alvat i on ッグ ・ベン J ( 国会議事堂の大時計) が大写しとな ( にしむらいちろう / 奈良女子大学助教授 ・住居学)

A r my ) J である 。ななめ向いの家の前てももう- 1) 、その鐙の音をきかせ ，.  >  当 ，..- Ｎｾ＠ . .  

隊がや っている 。 これは、 ー経の「たくはつ j だ てくれる 。 日本の「除夜

なと判断して、何がしかをなべの中に置いた 。夜 の 銭J だな、と思 った。

になると、今度はかわいい小学生の男の子が二 人 この鈍が 5 つ 6 つ打 った

戸口にや って来て、クリスマス ・ソング ( We 1時、人々は大声でr Happy

W ish  a  Mer r y  C hr is t mas 、 ) を歌 った。小使い Ne w Y ear  !  J と叫び、

銭を与えたら r T hank you ve ry  much リ と 言 っ 「蛍の光」の大合 唱となる 。

て帰 ってい った。 この 1!!1 は、日本では別れ

次の目、となりの M老人にこのことを話したら意 の I闘であるが、もともと

外 にも「くせになるから放 っておけ j とのこと 。 のイギリスではスコ y ト

さらに、「子供達の情報網は発達しているから、今 ランド民謡 r A ul d l ang 

夜は又別の子供達が来るよ d と言う 。案の定、そ sy ne  ( 古き懐しき臼 ) J

の夜に別の子供達が戸口にや って来て、歌 ってい で、新年を祝う 曲で もあ

たが、M老 人の指示にしたがい今度はじ っ として り、年に l 度この時だけ

いた 。 おかげで( ? ) 以後は現れなか った。 に歌われる 。 その闘をお

也築と社会/ 1984年 12J.J号 13 
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表情ある環境づくりへ

E然木ならではのi憂し色、美しき、そして気品のある

風 物 は、人々にゑ= らぎとゆとりを生みfごしてくれますL

ともすれば伴夜十 ｩＧ Ｏｉこなりがちな建築到旬、都市 ｾ ｉｕ ｬ

に、自然に育まれた向くもりをお届けし、たしますL また、

その風合いは年とともに務ち着きを増し、しっとりとした

表 情 で心なごませてくれることと，tEいま丸

【用材】 アメリカ北西海岸地 方産の厳選されたダ

クゃラスファー( モミ) およびカリフォノν ニア州心室 の いy ド

ウッド( セコイア) を使用し、材の強度 ・耐久 性 の 点

から髄 Ｚ 芯をはずした心材を使用してｾ ' ' ; :主

木目の美しさはもちろん、ヒピ宮lJ れを最少限にとどめ、

耐久性にすぐれていま札

〈取扱昂目〉

・サイトクラフト木製休養施設・修景具

ベンチ、スツール、テーブル、サインポール、案内

板、園名板、説明板、パーゴラ、フェンス、モニユ

メント、車止め、灰皿、屑入れ、照明柱、照明灯 他

・テイン1'¥ーフォーム木製システム遊具

天然水の尖しきを生かした屋外周フアニチュア

Si fe Craff 

休 養 施 設 ・修景 具

日本公園箱設協会会員

ティムノ〈ーフォーム北陸 ・近畿 ・中国・四園地区代理l苫

株式会社根津商応

〒650 神戸市中央区元町通1丁目10-11



設計者のプロフィール ｾＮｉｬｬ＠ 関西の昭和生まれの建築家 I

瀧 光夫 瀧光夫建築・都市設計事務所

略 歴

聞き手・絹集委員 松 村 孝 治 ( 東畑建築事務所)

プ ロ フ ィ ー ル 撮 影 島 修 一 ( S T UDI O A ・T)

生 年 月 日 昭和 11年 11月19日生 (48歳) センター 1977/ 石川県林

出 身 地 広 砧 県 尾 道 市 :  業試験場展示館 ・1984)

代 表 作 品 福 岡 市 純 物 閣 溢 室 ( 福岡市 )

36年修了 コロ ンピア大学大 ! 大阪府服部緑地 r: / E と総の

学悦修士蝶位昭和39年修了 J  相談所: J ( 大阪府盟中市)

場 制 光夫建築 ・都市設計事務所: 極 味 絵 画 ・ 1先砂

‘ 宰 Ｚ好きな ｾｉｉｉｉ 海の見える風景

好きな建築物 J レイジア ナ美術館 ( コペン

ハーゲン)

愛知県緑化センター 石川県林* 絞験場

外部空間を採る

「なぜか温室屋さんだと 恩われていて困るんです」と、苦笑する 。

確かに作品の中で、温室を扱 ったものが多い。 しかし、いわゆる温

室をこれほどまで完全に建築空間化し、内 ・外空間 を一体化してみ

せれば、誰もそうとは思わないだろう 。大阪府服部緑地、花と緑の

相談所。 では、スケールダウンした入口をはいると、いきなり下前

方に視野が聞け、計算されつくした床レベルと視点の変化が、木を

みせ、花をみせ、水をみせ、そして外部の庭園をみせる 。 ドラマテ

ィックな空間演出である。

「緑のない線の相談所がよくあるが、ここは、本当に花と緑に溢れ

た相談所にしたか ったj という 。 そのためには、 「混室 内に植える樹

種や、その大きさの選択までまかせてもら った」 と語る 。床の表情

も盟かである 。入口前の広場の床では、洗い出し仕上の伸縮目地を、

芝生や砂で模機化している 。「アスフアルトや既成の白地で等間隔に

入れるのではおもしろくない」という 。水の扱いも内外部に緩急自

在で、音とともに人を楽しませる 。独立第一作目とな った愛知県緑

化センターでは、ガラススクリーンを通して見せるカスケードが圧

巻であり、花と緑の相談所では、 1昆室内音[1の水のカーテ ンが美しい。

流れの表情も、人の歩み、視線の移ろいにしたが って変化させてい

る。「花や木があれば、水があ って当然ですから J と軽〈答える 。見

せる素材として、 「級化セ ンターでは、緑をきわだたせるためにコン

クリート ・鉄 ・石で構成した j が、相談所は、 「花が入 ってく るので、

ポピュラーさを出すために、タイ ル と木を加えて、色をもたせた j

と、つねに対象者を考えることを忘れない 。

「画家や作家が自分の作品を説明しないように、建築家もまた自分

の建築を解説したり理論づけたりしないのが本当でないか」と語る。

言業の力を借りずとも、充分に人を感動させる空間創りへの自信を

続わせる 一言 である 。

高槻市の西方、北摂の 山中 に、高槻森林観光センター ・クラフトセ

ンター ・バンガロー ・いずりは釣堀固などと、小品ではあるが気の

手IJいた快適な施設を、 10年ほど前から、こつこつと 創 り続けている 。

とりまく自然、を建築の内部にとり込み、木組や板張りによる優しい

フォルムが自然に包み込まれるさまに、丹念に 地形や気候を調べ歩

いた跡が窺える 。 この施設群が感じさせる {憂しさ、明るさは、「太平

洋は荒々しすぎ、日本海は寂しすぎる 。 瀬戸内の海が好きだ」とい

うように、生まれ育 った尾道の温暖な風土が、氏にもたらしたもの

であろうか。クラ フトセ ンターやいずりは釣堀図の明るい軒裂と大

きな窓と板張りの雰囲気は、なぜかアメリカの民家をも感じさせる 。

京大時代は、故増田友也先生に学び「積み重ねによる問題解決ではな

く、一つが解けた繰聞にすべての問題が解決している設計法を 教え

てもら ったJ と述懐する 。「 できるだけ単純なシステムに整理する設

計法が好きだj とも語る 。 そっいえば花と緑の相談所も、高槻森林

観光センターも、入口部にフレームが廻され、領域を表現するとと

もに、平面的な複雑さを消し、シンフ。ルな形態に整理されている 。

アメリカでは、プレセ' ンテーションを重視するので、幼ないころか

らの絵好きが大いに役に立 った。文科系と違 って、言葉に頼らなく

てよいので、優秀な成績で、 1 年間でマスターを終了したという 。

氏と一緒にいずりは釣堀困を訪れると、御主人や奥さんが、替るが

わるきては横に座り、商売の状況、泥棒がはい った話、料理のこと、

今度は風呂を作らに ゃいかんなどと、親戚の人が来たようにしゃべ

っていく 。風呂の話には、「そしたら設計しといて下さい。図面を描

きますから J と答える 。 この情景に、氏が設計にあた って、施主と

の心の通い合いを大切にしていることがうかがえる。「ある日仕事を

頼まれた 。一生懸命ゃ った。 そしたらいつの問にか建築家にな って

いた J と氏が語る建築家の理想像そのものである 。

「創作は狂の世界をみながら、その一歩手前に踏みとどまるのが私

の設計態度」 と語る氏が、その明るさと優しさを織り交ぜながら 、

今後いかに外部空間を採るか注目されるところである 。

〔次号の登場者は上回鰐氏 ( 大阪大学 ) )  
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回 遊 自 在

瀧 光 夫 氏 設 計 の 作 品 を 訪 ね て 一一一

駒 田 哲 男 / 駒 田 楊 子

ス ケ ー ル の 変 換 の 場 と も い え る 。 明 か る さ で

い え ば 、 昼 光 の 数 万 ル ク ス か ら 室 内 光 の 数 百

ル ク ス の 世 界 へ の 切 替 装 置 で あ る 。 こ の 工 夫

に は 、 大 き な 自 然 と 小 さ な 人 工 の 建 物 が 対 時

す る 場 で の ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー へ の 配 慮 が

あ ら わ れ て い る よ う に 見 え る 。

ド ー ム 型 の 古 典 的 な 温 室 織 成 が 曲 線 を 描 い て 、

自 然 に 倣 う よ う で い て 、 し か し 空 高 〈 隆 立 し

て い る の に 対 し 、 こ こ で は 、 水 平 、 垂 直 線 で

低 く か ま え 、 ヴ ォ リ ュ ー ム 感 を tfll え τ 自然と

対 比 す る 。 こ の 構 成 は 、 他 で も 連 作 と な り 、

そ の 完 成 度 ゆ え に 、 措E式 ク リ ー ンハ ウ ス ア ー

キ テ ク チ ャ ー と で も 名 づ け ら れ る ス タ イ ル の

J確立とな って いる 。

高 槻 森 林 セ ン タ ー に お け る 他 の 見 ど こ ろ は 、

そ こ の 2 坪 半 に 満 た な い バ ン ガ ロ ー に も あ る 。

杉 板 下 見 張 り 壁 、 片 流 れ 屋 根 の 下 の 空 間 を 最

大 限 に 利 用 し て 、 雨 除 け の ポ ー チ 、 そ れ ぞ れ

に 通 風 と 明 り と り 窓 を 配 し た 2 組 の 2 段 ベ ッ

ド、庇イすのベ ラ ン ダ を パ ズ ル の よ う に コ ン パ

ク ト に ま と め 、 し か も 、 三 次 元 的 な 彫 り の 深

い 造 型 と す る 腕 前 。 あ る い は 管 理 棟 の 四 角 な

平 面 の 丸 太 組 の 箱 の 上 に 、 四 角 錐 の 屋 恨 を の

高槻 ・いずりは釣堀園 せ、頭取音11に ガ ラ ス 箱 の ト y プ ラ イ ト を 配 し

軽 々 と 、 伸 び や か に 、 楽 々 と し て い て 、 苦 心 な 水 の 流 れ と 建 物 の 関 係 が 見 ら れ る 。 杉 板 下 た 建 物。 き わ め て 閉 鎖 的 で あ り な が ら 、 軽 ろ

の あ り か の 懸 念 を 抱 か せ な い の は プ ロ の 技 で 見 張 り の 切 姿 平 家 建 の よ う に 見 え る 建 物 だ が 、 やかさを感、じさせる造型センス 。 ち ょ う ど 名

ゐ 〈

ある 。修 練 に 装 う ち さ れ た 確 か な 手 と 、 物 事 211皆 に あ た る 入 口 前 の 石 J慌 の 下 を 流 れ る 小 川 線輪開Iの 手 に な る 登 に み ら れ る ヴ ォ リ ュ ー ム

を 見 定 め る 自 の 存 在 が 感 じ ら れ 、 ど こ に も 手 が 建 物 の 横 で 滝 と な り 、 水 車 を ま わ し 、 釣 り ! 惑の l味わい 。 木 工 ク ラ フ ト セ ン タ ー と い ず り

慣 れ に よ る 崩 れ が 見 ら れ な い 。 そ こ に は 、 お 池 に 落 ち こ ん で い る 。 そしてこの梢成が、 2 は 釣 堀 図 に み ら れ る 。 入 口 、 窓 サ y シ ュ 面 を

お ら か な 緊 張 感 と で も い う べ き も の が 躍 っ て 階 お よ び 1 階 の 食 堂 か ら 2 府 吹 抜 の 空 間l を 介 深 〈 控 え て 、 風 間 と 日 射 に 備 え t:. !lil ' が詣11 りだ

いる 。 今 回 、 あ ら た め て 、 服 部 緑 地 の 都 市 緑 し て 、 あ ざ や か に 視 党 化 さ れ て い る 。 また、 す端正な光と; 』診のコントラスト 。 こ れ ら 随 所

化 植 物 園 、 須 磨 離 宮 植 物 園 . i1i:1. 室 、 高 槻 森 林 須 磨 離 宮 純 物 園 ・温 室 で は 流 水 は な い も の の 、 に さ り げ な く 発 揮 さ れ る 造 型 感 覚 は 、 建 築 な

観 光 セ ン タ ー の 一 連 の 作 品 を 取 材 し て 感 じ た や は り 回 遊 式 に な っ て い て 、 1 11皆からはいり、 ら で は の 魅 力 に あ ふ れ て いる 。

こ と で あ る 。 こ れ ら 建 物 は い ず れ も 市 街 地 を 植 物 に つ ぎ つ ぎ と 出 会 う 聞 に 、 ス ロ ー プ を 登 外 装 が そ の ま ま 内 装 と な っ て い る 例 が 多 い の

は ず れ た 郊 外 の 自 然 の 中 に あ る 。 敷 地 の 高 低 りつめ、 211皆 の レ ベ ル ま で あ き る こ と が な く も 瀧 氏 の 空 間 の 特 長 で あ ろ う か 。 温室の壁、

差 を 建 物 の桃成に取り入れ、 土 地 の 固 有 性 を 出 口 に 至 る 。 こ う し た 地 形 の 高 低 差 を 利 用 し 屋 桜 の ガ ラ ス は も と よ り 、 森 林 セ ン タ ー の 丸

建 物 の 性 格 の 一 部 と し て い る 。 いいかえれば、 た 回 遊 式 と す る こ と で 、 見 る 人 の 視 点 の 高 さ 太 の 校 念 壁 、 杉 板 下 見 張 り の 杉 板 内 袋 、 い ず

そ の 地 形 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 見 い 出 し 、 と 方 向 は 刻 々 と 変 化 じ 、 視 野 が 展 開 し 、 光 と れ も 表 裏 一 休 に 使 わ れ 、 明 解 な 構 成 を 形 づ く

造 成 i立が少なくも っ と も 効 果 的 な プ レ ー ス メ 彬 の 印 象 が 強 ま り 、 空 間 を よ り 大 き な も の に る上て" の重要なエレメントとな っ て い る 。 ま

ン ト を 設 定 し 巧 み に 設 計 に と り い れ て い る 。 感 じ さ せ る も の と な っている 。 た 、 外 装 材 、 内 装 材 と 徳 々 用 い ず 、 紫 材 の 数

服 部 緑 地 の 例 で は 、 左 手 に 滝 口 よ り rfr ち る 水 伸 び や か で力強い安定! 惑は一連の作品のもつ を 減 ら す 手 法 と も な っている 。 よ 〈 用 い ら れ

を 見 て 、 グ ラ ン ド レ ベ J レよりはいると、そこ 別 の 特 質 で あ る 。 こ れ は そ の 構 造 に 依 っ て い る 素 材 は 、 コ ン ク リ ー ト ( 打 放 し お よ び は つ

は 2 層 吹 抜 の 温 室 の 上 層 苦11に な っている 。 モ る と こ ろ が 大 で あ る 。 端 的 な 表 現 の 例 は 服 部 り仕上 ) 、モルタ J レ 洗 い 出 し 、 石 積 み 、 陶 磁 器

l レ タ ル 洗 い 出 し の な だ ら か な ス ロ ー プ を 、 南 緑 地 、 須 謄 縦 宮 純 物 園 、 高 槻 森 林 セ ン タ ー 管 タ イ ル 、 フ ロ ー ト ガ ラ ス 、 型 鋼 、 コ ー ル テ ン

洋 の 務 りの す る 丸 八 へ ゴ 林 の 中 を 降 り て ゆ く 理 棟 に 共 通 し て 用 い ら れ て い る エ ン ト ラ ン ス 鋼 ス チ ー ル メ ッ シュ 、 杉 板 な ど 。 耐 久 性 の

と、全体にガラスばりの混室空! 日l が 拡 が る 。 上 の パ ー ゴラである 。 こ れ は 建 物 の 柱 と 梁 の 良 い も の 、 エ イ ジ ン グ の 期 待 で き る も の 、 メ

ガ ラ ス 越 し に 建 物 か ら 統 〈 テ ラ ス と そ こ に あ 構 造 か そ の ま ま 表 わ れ て い る も の で あ る こ と ン テ ナ ン ス コ ス ト の 低 い も の で 、 泌 氏 の 自 に

る 白 い イ ス と テ ー ブ ル が 見 え 、 そ の 向 こ う に か ら 、 昔 の 民 家 の 大 黒 柱 が 与 え る よ う な 力 強 か な っ た も の が 限 定 さ れ て 用 い ら れ て い る 。

は 池 と 芝 生 そ し て 林 と 続 く 風 景 が IIRに 入 っ て い 安 心 感 を 呼 び お こ す 。 さ ら に こ の パ ー ゴ ラ 限 定 は し て も 、 極 端 に す べ て コ ン ク リ ー ト 打

くる 。 下 層 へ ぐ る っ と 8 の字を描いて回遊し、 が 建 物 を し っか り と 大 地 に 般 を は っ た よ う に 放 し で と い っ た 教 条 的 な 噌 好 は な く 、 肌 あ い

さ き ほ ど 歩 い た プ リ ンジ の 下 を く ぐ る と 眼 前 据 え つ け 安 定 感 を 与 え て い る 。 と も す れ ば 野 を 生 か し て 適 材 適 所 、 ふ く ら み を 感 じ さ せ 、

に ベ ー ル が 立 ち は だ か り 、 大 き な 流 れ の 音 に 中 のー 粁 家 の よ う に 心 も と な い 大 自 然 の 中 で 、 い わ ば 自 在 で あ り 、 こ こ に も プ ロ の 持 ち 味 が

ぶ つ か る 。 こ の 水 の ベ ー ル を 透 し て の 大 空 間 逆 に 野 中 の一 本 杉 の よ う な た く ま し さ を 備 わ 十 分 に 披 見 さ れ る 。

の 中 の 緑 そ し て 窓外 の 緑 が見 せ ど こ ろ と な っ せ て い る 。 直 線 的 で 簡 潔 な 架 桃 と 自 然 の 有 機 illtl い の な さ 、 祭 欲 を 通 り 越 し た 貧 困 さ 、 あ る

ている 。 ア プ ロ ー チ お よ び 入 口 か ら は ち い さ 的 な 形 態 と の 取 り 合 わ せ が 生 み だ す 緊 張 は こ いは面妖さ や品 ｕ ｾ 解さをプロの特質とするかの

く 見 え て い た 建 物 が 進 む に つ れ 大 き く 現 わ れ の 安 定 ! 惑 を 鈍 重 な も の で な く 、 生 き 生 き と し よ う な 最 近 の 風 潮 の 中 で 、 総 氏 の 創 り だ す こ

展 開 す る 2 層 構 成 の 妙 と 、 入 口 か ら 出 口 へ と た も の に み せ て い る 。 ま た こ の パ ー ゴ ラ は ー の よ う な 明 解 さ 、 平 明 さ の 内 に あ る 虫 館 さ を

見 せ 場 を 作 り つ つ 下 る 流 水 が 見 事 に 地 形 を 生 極 の ゲー ト と し て 鳥 居 の よ う な 心 理 効 果 を 生 体 得 で き る 建 築 は 成 果 と 呼 ぶ に ふ さ わ し く 思

か し た も の と な っ て い る 。 み 、 そ こ を く ぐ る と 別 の 環 境 領 域 に は い っ た われる 。 にまだてつお/ 日建設計イ ンテリア部)

高 槻 い ず り は 釣 堀 図 で は さ ら に ダ イ ナ ミ ッ ク こ と を 感 じ さ せ る 。 屋 外 の ス ケ ー l レと屋内の にまだようこ / 大阪芸術大学非常勤制市)
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財団法人 日本建築総合試験所

準不燃材料の模型箱試験について

(2) 収納箱及び試験休の構造及び配置を図 - 2 に示す。

(3) 火源及び点火源の構造及び配置を図ー 3 に示す。

(4) 試験装琶の流路図を図 - 4 に示す。

この模型箱試験の特徴は下記の様になると思われる 。

o 近年話題にな っている駿索消費法が取入れられている 。

0 試験体が材料製品の一部分から構造体の一部分とな っている 。

4  . あ とがき

まえがき

模型秤i試験は、昭和59年 9 月29 日建設省告示第 1372号 ( 同日付官

報偽載) の公布により新たに加えられた準不燃材料の試験である 。

当試験所の耐火 ・防火試験室 では、建設省の指定試験機関として

この試験を実施すべ〈設備を必え待機中て¥今回はこ の快711符i試験

の概要と試験装置の流路図を初介する 。

( 試験体の形状と寸法のj Q ぃ )

0 パーソナルコンビュータとその周辺器機の導入によるデータ集録

と処理の迅速化( 集録間隔、告示 6 秒以下一指定試験機関は 2 秒) 。

以上、申し遅れましたが準不燃材料の見直し試験としては月初旬

には試験を実施している予定です。

( 紙面の関係で一部割愛しました 。な お詳細は来春発刊の当試験所

機 関 誌 f C BR C J 37号に記載します。)

( 耐火 防火試験室

高分子複合材料などの新しい材料の出現により従来の表面試験 -穿

孔試験・ yゲス有害性試験の三試験方法では準不燃材料の評価が十分

でないと考え、材料が実際の施工に i.Vるじ た方法で作成された試験体

を一 定の収納材lに設笹し、 一定の 火i原で笑大火災に近い燃焼試験を

実施することで15分間の総発熱量 (50 ，000 Kj 以下 ) と最大発熱速度

( 170kj  /  sec. 以下 ) により判定を行なう 。

試 験 目的の概 要2  .  

大演信n!:l)
3  . 試 験 体 と試 験 装 置の 概 要

天井

(1) 試験体の取付方法を図 - 1 に示す。

J

引

「

L

:鉄板 ( i!l-さ 0. 027)

杉 村 ( 4 X4. 5)  

試験体

平而図

収納箱及び試験体の精進及び配置 (単位 : cm)  
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左側壁

平面図
- . 1' ト

試験装置の流路図 (単位 : cm) 

本試験所 ・所 在 地 ・ ・ー 〒 565 吹田市藤白台 5 - 8  - 1  

・屯 話 一・… (06 ) 872- 0391(代)

・営 業 時 間 … … 平 日 . 午 前 911寺~午後 5 時、土日程日: 午前 9 時 ~ 正 午

図 - 4

( 阪急北千里駅より北西約 1 km 、国立循環総病センター西隣)

火源及び点火源の柵造及び配置 (単位 cm)  図 - 3
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11川

低層住宅地の設計手法( その 2 )  
増 田 直 隆

2  . 戸建・計画的戸建の実例一一「ガーテ' ンハウス西神春日台」

「ガー デ ン ハ ウ ス 西神 春 日 台 」 は 、 街 並 み の一 部 に 「 計 画 的 戸 建J

の 手 法 を 取 り 込 ん だ 戸 建 住 宅 に よ る す ま い づ く り ・ま ち づ く り の 例

で す 。 ま た こ こ で は 、 戸 建 住 宅 の 多 機 な ニ ー ズ に 対 応 す る た め に 「 ハ

ウ ス プ ラ ン 選 択 方 式 」 に よ る 供 給 が 行 わ れ ま し た 。

当 団地 は 、 前 回 紹 介 し た 「 ガ ー デ ンハ ウ ス 西 神 椛 台 」 と 同 じ 西 神

ニュータウン内にイ立誼しますが、同ニ ュー タ ウ ン 内 の 周 辺 音11に あ る

た め 戸 建 住 宅 と し て 計 画 さ れ ま し た 。

近 隣 で 先 行 し て 供 給 さ れ て い る 分 綴 宅地 や 戸 建 住 宅 は 、 敷 地 面 積

が 230- 250m'程 度 の も の が 中 心 で し た が 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 絶

対 額 を 平 均 3 ，000万 円 程 度 に 抑 え て 需 要 の拡 大 を 図 る た め 、 敷 地 面

積 は 平 均200m'程 度 と し て 計 画 さ れ ま し た 。

一 方で、 f軒 並 み 形 成 の 骨 格 と な る 部 分 を っ く り 出 す た め 、 コモ ン

ス ペ ー ス を 共 有 す る 「 計 画 的 戸 建 」 の手 法 が 採 用 さ れ ま し た 。 原則!

として 5 戸 の 戸 建 住 宅 群 を 一 つ の 単 位 と し て 、 約 200 m' の コ モ ンス

ペ ー ス を も た せ て お り 、 こ こ に 各 住 宅へ の通 路 、 駐 車 ス ペ ー ス 、 緑

地 等 が 配 さ れ て い ま す 。 こ の 手 法 に よ る 場 合 、 コ モ ン スペ ー ス の 奥

に 位 置 す る 住 宅 が 幾 分 閉 鎖 的 な 印 象 を 与 え る た め か 、 評 価を受け要性

い傾向が見受けられたので、ここでは、外周道路等に商して ｉｾｦｬ 波さ

れ た 位 置 に こ れ ら の 住 宅 を 配 す る こ と で そ の 不 利 を カ ハ ー す る 配 慮

も 行 わ れ て い ま す 。 また、 王手有土地へ の 評価 の 高 さ も 考 慮 し 、 コ モ

| ガー デ ンハ ウス西神春日 台|

ｓｾ＠ 前 面 道 路

"{ ]  

計画的戸建住宅と コモ ンスベース ( P : ハーキ ングスペー ス)

所 。 地 神戸市凶区布日台 8 ・9 丁目

敷地関税 約 5 ha  

ンス ペ ー ス と な る べ き 部 分 の う ち 、 各 住 宅 へ の 専 用 通 路 部 分 と 駐 車

ス ペー ス に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 住 宅 の 専 有 地 と し て 供 給 し ま し た 。

こ の 団 地 で は 、 全 体 戸 数 196戸 の う ち 146戸 を宅地のまま募集し、

そ の 宅地 に 予 め 用 意 さ れ た プ ラ ン の 中 か ら 、 好 み の 住 宅 を 選 ん で 応

募 で き る 「 ハ ウ ス プ ラ ン選 択 方 式」 を 採 用 し 、 選 択 さ れ る 住 宅 プ ラ

ンの ほ と ん ど は 残 り の50宅 地 に 「 モ デ ル 住 宅J として先行建設し、

この 「 モ デ ル 住 宅J の仕 上 げ や 性 能 を 確 か め た 上 で 選 択 で き る よ う

に 計 画 さ れ ま し た 。 こ の 方 式 は 土 地 と 建 物 の 組 み 合 わ せ を 選 択 す る

自 由 が 住 み 手側 に 与 え ら れ る と 同 時 に 、住 宅 選 定 が な さ れ て か ら往

物 を 建 設 す る 方 式 で あ る た め 、 選 定 か ら 引 き 波 し ま で に 相 当 の 時 間

が あ り 、 通 常 の 募 集 方 式 よ り も 住 み 手 側 の 資金 計 画 が た て や す い と

いうメリ y ト が あ り ま す 。

「モ デ ル 住 宅」 は 同 時 に 通 常 の 建 売 住 宅 と し て 分 譲 さ れ ま し た が 、

この「モテソレ住宅J に は 公 団 設 計 に よ る ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 住 宅 の

ほ か に 、 民 間 住 宅 メ ー カー に よ る 適 格 認 定 住 宅 が 採 用 さ れ ま し た 。

「モ デ ル 住 宅」 の 出 来 如 何 が ハ ウ ス プ ラ ン選 択 方 式 住 宅 の 応 募 状 況

に 大 き く 影 響 す る こ と が 予 想 さ れ た た め 、 各 メ ー カ ー か ら の す ま い

づく りの た め の 提 案 も 秘 極 的 に 行 わ れ ま し た 。

外相L工 事に つ い て は 計 画 的戸 建 の コモ ン ス ペ ー ス を |徐い て は 各 住

宅 の 敷 地 境 界 フ ェ ン ス 等 だ け に と と め られ た ため 、 今 後居 住 者 に よ

って 行 わ れ る と こ ろ と な り ま す が 植 栽 も 施 し た 計 画 的 コ モ ン スペ

ー ス を 核 と し た 街 並 み 形 成 が 図 られ る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

計画的戸建まわ りのコモン スベース

精 道 規模 木造ツ ーパイフォー工法、適絡認定住宅 ( 木質系 ・欽鋼系) 、鉄筋コンクリート iE工業化住宅 ( PC工法 ) 2、3階建

住宅戸数 196戸

総合建設業

勝 村 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

支 府 民 松 下 敏 巳

大阪市淀川区凶中山 6 丁 目7t 件 8 サ( 大Jl fl ビル)

屯 話 06- 304- 6011 ( 代ぷ )
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株 式 会 社 辻 本 工 務 庖

取締役社長 辻 本 健
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(ルJ 凶巨

ガー デ ンハウス洛西境谷公園

3  ，連戸と戸建との組み合わせ

による実例ー一一「ガーテ' ンJ 、ゥ

ス洛西境谷公園」

「ガーデンハウス治西境谷公園」

は 、 戸 建 指 向 の 需 要 に 対 応 し て 、

2 述 戸 を 中心 に 構 成 さ れ た 街 並 み

に 戸 建 住 宅 を 絡 ま せ た ま ち づ く り

の 例 で す 。

こ の 団地 は 、 京都 市 の 酋 郊 に あ

る 治 西 ニ ュ ー タ ウ ン 内 の 中 心 部 近

く に 位 世 し 、 ま ち づ く り も お お む

ね 熟 成 し つ つ あ る H寺 期 に 計 画 さ れ

ました 。 同 ニ ュ ー タ ウ ン 内 で は 戸

建 を は じ め と す る 低層 住 宅 へ の 需

要 は か な り 厚 い も の の 、 中 高 層 住

宅 は 今 一 歩伸 び 悩 ん で い ま し た 。

ま た 周 辺 に お け る 供 給 事 例 か ら 、

低 層 住 宅 で も 敷地 共 有 の タ ウ ン ハ

ウ ス は 必 ず し も 十 分 な 評価 を得ら

れ て い な い 状 況 に あ り ま し た 。

こ こ で も 分 線 価 格 の 絶 対 額 を 抑

え る こ と と 、 そ の 中 で 可 能 な 限 り

王手有敷地 を 確 保 す る こ と が 条 件 と し て 設 定 さ れ 、 2 辿 戸 を 中 心 と し

た 住 宅 計 画 が 進 め ら れ ま し た 。

敷 地 形 状 が や や 複 雑 な 」二、南側1) は 大 き な 法 而 を 持 った 保存緑地で、

計 画 地 よ り も 高 く な って おり、北側1) は地 区 内 の 公 共 緑 道 が 走 り 、 そ

の 過 半 の 部 分 に 植 栽 が 施 さ れ て い る も の の 、 計 画 地 が 見 下 ろ さ れ る

状 態 に な っ て い ま し た 。 南側Ij からの日照の礁イ呆と北側1) の 見 下 ろ し 部

分 か ら の 緩衝 の た め 、 敷地 の 外 周 に 沿 っ て 道 路 を 配 し 、 西 側 の 取イ寸

道 路 と 結 ば れ て お り 、 こ の 道 路 か ら 南 商 配 置 を 基 本 と し て 各 住 宅 へ

核 す る 道路 形 態 が と ら れ て い ま す。 団地 内 道 路 は 歩 J I工融合として計

画 さ れ 、 各 戸 駐 車 が 採 用 さ れ て い ま す が 、 周 辺 道 断 や 紋 道 と の 核 がし

のため、フ ｹ トパスによる歩行者初 ｾ ｫ ，ｊｪＡの配慮も行われています 。

住 宅 は 日 f! ¥¥条 件 を 考 慮 し て 基 本 的 に 南 部 さ せ て い ま す が 、 眺 望 の

展ける苦11分 や 敷地 形 状 の 上 か ら 、 南 関 し な い も の に つ い て は 、 住 宅

の |昔1口 を 南 面 住 宅 よ り も 拡 げ た り 、 戸 建 に し た り す る こ と に よ っ て 、

そ の 不利 を カ バ ー し て い ま す 。 ま た 、 各 フA ロンクの端音11に あ た る 住

宅については、できるだけ戸建にしたり、花台やi J J 窓をしつらえて、

端 部 住 宅 が 本 来 も っ ている 1illi1ili を さ ら に 高 め て い ま す。 不 務 形 地 に

は 敷 地 対 応 の プランづく りを図 った た め 、 全 休93戸 の 住 宅 に 、バリ

エーションを含めると ＳＰ を超えるｻ主毛タイプが用ｾ｜ｊ ー されました 。 戸

建 住 宅 と 述 続 建 住 宅 と が 混 在 す る 街 並 み と な る た め 、 こ と に 述戸 住

宅 に つ い て は 2 戸 で 戸 建 住 宅 に 見 え る よ う な 外 観 デ ザ イ ンと す る こ

と を 目 指 し 、 ま た 、 相 互 の 玄 関 を で き る だ け 並 列 さ せ な い な ど の 配

慮 も さ れ て い ま す 。 隣 戸 と の 間 隔 が 按 近 し て い る こ と か ら 、 プ ラ イ

パ シ 一 服 保 の た め 相 互 の 窓 の 位 法 を 対 面 さ せ な い よ う に ず ら し た り 、

一 方 の 住 戸 の 窓 は 側 聞 か ら 採 光 す る 出 窓 を 採 用 す る な ど の 工 夫 も 施
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さ れ て い ま す 。

外 椛 工 事 は 、 価 格 を 抑 え る 意 味 か ら も 、 集 会 所 と そ の 周 辺 、 フ γ

ト パ ス 部 分 、 お よ び 団 地 周 囲 に 可 能 な 限 り 取 り 込 ん だ植 栽ヰw等 の 共

有 部 分 に つ い て の み 仕 上 げ が 行 わ れ 、 専 有 敷地 部 分 は 隣 戸 と の 境 界

榔 と 外 周 の 生 垣 脱 皮 に と ど め る こ と に な り ま し た が 、入 居 後 半 年 余

を 経 た 現 在 、 居 住 者 に よ っ て そ れ ぞ れ の 個 性 を 主 張 し な が ら も 周 辺

と の 調和 を 配 慮 し た 街 並 み が 形 づ く ら れ つ つ あ ります 。

供 給価 絡 の 低 減 を 図 り な が ら 戸 建 指 向 の 編 袈 に 応 え て い く た め に

は 、 今 後 と も こ の よ う な 計 画 で 進 め ら れ る 例 が 少 なく な い と 予 想 さ

れ ま す が 、 外純 の し つ ら え を 含 む 団地 構成 の 工 夫 が 課 題 と な る で し

ょっ。

*  

以 上 紹 介 し た 4'; 例 は 、 い ず れ も 申 込 受付 初 日 に 高 倍 率 で 住 宅 選 定

が な さ れ た 好 評 プ ロ ジ ェ ク ト で す が 、 こ れ は 、 そ れ ぞ れ が 立地 条件、

企画、 価 格等 を 含 め て 、 需 要 者 の イ主 要 求 に 合 致 し 受 け 入 れ ら れ た も

の で あ る と 思 わ れ ま す 。

し か し な が ら こ れ ら の 住 婆 求 は 常 に 一 機でなく、 地域 や H寺聞 の 隔

た り の 中 で 変 容 し て い く も の で あ る 以 上 、 今後 も 住 宅 供 給 の対 象と

な る さ ま ざ ま な 要 求 に つ い て 、 広 範 な 角 度 か ら の 検 討 が加 え ら れ る

と と も に 、 そ の 住 要 求 に 迎 合 す る だ け で な く 、 周 辺 環 境 の 保 全 や 街

並 み 形 成 等 に 配 慮 し た す ま い づ く り ・ま ち づ く り が 行 わ れ な け れ ば

な り ま せ ん 。

ま た ニ ー ズ の 多 様化 へ の 対 応 は 、 一 方 で 出 来 上 が っ た も の へ の 管

理 聞 で の 対 応 も 多 岐 に 亙 る こ と に な り 、 今 後 の 課 題 も 少 な く あ り ま

せ ん 。
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けんちくの

大 気 汚 染 と 建 物 の 寿 命

現 代 の わ が 国 の 都 市 で は 、 自 動 車 が 道 路 上 に 充 満 し 、 産 業 廃 棄 物 の 排 池 畳 も 著 し く 多 く な っ て い る 。

大 気 汚 染 の 害 が叫 ば れ て 久 し く 、 そ の 人 体 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、 あ る い は 汚 染 を 防 止 す る 具 体 策 に つ

い て さ ま ざ ま な 議 論 や 試 み は あ る が 、 今 な お 速 効 を 期 待 し え な い 状 態 に あ る 。 先 年 、 某 寺 院 の 本 堂 の 屋

般 に 雨 漏 り が す る と い う の で 現地 調 査 を し た ら 、 立 派 に 葺 き 上 げ ‘ ら れ て い た 銅 板 屋 根 に 大 小 の ピ ン ホ ー

ル が 数 多 く 発 見 さ れ た こ と が あ っ た 。 雨 漏 り の 原 因 は 明 ら か に な っ た が 、 その鋼板は主下いてからあまり

長 い 年 月 を 経 た も の で は な か っ た だ け に 、 ピ ン ホ ー ル が 生 じ た の は 大 気 汚 染 に 伴 な う 酸化 らしいと 判 断

された。

大 気 中 の SOxや NO
x

は 、 銅 や 鋼 を 腐 蝕 さ せ 、 コ ン ク リー ト を 中 性 化 さ せ て 、 時 間 の 経 過 と と も に そ の 範

囲 を 拡 げ て い く も の で あ る 。 建物 の 外 装 材の 劣化 は 、 や が て 雨 漏 り や 極 寒 期 の 凍 結 事 故 の 発 生 に つ な が

り 、 そ し て 主 要 構 造 部 の 夕、メ ー ジ へ と 発 展 し て 建 物 本 来 の寿 命を著しく 短 縮 さ せ る こ と が 少 な く な い 。

現 代 の 建 築 物 の 寿 命 、 す な わ ち 耐 周 年 数 の 減 少 が 大 気 汚 染 の 度 合 に 深 く か か わ り つ つ あ る よ う だ が 、 こ

の 問 題 を い た ず ら に 現 代 社 会 の せ い に の み 帰 し て お い て 良 い の だ ろ う か ? ( K .  K )  

建 築 の 平 面 図

建 物 の 平 面 図 は 建 築 専 門 の 人 で な く て も 、 平 面 図 に 室 名 を 入 れ て 説 明 す る と 、 部 屋 と 部 屋 の |鈎 速 に つ い

て 、 理 解 し て い た だ け 、 部 屋 の 広 さ に つ い て の 相 対 的 な 認 識 も も っ て い た だ け る よ う で あ る 。 建 築 の 施

主 と 設 計 に つ い て 対 話 を 進 め る に つ い て 不 可 欠 な も の で あ り 、 じ つ に 多 く の情 報 が 表 現 さ れ ている 。 わ

れ わ れ の 身 近 な 平 面 図 と し て は 、 新 聞 の チ ラ シ に 印 刷l さ れ て い る 住 宅 の 平 面 図 群 で あ る 。 マ ン シ ョ ン で

もワンルームより 3 L D K、4 L D K、まさによりどり見どり で あ る が 、 南 と 北 が 開 口 部 と な り 、 束 、 西 が

姥 で あ る と い っ た 型 式 が 多 い。 一 戸 建 て で は か な り の 多 様 性 が 見 ら れ 、 3 世 代 同 居 の 平 面 図 が か な り 多

いのも 時 代 を 反 映 し て い る と い え る 。

建 築 は 空 間 を 造 る も の で あ り 平 面 図 の み を 取 り あ げ る の は 、 ま さ に 一 面 的 で あ る か も 分 ら な い が 、 ラ

イ ト の 平 面 図 を 見 て い る と 、 空 間 の 投 彬 図 の よ う に 感 じ ら れ 、 1 11管とか 2 階 と か の 平面 図 だ け でなく、

1  M ご と の 高 さ を 断 層 的 に 図 面 に し た ら ど ん な に な る だ ろ う と 思 っ た こ と も あ る 。 立 体 の 情 報 を 扱 う基

的 な 図 面 と し て も 考 え ら れ る の で は な い だ ろ う か 。 ( H . T )

デザイ ン血 液型

所 貝 の 建 築 の ま と め 方 を み て い る と 、 い く つ か の 砲 が あ る の に 気 が つ く 。 私 は 血 液 型 に 準 え て O 型、 A

型、 B 型、 A B 型 に 分 類 し て い る 。 そ れ は 、 必 ず し も そ の 血 液 型 の 人 が そ の よ う な ま と め 方 を す る と い

うことではなし、 。 血 液型 の 気 質 に 似 た 建 築 の っ く り 方 を す る 数 秘 飢 の 裂 が あ る と い う こ と で あ る 。

まず、 O 型 と 称 し て い る の は 、 自 己 主 妓 と 自 己 表 現 が は っ き り し て い て 、 は じ め に 形 が あ り 、 j彩にあわ

せ て 平 面 計 画 を し て ゆ く タ イ プ で あ る 。 目 的 志 向 性 が 強 く 、 ロ マ ン チ ッ ク な 表 現 を 好 む 。 A 型 は 撒wな

積 み 重 ね 型 で 、 理 詰 め で 平 面 を つ く り 、 平 面 が 固 ま っ て か ら 立 面 を 考 え る 。 平 面 を 固 定 し て か ら 立 而 を

垂 直 に 引 き 上 げ る た め に 表 現 が抑 制 的 で 、 悪 く い え ば 苦 学 生 の デ ザ イ ン に な る 。 B 型 に 分 類 さ れ る の

は 、 創 造 性 に 富 み 、 デ ザ イ ン ・ ボ キ ャ ブ ラ リ ー も 多 く 、 ど ん な 平 面 で も 見 ら れ る 外 観 に 仕 上 げ る 能 力 を

もっ ている 。 無 原 則 だ が 即 応 性 が あ る 。白段 後 の A B 型 は 、 調 和 と バ ラ ン ス 感 覚 に 優 れ 、 平 面 を つ く る と

き か ら 造 型 を 意 識 し て プ ラ ン ニ ン グ を す る 。 要 領 が よ く ま と ま り は よ い が 、 あ っ と い う も の は で て こ な

い。 本 当 の 血 液 型 と デ ザ イ ン 血 液 型 を 比 べ て み る と 面 白 い と 思 う。 ( S  .  y  )  

プ レ・ 21 世 紀

1984年 も お し つ ま り 、 語 呂 の 良 い 昭 和60年 ( 1985年 ) を 迎 え る こ と に な る 。 明 治32年 に 始 っ た 20世 紀 も

15年 を 残 す の み と な っ た。 20世 紀 に 入 る 直 前 の 15年 、 一 世 紀 前 の ホプレ ・20世 紀 白 は 日 本 国 の 基 礎 も 固

ま り 、 日 本 国 態 法 発 布 、 日 清 戦 争 な ど に よ り 国 威 の 発 場 が 緒 に つ い た 、 、 夜 明 け 怖 の 時 代 よ り ホ 日 の 出 ゃ

の 時 期 に 入 っ た 明 治20年 代 で あ っ た。20世 紀 に 入 り 日 露 の 戦 後 を は じ め 第 一 次 世 界 大 戦 、 目 撃 事 変 を 経 て

第二 次 世界 大 戦へ と 破 局 に 向 って 突 き 進 み 1944- 5 年 の 焦 土 の 荒 廃 を 矧 い た 。 20世 紀 の 中 rl -l:j点 の 1950年

は 朝 鮮 戦 争 に 依 る 特 需 が 引 金 と な っ て 復 興 が 軌 道 に 乗 り 、 第 2 期 、 日 本 の 夜 明 け 、 、 が 始 ま り 今 日 の 繁 栄

に ま で 至 っ た わ け で あ る 。 21世 紀 を 迎 え る に あ た り 大 阪21世 紀 協 会 を は じ め と した プ ロ ジェク 卜や 研 究

会 な ど が 発 足 さ れ 米 来 指 向 の 模 索 が 動 き 始 め た 。

私 た ち 建 設 に 携 わ る 者 に と っ て ホ プ レ 21世 紀 ゃ と い わ れ る こ の 15年 間 を 天 災 地 変 に 耐 え う る 都 市 造 り の

た め に 有 意 義 な 反 省 を 積 上 げ 、 き た る べ き 華 麗 な る 21世 紀 を 迎 え る た め の 足 固 め の 年 月 と し た い 。

(  s  .  S)  
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な ぜ 「光 」 か

建築と光とを関連づけた場合、まず「照明」ということが頭に浮かんでくるであろう 。確かに人類

が光 という技術を手にして 以来長い問、光というものはこの用途に限られていたといっても過言でな

い。 そうい った意味で、 19世紀後半のエジソンによる白熱電球の発明は画期的なものであ った。従来

の火による照明と 比べ、明るさを 何十倍、何百倍にもすることができる上に、火事の心配がないので

部屋のどこにでも置けるという特徴が、照明機能そのものだけでなく、イ ンテリアの考え方さえも一

変させた 。

しかし 20世紀後半に入 って、光の持つ意味が大き く変わ ってきた 。光で伝える ( 光通信 ) ことや、

光 でiRIJ る( 光セ ンシング) 、光で書く ( 光プリンタ ) 、光で切る ・溶かす ( レーザ加工、レーザメス ) 、光

で読む ( 光ディスク ) などの光の新しい応用技術が次々と誕生してきたからである 。

通信分野を例にとると、光ファイパ通信技術を核として 1 N  S 、V A Nそれに C A T V などに示さ

れるニューメディアや O Aや F A 、さらには H A  (House A utomati on) に示される L A  N  (L ocal  Ar  

ea Net work) など、システムの大小 を問わず、情報ネ ッ トワーク技術の革命が進展しつつある 。 そし

て、ビル一つを取りあげてもコンビュータを中心としたビル内の情報ネ ッ トワークやビル全体の防災、

防犯を集中監理するピル管理システムが注目されてきている 。 という の も、銅線による通信では困難

であ ったり、問題とな っていた多くの事がらが、光フ ァイパ通信によ って一挙に解決された ( 詳細後

述 ) からである 。

このように、光を利用した技術は照明はもちろん の こと、光ファイ パ通信 をはじめとした情報関連

分野やレーザ加工などのエネルギ一関連分野で、従来の技術では到達できなか った特性を可能とした

り、さらには全〈新しいアプリケー ションを生み出しており、 21世紀に向けて の産業技術を牽引する

役割が期待されている 。

光 産 業 技術 の概 要

財団法人 光産業技術振興協会では、 1980年 の設立以来 、光産業と技術の現状と将来。をテーマにし

て委員会を設置して 、調査研究活動を進めている 。 ここでは、本調査成果を紹介しなが ら、概要を述

べる 。

図 - 1 光技術の適用分野と将来的可能性
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図一 1 に、光技術の適用分野と将来的可能性を示す。光技術は、情報関連とエネルギ一関連の二つ

に大きく分けることができる 。

表一 1 に、光産業規模の推移 ( 予測 ) を示す。1985年 で 1 兆円、 2000年 で12兆円規模になるとみら

れている 。

ここ 3 年聞の光産業の実績ベースでの伸びは年平均成長率で6 4 %と、きわめて高い成長を示してお

り、上記の予測を裏づける形とな っている 。1983年度( 見込み) での総生産額は 4 ，300 億円である 。

内訳をみると、光通信などのシステム関係が 530 億円、入出力、レーザ応用 、光伝送、光ディスクな

ど機器 ・装置関係が 1，440 億円、およびレーザ、光ファイパケーブルなど光部品関係が 2，340 億円と

なっている 。

将来の動向としては、光ファイパ通信の加入者系と自動車内への導入が進められて需要が拡大し、

システム関係で大きな構成比を占めるとみられる 。光機器では、光ビデオディスクやディジタルオー

デイオディスクなどの光ディスクプレーヤがソフトの充実と相ま って、需要が伸びるであろう 。光部

品では前述のシステム需要の拡大に伴 って光ファイパの高成長が期待される 。

光 応 用 シ ス テ ム と 建築

建築分野にはすでに光ファイパ通信や光センシ ングなどを中心にして、光応用システムが積極的に

導入されつつある 。詳細は後章で各専門家の方々にお談りするとして、ここでは、イントロタクショ

ンとして概略を述べる 。

建築分野への光技術の応用は、設計 ・施工時の作業への適用と、建築物の各種設備への適用に分類

できる 。前者としては①光通信を用いた C A Dネ ッ トワーク、 ②光ファイパやレーザ特性を応用した

セ ンシング、 ③光通信を用いた工事状況の I T V監視、等がある 。後者としては④建物内の光通信網、

⑤ 太陽光を光ファイパて“ 伝送させ、照明や給光に用いる、 ⑥光センサを応用した防犯 ・防災設備、等

がある 。 また、将来にはレーザエネルギーを用いた掘削や溶接への応用、太陽電池による自家発電の

大量普及が期待されている 。

上記①、 ③ それに④ の応用システムは光ファイパの持つ広帯域、低損失、非電磁誘導、細径 ・軽量

などのすぐれた特徴により、従来問題とな っていた情報量の増大 ( = 信号線の増加 ) に伴う、ダクト

スペースや電磁的相互干渉の問題などが一挙に解決された 。

② の光センシンクーでは、レーザによる基準線設定装置や距離計測IJ 装置がすでに実用化されている 。

レーザは空中て‘ 真 っすぐにたわみのない線を描くことができるので、これを利用して水平 ・垂直の基

準線を作り、工事に役立てている 。 また、レーザ光の送りと戻りの干渉を計ることにより、距離や寸

法 ・変位を非接触にかつ高精度に測定することができる 。光センシ ングの分野は今後アプリケーショ

ンの拡大が期待できる 。

レンズで集めた太陽光を、光ファイパで物理的に日の当たらない場所へ伝送することによ って、照

明、植物の栽培や医療に役立てようとするのが⑤の応用システムである 。建物の屋上などに太陽自動

追尾の集光装置を置き、この光をたとえば地下室に導いて照明や植物の室内育成に利用したり、寝た

きり老人の部屋に導いて日光浴を楽しんでいただくことも可能になる 。

お わ り に

以上、光応用システムと建築について、まず ホ光産業技術。 の概要を紹介し、つぎに建築分野への

適用を述べた 。今後アプリケーションが拡大するとともに、システムコストの低減化が図られ、需要

が拡大することにより、光技術の恩恵をメーカ、ユーザ、一般利用者がともに浴することができるよ

っに発展を期待したい 。 ( くじら いこ ういち 財団法人光産業技術保興協会専務理事)
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光 フ ァ イ バ の 基 礎 知 識

I  . まえがき

光ファイパは、石英ガラス等の透明な材料の 中に光を閉じ込めて

伝送する伝送線路である 。 この伝送原理は、古くから知られており、

胃カメラ等に用いるイメー ジガイドの素子 として実用もされていた

が、通信用伝送線路としては以失が大きく、 信号を遠方へ伝送する

ことができないため、顧みられることもなか った。

1970年には、高純度の合成石英を原料とすることによ って低損失

の光ファイパが得られることが示され、光ファイパを用いた光通信

方式の可能性が示唆されている 。今日では 、理論限界に近い低損失

光ファイパが工業化され、通信用伝送線路の重要な一分野をなすに

いた っている 。

光ファイパを用いた光通信方式は、上述のごとくきわめて短期に

開発実用化が進められたが、このことは光ファイパの持つ特徴と通

褒 1 光ファイ パの特徴とそのi盛期 信システムに対する社会的要

光ファイ パの特徴| システムのメリ ット 請とがうまく符合したことを

{ 氏H 1 失

広 衛 域

経 l lf . 紺l径

絶 紋 性

無 誘 導

長距離無中継伝送

大容量的報の伝送

長距離無中継伝送

情報密度の向上

線路設置周設備の軽減

布設工[]' . の軽減

核地設計不要

絶紋機材(絶縁トラ ンス、

フ方トカ プラー) 不安

示している 。光ファイパの示

す特徴と通信システムに適用

した場合のメリ ッ トを 表 1 に

示す。

光ファイパの特徴は 、光を

搬送波として用いていること

と、石英ガラス等の非金属材

料によ って作られていること

から得られるものである 。通
接地設計不要

誘導遮必不安

信システムとしてのメリ ッ 卜

は、主として従来の銅線ケーブルを用いたシステムとの対比で述べ

られているが、光ファイパの持つ特徴が通信システムによく生かさ

れることが、表 1 からも理解されよう 。 ここに示されたシステムの

メリ ッ トは、銅線ケーブルを用いた通信システムの抱えている多く

の問題点および通信システムに対する社会的要請に対する有力な解

答となり得るものであることも理解される 。すなわち、画像 ・デー

タ等の大量情報を簡便な機総を用いて効率良〈伝送処理することが

通信システムに対する社会的要請とするならば、この要請に対する

もっとも適した解答は光通信システムであるといえよう 。

。 ［ｅ ｌ ｩｾ ャｼ
屈折率

図 1 光ファイ パの基本総造

( S  1 7 ァイパ)
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図 2 光ファ イパ内の光の伝搬

( S  1 7 ァイパ)

中 島 巌

2. 光 フ ァ イ バ の 原 理 と 構 造

光ファイパの構造を 図 1 に示す。光ファイパは屈折率の異なる二

つの層からなり、中央部が屈折率の高いコア、周辺部が屈折率の低

いクラ ッ ドである 。光ファイパを伝搬する光は、 図 2 に示すように、

コアとクラ ッ ドとの境界面で全反射をくり返しながら コア 内 を伝搬

する 。 もちろん全反射はコアとクラ ッ ドの屈折率差によって生ずる 。

コア内を伝搬する光の光路は一般に複数個あり、かつ光路長はE い

に異な っているため、光路によって光の伝搬時聞が異なる 。光ファ

イパに入射される光は多くの光路を通じて伝搬されることになるた

め、光路の違いに基づく伝搬時間差は、伝送波形歪の原因となる 。

このような光ファイパをステ ップインデ ックス型( 屈折率分布が階

段状 。 ｓ Ｎ ｉＮ Ａｴ ｾ Ｉ という 。

S  1 型光ファイパにおける上記の問題点を解決するために、 図 3

に示す G 1 型光ファイパが考案されている 。 この光ファイパではコ

ア内の屈折率分布が光ファイパ紬を頂点とする放物線状に形成され

ている 。 G 1型光ファイパの光の伝搬の様子を 図 4 に示す。 ここで

も光路聞の光路長の差は存在するが、光路長の長 い光路は屈折率の

低い ( 光の伝搬速度の速い ) 部分に多〈分布し、 光 路長の短い光路

は屈折率の高い ( 光の伝搬速度の遅い ) 部分に多〈分布 するため、

光路聞の伝搬時間差が軽減される 。 したがって伝送波形歪の発生が

少なく、高速信号の伝送に適している 。

このほかにコア径を小さくすることによ って光路を一つに制限し、

光路聞の伝搬時間差をなくした S M型ファイパ ( 単一モードファイ

パ ) があり、超高速信号の伝送に適用されている 。

3 . 光 フ ァ イ パ の 種 類 と 特 性

前節に述べたように、光ファイバには構造上三つの種類がある 。

この分類のほかに、構成材料によ っても巣な った特性を示すため、

ここにとりまとめておく 。

1  ) 光ファイパの構造上の分類

表 2 に光ファイパの構造の種類と特性を示す。 S 1型はも っ とも

。主 ァ ヤヘｾ
庖折率

図 3 G  1型光ファイ パの屈折率分布 図 4 G  1  !l '1光フ ァイパにおける光の伝搬



表 2 光ファイパの締迭による分類

光ファイパ種別 光路( モ ド) 数 l酎庁率分布 通 周

ステ ップインデ ックス 低迷内近距離自通内己幻通線

多 階 段 状 fI'Ii"'l ' ピJ レ { 百

( S  1 )  
機内・機1111

グレ ア ッ ドインテ' ックス

多 版物線状
中t凡高用速伝送中遠路距離通fJ

( G 1 )  

高大速容鑑中越通信距網離通fJ
シングルモ ド

111ー

( S M )  

表 3 光ファイパの材料による分類

光ファイ川崎fl 5J IJ

f i ' I i 成材料 可能な精進

適 用 ・特 徴

コ ア クラ ッ ド S  1  G  1  S M  

石英ファイパ 石英ガラス 行 .iJi.: ガラス 。 。
。 通1&i J H1光7 ァ離イパの代表

打l失 長 距 m

多成分ガラス ガ フ ス カ ' ラ ス 。 。

プフスアイ Y プラスティ プラスアイ

。
短距離mm 

-J 7  7  -1 ，< ，7  ック 取 ＡＦｾｬｩｦ 記

プフスティド ッ プフス 7 イ

ククラ ッ 石 石英ガラス ，7  。 短 ・中 距離汗l

英ファイパ

単純な構造の光ファイパであるが、伝送容量が小さいため低迷信号

の伝送に用いられる。現在は光通信システム自体が中大容量システ

ムを中心に適用されているため、 S 1型の生産量は多くないが、シ

ステムの適用範囲の拡大につれて生産量も地加すると考えられる 。

G  1 型は中容量システムへの適用を中心に多量に生産されており、

現在の代表的なファイパとな っている。 S M型は公衆通信の基幹回

線等の大容量システムに多〈適用されている。

2  ) 光ファイパの材料による分類

構成材料からの光ファイパの分類を 表 3 に示す。石英ファイパは

主材料を石英とし、屈折率制御のためのドーパントとしてゲルマニ

ウム等を微少量含んでいる 。低打1失化が可能なため中長距離通信用

に多〈用いられている 。 多成分ガラスファイパはナトリウム、カリ

ウム等の成分を多く含むガラスを材料としている 。石 :?R:"IJ ラスよ り

も融点が低〈、製造性の良い点に特長がある。現在は胃カメラ用イ

メージガイド等に多〈用いられている 。プラスティ ックファイパは

アクリル樹脂を素材としている。端末加工の谷易な点、可様性の良

い点に特長があるが、耐熱温度の低い点と伝送損失の大きい点が欠

点である。プラスティ ッククラ ッ ド石英ファイパは石英コアにプラ

スティックのクラ ッ ドを被援したファイパである 。 プ ラスティ ック

ファイパよりも低m失で耐熱性も良い。

これらの光ファイパのうち、現在は石英ファイパがも っ とも多〈

通信システムに適用されているが、光通信システムの領域拡大に伴

/ " ' 一一、" - . . / 光ファイパ心線
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図 5 光ファイパケーブル構成i列

い種々の光ファイノ〈が適用されると考えられる。

3  ) 光ファイパの特性例

現在もっとも多〈用いられている石英ファイパについての特性例

や波長に対する損失特性については、紙面の都合上省〈。石英ファ

イパについては構造規格が C C I T T 等の国際機関で定められ 、規

格統ーが進められている 。

4  . 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル

光ファイパに保護用被覆を施し、集合して種々の布設環境に適す

るょっ、ケーブルが製作されている 。クーフル構造例を 図 5 に示す。

5  . 光 通 信 シ ス テ ム の 適 用

光ファイパを用いた光通信システムが実用されて以来約 7 年 を 経

過しているが、この聞に光通信システムが適用された主要な分野は 、

つぎのようである。

① 公衆通信網における市外通信網( 大容量基幹綱) および市内局

問中継網

② 屯力会社の電力系統の運用 ・保護・監視用通信システム

③ 鉄道における通信 ・信号用通信システム

④ 高速道路における道路監視用画像伝送システムおよびデータ伝

送システム

⑤ 工場内・ピル内におけるデータ伝送システム

以上の分野では 、光ファイパの持つ広帯域性等の伝送特性が発揮

され、他の線路では得られない長距離中継が可能であることから、

光通信システムが適用される例が多〈、光ファイパも超低損失かっ

超広帯域のものが多〈用いられている。

今後、光通信システムの適用分野は拡大されると考えられるが、

これは先の高品質光ファイパおよびその周辺の技術を基礎として、

一般的品質の製品が低コストで製造され、かつ適用技術も進展する

ことが大いに期待できることによっている。今後、適用の進展が期

待されている分野をつぎに挙げる。

① 公衆通信網の加入者系統 ④ 自動車等移動機内

② 計算機等電子機器開 ⑤ 計装システム

③ ビル内 ・工場内の小規模 L A N

6  . あとがき

以上、光ファイパの基礎に関連してその紛介を試みた 。紙面の都合から十分な

記述が得られていない部分が多いが、詳細lはおのおのの専門st をご参与いただき

たいと巧える 。

光ファイパは本文にも記したように、実用化後数年を経たばかりの新しい通信

媒体であり、現在すでに得られている適用法に加えて、今後きわめてひろい範囲

での笑用化が期待されている。情報化時代と呼ばれ、多綾 多様な情報がさまざま

な目的で佼受される必要性の叫ばれる昨今であるが、信号伝送後術上からは、光

ファイパの開発実用化によって、このような可能性の般討が可能になったと言え

ょう 。

光ファイパの開発史上においては、現1 : t ，は繁明WI に位置づけられ、ハードウェ

ア開発と適用技術の倣合によ って新しい世界が今後妬かれてゆくものと巧一えられ

る。|羽: i ! [ 分野諸兄のご指導をWI 1寺する。

( なかじま いわお 古河電気工業A 株式会社情報通信事業本部電チ線材技術部課長)
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光 セ ン シ ン グ 技 術 の 動 向
久 間 和 生

最近、低損失光ファイパを 信号の伝送路またはセ ンサに用いた光

ファイパセンサの研究開発が盛んになされている 。光ファイ パセン

サは、絶縁性、無誘導性、防爆性、軽量、小型、可とう性等多 くの

特長を有している 。

図 1 は、光ファ イパセ ンサの応用例を示したもので、プラ ン ト椛

内に広〈分散する計算機聞を結合し、高速に情報の統合化を図る光

デー タウェイと光ファイパ応用計調11 システムを組み合わせた将来の

プラ ン ト計装 システムの概念図である 。悪環境下にある発変電設備、

燃料タ ンク、生産フ・ロセスでhの計測に光フ ァイパセンサを導入する

ことにより 、システムの安全性と信頼性が大幅に向上するも の と期

待されている 。

光フ ァイパセンサは、プラ ン ト計装 シス テム のほかにも電力系統、

医療機様、軍用機器、航空機、向動点、建築物など幅広い分野での

応用が期待されており、電圧、屯流、温度、圧力、速度、液面、仮

動、ガス等、種々の物理量、化学量を計測するセ ンサが開発されて

いる 。

本稿では、実用化されつつある光ファイ パセンサの概要を述べ る。

I  . 光 フ ァ イ バ 電 圧 ・ 電 流 計

図 2 に、ポ ッケルス効果を用いた光ファイパ屯圧 ・電界計、光フ

ァラデー効果を用いた光ファイ パ電流 ・磁界計の構成図を 示す。い

ずれも光源、光検出器としてそれぞれ発光ダイオード ( L E  0 ) お

よび P 1  Nフォトダイオード ( P I NP D)、光ファイパとしては多

モード形を使用している 。光ファイパ電圧 . 1 1 [ . 界計では、光セ ンサ

昔日において、まず偏光子 を通過した直線偏光波が、印加' i 1 Z 界による

複廊折効果により、ポ ッケルス索子 出射後、だ円偏光波に変換され

る。このだ円偏光波は検光子で光強度に変換され、光ファイ パでP

1  N  P  0 に伝送される 。ポッケルス紫子としては Bi 12 Ce020やBi '2

Si 020 等の等紬性酸化物単結品や Li Nb03、Li Ta03 等の一物h性 酸

化物単結晶が用いられる 。Bi'2 Ce020 単結晶を用いた光屯圧セ ンサ

では、数 V - 300V の電圧を o- 40. Cの温度範囲内で:t 1. 5%以下の

粕度で測定できる 。

一方、光ファイパ屯流 ・磁界計では、光センサ音ISにおい て、光フ

ァラデー素子内を伝搬する直線偏光波の偏光商が外部磁界の強さに

比例して回転することを利用している 。光ファラデー索チとしては、

Bi ' 2Ce020、Bi '2Si020 、鉛ガラス等の反織性体材料やj昆! 変安定化さ

れた Y 1  G 系の強E益性体単結晶が用いられる 。鉛カ方ガ、唄. ラスを用いた光

磁界セ ンサの il測n即則1引111リ定車範E囲は数 Oe- 3ωO∞O∞OOe久、 i羽抑測H四則lリ定誤差は 0 - 4刊O.C のt温品

! 度変範囲てで梢:t l. 5% 以下てで0 ある 。

2. 光 フ ァ イ バ 温 度 計

図 3 に半導体の光物性を 利用 した光温度センサの原理図と iJi，U支計

の織成図を示す。半導体は光学的法礎吸収端波長 λg をもち、 Ag よ

り短波長の光はほとんど l吸収される 。 しかも、 λg は温度上好ーととも

に長波長側へ移行するので、半導体か らの透過光強度は温度上昇と

ともに減少する 。 したがって、透過光強度を測定することにより温

一

同

E

F

 

光ファイパケーブル

M5  

光ファイパデータウェイシ λ テム

5 5  5 5  5 5  5 5  5 5  

光ファイパ

センサ

将 H

光ファ イパ

ケーブル

圧力センサイメージセンサ

図 1 光 7 7 イパ計調'J 技術の光デー タウ ェイシス テムへの応用例( 概念図)

。
BGO光ファラデー

景子

湾線検光子

BGOプリ X ム

光コネクタ

光コネクタ

光受1e機

也カ信号

(. ，光 ファイパ電圧センサ

也力信号

(ω光ファイパ電圧( 磁界) センサ

図 2 光 ファ イパ 電 圧 . ' i 1t 流セ ンサ の 構 成 図
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L E D. [ の発光スペクトル 半噂休の透過率
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一一一. 座長

(a )光ファイパ温度センサの原理図

図 3 光 温 度=セ ンサ の 原 理 図 と 光 フ ァイ パ 温 度 計 の 構 成 図
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図 4 光 フ ァ イ パ L D Vの 摘 成 図 図 5 光 フ ァイ パ ガ ス 検 知 器 の 構 成 図

度を知ることができる 。

この原理を応用した光ファイパ温度計の構成図を図 3 (  b ) に示す。

本装置では Ag こ 0.9仰 の GaAs をセンサ材料に用い、透過光強度

が温度に依存する AI GaAs 系 L E D  ( 中心波長 A
1 二0.87μm) と透

過光強度が温度に依存しない InGaAs P 系 L E  D  ( 中心波長 ん ~ 

1.27川 ) からの出射光ノ マ/ レスを交互に光温度センサ音11に送り込み、

前者を信号光、後者を参照光として用いることにより、光ファイパ

伝送損失や光コネクタ損失を補償し 、測定精度の向上を図 っている 。

本装置の iWI温範囲は 0- 200. C 、調11定精度は土 1 .C 以下、応答時間は

l 秒程度である 。

光ファイパ温度計としては、このほか 、半導体や蛍光体のフォト

ルミネセンスを利用したものや、黒イ本放射を利用した放射混度計ーな

どが実用化 されている 。

3 . 光 フ ァ イ バ L 0  V  

図 4 に光ファイバレーザド ップラ速度計 ( L D  V )の構成図を示す。

参照光形光ファイパ L D V では、光フ ァイパプロープを通して計 iJll I

対象にレーザ光を照射し、 ドップラ効果をうけた後方散乱光を同一

プロープで受光する 。 この信号光 ( 散乱光) と光ファイパフ・ロープ

先端で反射された参照光を受光素子 ( Si - A P D) に導き、ヘテロ

ダイン検波することによりド ップラ周波数の計調11信号を得る 。

一方、差動形 L D V では、光ファイパプロープA 、B から出射さ

れ、計 iJII I対象で正負逆にド y ブラシフトをうけた散乱光を光ファイ

パプロープ C で受光し、受光素子でヘテロダイン検波することによ

り計測信号を得る 。

これらの計 iWI信号は 、周波数追跡器とマイクロコンビュータで信

号処理される 。速度 iWI 定範囲は 1 - 2000m/ 分、 iM11定精度は ::!:0 .2%

以下である 。本装置は、プラント内の製品 ( 鉄、紙、糸、フィルム

等 ) の移動速度計i Hll 、剛体の微小振動計調11、流速計調11などに適用さ

れている 。

4  . ガ ス 検 出 器

低おi失光ファイパを用いた遠隔ガス検知器の恭本構成図を 図 5 に

示す。図 5 において、 L E Dなど比較的スペクトル幅の広い光源か

らの出射光は送光用光フ ァイパで光セ ンサ部 ( ガスセル ) に導かれ

る。 このガスセルに被 iHl I定ガスが充たされていると、入射光の中で

被測定ガスの l吸収ス ペ クトル成分のみが吸収される 。 したがって、

ガスセルからの出射光を受光用光フ ァイパでグレーテイングや誘電

体多層朕フィルタで椛成される分光分析器に導けば、カ、スの種類や

濃度を iWI定て"さる 。

中心波長1 . 61μ mの I nGaAsP 系 L E Dを光源に用いて、 20km以

上のメタ ンカス ( CH，、分チ吸収波長 = 1.66μ m)の遠隔 iWI定ができ

る。 また、 1.68μ mに分子吸収波長を有するプ ロパンガス (C
3
Hs) の

iflll 定もなされている 。 このような爆発性ガス検知器は、石油化学プ

ラン トの計装システムにきわめて有用である 。

お わ り に

本稿では、最近開発が盛んな光ファイパセ ンサの中て¥とくに実

用的な事例を紹介した 。 これらのセ ンサは、主に各種工業プラント

や電力系統の計 isl Iシステムに使用されることが多い。 しかし、温度

セ ンサ、ガスセンサ、屯圧 ・電流セ ンサ、 f辰動センサ、盃セン サ等

は、高層ヒ。ルや一般建築物の火災予防システム、変電設備の計 iftl l制

御システム、地民感知システム、防犯システム等にと ってもきわめ

て有用なセ ンサと思われる 。

参考文献

久問、布下 ゾ 光 7 アイパセノサの現状 と応用命il U通俗学会ヰ. V oi. 67.  No. 5， P.544 

( H1j剰159年 )

( きゅう ま かずお 三 菱 恨 機 抹 式 会 社 中 央 研 究所主主f> . 工学博士 )
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光 フ ァ イ バ の ビ ル へ の 応 用 事 例
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鷲
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I  . は じ め に

これからの企業の事務所においては、今まで以上に各種の情報処

理を的確かつ効率良〈行つことが要求されつつあり、そのための各

種機器やシステムが開発されている。

ビルの本体はそのままでも、その中で行われる業務内容は、日々

変化し、内部の設備は技術革新や業態の変化に応じて更新されてお

り、古いビルはいうまでもなく、比較的新しいビルにおいても、パ

イプシャフトやケーブルダクトが、電線であふれているという例は

めずらしくない。 このことからビル内の情報・信号伝送路は、給排

水設備、輸送設備、電力設備などと同様、重要なインフラストラク

チャーの一つであるということができる。

そこで、本稿では、以上のような状況を背景として考え、情報 ・

信号伝送路もインフラストラクチャーの一つであるという観点から、

1  ) 今後、増大する情報処理量に対応できるものであること

2  ) 多目的な使用方法が可能でbあること

3  ) パイプシャフトやダクト内の省スペース化がはかれること

という 3 点に重点をおき、その中心的技術としてすでに、各方面に

採用されつつある光通信技術を用いたビルへの光ファイパネ ッ トワ

ークの適用について述べる 。

|光フ ァイバ | | 発光素子 | | 受光素子 |  

。 。。
|ケー ブル化技術 |

包 d1> 技 術

「ーー『

ここコ

u  

。
| 工 事 技 術 |

リ

| 光 通 信 シ ス テ ム |

図 1 光通信の構成技術

lJ長恒石; 咽勾

発光素子 受光素子

図 2 光通信の基本構成
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ビ ル へ の 光 フ ァ イ バ ネ ッ 卜

ワ ー ク の 適 用

2  _  1 . 光ファイパネットワークの構成

最近、企業内ではとくに C A D/ C A Mあるいは OA システムに

代表されるような企業内コンビュータ ・ネッ トワークシステムの導

入が盛んであるが、これに伴ぃ各機器開を結ぶケー 7'ル配線網は複

雑かつ莫大になりがちである 。一方、ビル内にこれらに必要なケー

フ'ル配線網を布設しようとすれば、ケーブル・ダクトスペースの確

保が重要な課題となり、たとえ、新たにビルを建設する場合でも十

分なダクトスペースを取ることが困難な場合が多くな っている 。 こ

のようなダクトスペースの問題を細径であるという長所を生かし、

これを解決してくれるのが光ファイパであるといえる 。 このような

光ファイパの特長は表 1 にまとめることができる 。

光通信の構成技術という点から光ファイパネ ッ トワークを整理す

ると 図 1 、図 2 に示すことができる 。

ここで光通信を構成する三大要素技術は、 ①光ファイ パ、② 発光

素子および③受光3伝子を挙げることができるが、当然のことながら

これだけで光通信システムが成立するわけではなく、ケーブル化技

術、回路技術と組み合わされ、最終的には工事技術が完成して光通

信システムが成立することになる 。 また、 図 3 に光ファイパケープ

対@ 繰

E全備管玉里シス テム

情報ネ γ トワー 7

図 3 光ファイパネ ットワークの構成仔1)



表 1 光ファイパの特長

直 二 二 亙 ケ ー ブ J レダクト、ケーブ J レラ ック ヨ 初期投資工事費が少

スペースが節約てきる. // 

容易で美観を損なわ

ぽ 吉 司 電 力 ケ ー ブ ル と 併 鮫 で き る -::!J 11  

| 無 漏 話 1 11  

直 コUJ λ テーシヨン間無中継 一一- - ， D-

し→ C P U問通信 、データ 伝送、

|  オフィスオート〆ーシ ョン、

匡三1ft' l>i: 1 高速、大容量伝送が可能 ー」 絞備管理、防災に最適

ルを使ったビル内データ・命1) 御 信 号 ( デ ジ タ ル 信 号 ) 伝 送 、 お よ び

画 像 ・音声信号( アナログ信号) 伝送ネ ッ トワーク構成の代表例を

示すが、現状では、デジタル信号の多重伝送の場合にはループ構成、

アナログ信号の直接伝送の場合にはスター構成とするのが、一般的

である。

2. 2 各 種 業 務 へ の 適 用

オフィスビルの情報は大別すると、下記に分けられる 。

① 事 務 用 ( 0 A用)

② 防 犯 ・防災

③設備の監視制御用

表 2 は、それぞれについて適用可能な事例をまとめたものである 。

表 2 各種業務への適応

区分 シ ス テ ム 概 要

ＮＭｪ＾Ｚｾステムは、エグゼクァィプ等、とくに所必 ー をＢ，Ｚ［Ｚ［

に明らかにする必要のある人を対象とするものであ

:fE1市表示システム る。例人別に i設定された信号を発信する小引発幻機

を所持することにより、荷量! 帝時もわかるようにする

とともに、呼び出しも行うことが可能で与ある 。

経営方針等を審議する役貝会議室に大型のディスプ

デシジョンルーム レイ等を設置し、会議に必要な経営情報を表示し、

適切な審議ができるようにする 。

たとえば、役員とその担当部長との会話をするもの

テレビ電話 で、オフィス内のクローズシステムとする 。.:e!j- Uの

みの会話では、: 芭: ぶの線i 1 1 i が凶餓な場合に用いる 。

イ) 予約・使用状況を C R T で表示可能とし、新た

な申し込みに対し即座に回答可能とする 。

。会議室等予約管理 ロ) 使用状況把握…ー・・照明スイ ッチ等をモニタす

ンステム ることにより、実際に使用中かどうかを遠隔にて把

握可能とし、予約状況との不一致等を包ー旦1¥する 。

A  

他事務所または同一ピル内の他の昔日課との会議や打

アレコン

ち合わせを補助するもので、①発言状況の映像伝送、

②電子黒板の記入内容や資料の伝送、③受信側での

ファンレス

ハードコピー、④会議に必要な情報の検索および表

示、などの機能を有する。

従来使用されている気送管と比較して、組織変更、

電子メール

事務所のレイアウト変更の際の融通性があり、1 ( ; ・に

最適な発信、受信端を設定することが可能である 。

また、伝達に要する時間が非常に短くて済む。

このターミナノレの用途はいろいろ考えられるが、代

データ ・

表的なものは、電子ファイル、ワールドプロセッサ

ターミナ J レ

一、アクティピティ管理( 予定表管理、懸案事項リ

スト、その他) 、パーソナルコンビューティングなど

が可能である。

セ

出入口、営業部門、カウンターキャ y シュ サービス

キ 監ネ見テレビ

コーナ一、エレベータ付近等の監視。前記ポイント

ニL
に設けられたカメラからの信号を常時管理室にてモ

ニターする 。

ア
とくに制限された区域または時間外等については、

イ

入出門管理 各個人の [ D カードを入力しなければ立ち入りでき

ないシステムとし、ピルの安全性が向上する 。

電力、空調、給排水、照明、輸送等の設備について

は、個別に検討され設置されるが、これらの使用状

ピ 況等を把握するためには総合的な監視機能が必要で

J レ 各種設備の

ある 。とくに考慮している事項は、①総合監視機能
タ困貧

総合監視システム

理
による管理聖書只の省力化、②各設備の動作状況記録、

③自報、月報の作成である。以上のような記録をも

とに、管理計画の立案も可能となる 。

3. 代 表 的 な 適 用 事 例

3.1. ビ ル 管 理 シ ス テ ム

最近のビルは省エネ、省力化、省スペース化される傾向が著しく

これにともない電力、空調等の制御ならびに防災、防犯までを含め

たビル管理システムが導入され、その情報量もますます増大してい

る。このように各種の情報信号を複合伝送する媒体として従来のメ

タリックケーブルより各種の優れた特性をもっ 中 ・短距離用の光フ

ァイパケーブルと光リンクが採用されるようになってきた。

そのーっとして、階数14階、延床面積8500m'のホテルに導入さ れ

た例を紹介する。本システムは 図 4 に示すように、 B F 、 1 F 、お

よび13 F 、14F に集中する受電盤、動力盤等の監視、市1)御 信 号 ( 接

点入出力 ・・・97%、アナログ入出力・ 3 %、計 220 点) を光ファイパ

ケーブルで、直列( シリアル) 伝送、または並列 多重( パラレル)

伝送しており、光ファイパ伝送の特長である配線の省スペース化、

電源盤等と情報収集ステーション ( MS 、 L S) 問の特別なインタ

ーフェイス回路なしでの完全な絶縁、無誘導性を実現し、きわめて

信頼性の高い伝送路を形成している。また経済的には、伝送機器、

ケーブル、配線機材、工事費等の直接経費での比較では 10数 % 割 高

な結果となったが、伝送品質の向上分を正当に評価すれば、この差

はむしろ逆転するものと考えられる。また、本伝送システムは、 16

Kbps の伝送速度をもっているが、 200点程度の情報量では 1. 2Kbps

の伝送速度で十分であり、その能力を最大限に使っていないこと等

にもよる。

本システムに使われだ光伝送リンクや光ケーフゃルについては、受

電盤、動力盤、自火報受信機( 冨I j 受信機能) からの信号は情報収集

盤 ( L S) までパラレル光リンクを介して 16点多重伝送され、 L S

から L S 問、および一括集中管理を行う中央監視盤 ( MS ) の聞に

は、シリアル光リンクにより1 . 2 Kbps 伝送している。使用した光

ファイパケーブルは、 30m以下の短距離は 2 心のプラスチ ック ファ

イパ ( A P  F ) ケープールを、 30- 200 mの中距離にはプラスチ ック

クラ ッ ドファイパ ( P C  F ) ケーブルを使用した( 表 3 ) 。光伝送 リ

ンクと各緩情報 ・信号端末との入出力は、フォトカプラ入力、リレ

ー出力で接続するため盤用タイプの光伝送リンクを用いている 。 一

方 、 情 報 収 集 盤 ( L  S ) および中央監視盤 ( MS  ) のインターフェ

イスは T T L レベルであるので、光伝送リンク( モジュール) を M

S 、 L S の基板に組み込んでいる( 図 5 ，表 3 )。

以上のように、比較的小規模ビルでの適用例ではあるが、その使

い方によっては、システムの品質上のメリ y トはもとより、経済的

にも従来のメタルケーフソレ方式と比肩できる段階になってきたもの

と考えられる 。

本例のごときシステムであっても 情 報 量 が 2 - 3 倍となれば、

光伝送が有利とな ってこよう 。 また、電力線用のシャフトの利用な

どにより専用のシャフ卜を不要にすれば、その費用は大きく節減で

きる 。

光伝送方式の総合的評価は現状では、メタリックの伝送に較べ信

頼性、安全性、拡張性、作業性の点等で優れている 。最 も 関 心 の 高

い経済性については、光機器の低廉化が逐年進んでいるが、光ファ

イパの持つ幅広い伝送能力を活かした複合伝送路としての利 用 を 進

め、総合的にコストパフォーマンスの優れた光伝送システムの構築

に努力する必要があろう 。
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図 4 光ファイパ伝送ビル管理システム例
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(1) シ リアル伝 送 光 リン ク( 双 方 向)

16c h並F惚気信号入力

+5V 

G N D  

16c h並列電気信号出力

光送受信モジュー J レ

光送受信モ ジュール

I NT 。 聞 かー

16c h並列電気信号入力

図 5 中 ・短距縦用光ファイパ伝送リンク

表 3 中 ・短距離光ファイパ伝送リンク仕様

y リアル伝送 パ ラレ J レ伝送( 16点 双 方 向 )

l)'i 目

モジュール

モMジFュ-ーX J レ
(  P  盤M F - X 用x )  (  D  F  - X  X  )  ( M  F  - X  x )  

保 存 地 度 ( t ) - 30- 90 - 30- 90 - 20- 60 

使 用 也 ，r ( t )  20- 70 - 20- 70 一10- 50

電 量 臣 官E 圧 ( V ) 5  5  5 V  / ACI∞v  

光 消 費 電 波 ( . A) 35 85 

送 党 札 披 民 〔酬〕 660/850 660/850 1700/ 2∞ 

受般小送 ｦ ｾ 光出力 Ｈ ､ｂμｗ Ｉ 12 12 12 

m 最小受信光入力 (d Bμ W) ー 7 一7 一7

モ 般 大 伝 送 距 雌 ( m) 40/ 1500 40/日∞ 40/ 1500 

ジ 受 光 Jf; r  PI N- P D PI N P D PI N-P D 

ユ 発 光 Jf; (- L E D L E D L E D 

l  デ- 7 転送周期 ( ms) DC- 16K/ I M( bps)  5  30 

ル 伝 送 チ ャ ノネル数 lch双方向 l6ch双 JilIiJ 16ch 双万件l

多 量 万 式 時分削 J lIl 時分割多lR

入力イ ンタ- 7 "， イス T T L  檀11. 判 1・CMOS担当 フ狩トカブラ

仕j :l:lイ ンターフェイス T T L  オープンコレクタ リレー (3 A )

l N T端子イ ンターフェイス C MOS ロジ， '7 C MOS ロジ ック

光

フナイパ種矧 プラスチ y ク プラスチ ァククラ y ド

コ
ファイパ径 ( μm) 750 300 

ネ 外 径( . . ) 2. 2 2.2  

ク

タ 伝 送 l J l 失 (dB/ m) 0. 5- 0. 7(40m対応 } 0.01- 0.05( 1ぬOm対応 )

コ コネク ＷｾＱ 強度強 Ｈ ｫｧ Ｉ 8  自

|  コネクタ結合1)1失 (dB) 2  2  

ド 使 用 品 度 ( t ) 一20- 70 - 20- 70 

30 

+5V 

G N D  

3 . 2 超 高 層 ビ ル で の 光 フ ァ イ パ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

超高層ビルでは、その空間の大きさ、ビル機能の多様さ 、将来の

利用の拡大、高度化、安全性等も考慮し、現在、必要なネットワー

クに要求される機能に、これらの要素を加えた、ある程度、余裕と

冗長性をもったものにしておくことが大切である 。 ここに示す例は、

地上60階、地下 3 階の大規模な超高層ビルに適用したものである。

今回、導入した光ファイパネットワークシステムは、映像情報に

よるビル集 中管理システムと、大型コンビュータの有効活用を図る

ためのコンピュータネットワークシステムの二つの機能を 中心とす

るピル内総合情報ネットワークシステムである。本光ファイパネ ッ

トワークシステムでは、 2 心、 4 心、 12心および24心の石英光ファ

イパ ( A G  F) ケーブル( ファイパ長約63km) が地下 3 階から地上

60階までの全フロアーに張りめぐらされ、初年度で25のローカルス

テーションに接続し、さらに将来のシステム拡張に備え、各フロア

問での幹線網の共用が可能な設計を施しており、ローカルステーシ

ヨンの士台設にも十分対応できるようになっている。規模の大きさは

もちろんのこと、約 260 mに及ぶ光ケーブル垂直布設など、世界で

も例のない新技術が適用されることとなっている。

図 6 . 7 .  8 は各システムの光ファイパの配線網を示したもので

ある 。光ファイパケーブルの配線方法については、各システムの特

徴を生かすために二つの配線網( ピル集中管理映像情報システム、

コンビュータネ ッ トワークシステム) に分けて中' 1 4 成している 。

(  1  ) ビル集中管理映像情報システム

各所に設けられた T V カメラ( 白果、カラー) 複数台の映像信号、

T V カメラ制御信号を、ローカルステーションに集め、ここで光信

号に変換され、メインコントロールセンタまで、 2 心の光ファイパ

(  1 心は映像用、 l 心は制御用) で、一対ーに接続され、センター

では、ビル全体にわたる必要な映像の既視と記録および T V カメラ

の遠隔制御が行えるようになっている ( 図 6 、 8 )。 またサブセンタ

からも、管理ができるよう、メインセンタから光ファイパ 3 心によ

り、映像信号と制御信号が送 ・受信されている。

ローカルステーションには光ファイパ接続箱を備えており、各ロ

ーカルステーションへの配線は、 5 つのローカルステーションを l

グループとし、そのク、ループごとに 12心の光ファイパケーブルを苫IJ

り当て、さらに各ローカルステーションに対して 2 心ずつ順次分配

することとしている 。 また、 l グループ当たり 2 心の予備心用光フ

ァイパを設けている 。上部の 2 グループに対しては 24心光ファイパ

ケープル l 条を使用して、コントロールセンタから一指して配線し

ている 。

(  2  ) コンビュータネ ッ トワークシステム

本システムは、全階を結ぶ 2 心の光ファイパによる・ループ型デー

タハイウェイで、コンビュータのデータ伝送から P C M通信、音声

伝送も可能なローカルエリアネ ッ トワークシステム ( L A  N) とな

っている 。 ( S UMI NE T - 2 1 0 0 )

伝送方式は、時分割l多重、フレーム同期方式で伝送速度 2 Mbps  

( 9600 bps 、 150C H/音声、 3 0 C H) 、 ローカルステーション( L  

S) 最大32個所まで設置可能である 。 また、障害回避のためのルー

プパック、バイパス機能付きとなっている ( 図 7 、 8 )。

ループは 6 ループあり、その配線構成は隔階のフロアに光ファイ

パ接続箱を配置して、この光ファイパ接続箱の問を、 24心光ファイ

パケーブノレ l 条で接続する 。

この24心の光ファイパケーブルは、最上部と最下部で 12心ずつ折

り返し接続して、ループを構成させる 。 l ループ当たりには 24心中

4 心を割り当て、 6 つのルー 7・を構成している( 4 心中 2 心はルー
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プパ y ク機能として使用) 。各ローカルステーションへは、隔階の

光ファイパ接続桁から 4 心光ファイパケーブルを使用して分配する 。

各ローカルステーションは、隔階の光ファイパ接続箱を介して 、幹

線系のループネ ッ トワークへ接続される 。

以上のように、本システムの光ファイパネ ッ トワークは 、十分な

予備回線を有しているが、これらはノ〈 ックア ップ用であるとともに、

各種のビル管理、情報管理等への利用を含む、将来の拡張用として

利用することが計画されている 。

3.3 光 空 間 伝 送 シ ス テ ム

近年、ビル聞を結ふ・コンビュータ通信の必要性が急速に増してき

ている 。従来、このようなコンピュータ通信には公社回線を 利用し

てきたが、 C A D等大量のデータを高速で伝送する必要のあるシス

テムは、従来の電気モデムを使 った通信では伝送速度の面でシステ

ムとして十分な能力を発揮することができなかった。 そこで、高速

データ伝送が可能な光通信システムが注目されるようになってきて

いる 。 ところが市街地においては、ケーブル布設に制約が多〈、光

通信システムの導入が遅れているのが現状である 。

しかしながら、コンビュータ信号を光空間伝送方式で伝送するこ

とによ って市街地におけるケーブル布設の制約を克服した新しい形

の光通信ネントワークシステムが、すでに実現している。本光空間

伝送システムは、側大林組大林ビル別館 ( 東京 ・神田) に設置され

た大型コンビュータと約 600 m離れた安田ヒ、ル内 のC A D端末装置

の聞を光ファイパケーフヂルと光空間伝送とを結合し、大輩、高速の

テータ伝送を行うものである 。図 9 ，図10にシステムのブロ ック図

およびルート図を示す。

光空間伝送で問題となるのは雨や雪並ひ" に霧などによる減衰であ

るが、降雨量については 1 時間に 220 mm 以下、降雪量については 1

時間に 12mm以下であれば、何ら問題はない。霧については、霧の発

生する時間帯が一般的に夜半から朝にかけてが多〈、日中は少ない。

したが って笑|努にシステムが稼動している時間帯 に視程が 300 m以

下になる確率はきわめて低いと考えられる 。

さらに、鳥等の飛来物による瞬断がシステムに及ぼす影響につい
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図10 システム構成図
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ては、実用システムにおいてシステムダウンが全く発生しておらず、

多少の伝送誤りもコンビュ ー タの再送信処理などにより救済され、

実用上はまったく問題なく使用できるということが確認されている。

実用を開始して以来 1 ヵ年を経て、順調に稼動している現在、その

信頼性は十分に笑証されている 。

4. 技 術 的 課 題

光ファイパは今まで述べた通り、数多くの長所を持 っているが、

電気ケーブルと比較するといくつか解決しなければならない技術課

題がある 。

( A ) 光ファイパの接続および分岐

( B) 光ファイパおよび光コネクタの標準化

まず、ビル内への光ファイパネ ッ トワーク導入の大きな阻害要因

として、光ファイパの接続および分岐の問題を挙げることができる

が、現在、きわめて困難というわけではなく程度の問題である 。

光ファイパの接続については、大別してスプライスと呼ばれる永

久接続と、着脱可能なコネクタとがある 。スプライスは石英ファイ

パの場合、アーク放電による融着接続が現在の主流であり、最も信

頼性のある方法である 。 この方法の欠点は、比較的高価な融着接続

機を使用することと、接続部の保護のために比較的大きな接続箱を

使用せざるをえないことである 。接続工法そのものは自動化されて

いるため、想像以上に簡単で‘ あるが、接続機そのものが現時点では

余り普及しておらず、ユーザはケーブルメーカもしくは大手工事会

社へ依頼しないと接続できない不便さがある 。

しかし、現在、これらの技術移転が工事会社等に対し活発に行わ

れており、近い将来、身近な技術になると思われる 。 また、接続箱

については、小型でかつオフィス内の美観をそこねないものが鋭意

開発されつつある 。

一方、着脱可能な光コネクタについては、これまで工場組み立て

が主流であ ったが、現在現場で組み立てられるものがあり、将来は

現場組み立て形光コネクタが主流になるとも考えられる 。ただし、

この方法でも、 l ヵ所を組み立てるのに 10分程度かかり、ある程度

のスキルを必要とするなど、今後解決すべき課題も残されている 。

図11 に、光コネクタの組み立て法を示す。つまり、端末の移動、増

設等の多いヒ、ル内の光ファイパネ ントワークの構築については、ユ

ーザ自らがスプライスもしくは光コネクタの組み立てを行うことが

できることが重要であり、ビル内への適用を考えれば、これらの技

術が必須条{ 牛となるであろう 。

Step3 

ファイパの クリ ーニング

c グ G

当〉

溺富込¥¥〆

図11 光コネクタ組み立て手)1頂( 現場組み立て )
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つぎに光の分岐については、電気ケーフソレの場合には、タ ップオ

フのように比較的容易に分岐することが可能で、あるが、光の場合に

は挿入損失が伝送距離に影響を与えるため、多数の端末を分岐する

ことは困難であるとともに、光分岐器そのものの価格も安くないの

が現状である 。

最後に標準化の問題であるが、主として光ファイバと光コネクタ

が重要である 。現在、公衆通信のマルチモード光ファイパについて

は、コア径50 ミクロン、外径 125 ミクロンに統ーされているが、民

需用については、必ずしも標準化されていない。光コネクタについ

ても、民需用については標準化が進んでおらず、各社各様のものが

使われている 。 しかし、ファイパ、コネクタの標準化の問題につい

ては、光産業技術振興協会等の半公的機関で検討が行われており、

ここ数年のうちには決着がつくものと考えられる 。

5 . 今 後 の 展 望

ビル内に限らず、伝送媒体として光ファイパが採用されるために

は、ハードウェアのより一層のコストダウンが必要であり、また、

端末の移設、増設が答易になるような光の配線工法の開発が必須でし

あると考える 。 また近年オフィスビルのカーペ y ト化の傾向が進み、

これに伴い従来のフロアダクト工法に変わり、アンダーカーペ ッ ト

Ｈ Ｑ ｾ 在 多 用されている

フロ アダクト工法

(2)アンダーカーベン ト配線工法

図12 光アンダーカーペ y ト配線システム概念図

配線システムを採用する機運が高まっている 。図12はアンダーカー

ペ ッ ト配線システムの概念図である 。 このアンダーカーペ ッ ト配線

システムはオフィスの多様化、複雑化に対応し省力化、工期の短縮、

工事費の削減を目指すものであり、電気ケーフソレとともに配線工法、

接続工法等実用化のための最優先の開発テーマである 。

本稿では、現状もしくは近い将来のビル内への光ファイパの適用

という視点から述べてきたが、将来的には電気ケーフ'ルでは不可能

なほど、伝送速度が速く、また、配線のスペース、ファクタという

意味でも、光を採用せざるを得ない状況が予想される 。 この場合、

最大の問題点は先に述べた通り、光ファイパの端末処理に代表され

るフィールド技術であろう 。これは同時に今後の開発の方向を示唆

するものであり、現在の各種の開発の動向から考え、近い将来、こ

れらのフィールド技術が成熟し、ヒ、ル内への光ファイパ導入が不可

欠の ものとして、活発に採用されてくることは、確実と考えられる 。

( さ れ わ ま き お ー ェ … 一 一 佐 )

す み は る み 向上 光 y ステム技術諜技師 l

ゃまだたかあき 向上 光 ンステム技術課課員/
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光ファイバを用いた太陽光の建築照明
森 敬

写真 1 太陽光自動集光伝送装置 ひまわ り@

( ラフォ ーレ ・エ ンジニア リング社提供)

写真 2 ひまわり台上の 7 セット( 筑波 ' 85の政府テー7 館 A にて展示)

I  .  はしカミき

太陽光を建築内照明に用いる方法は、これまで伝統的に関口部、

天窓、ガラス窓等から、 直射光、天空光等を導入する方法があり、

さらに最近では、 壁面や鏡面の反射能力を利用した方法が自動追尾

を含めて提案されている 。

本稿においては、これらに触れることなく、専らレ ンズ系によ っ

て集光され波紛された太陽光エネルギーを、通信等に用いられてい

る石英系の光ファイパのも っている強エネルギー伝送能力を 利用し

た、太陽光の建築内外への導入方法と、その光のも っている際立 っ

た特徴について述べ 、 さらに装置および関連設備が外械にも利用 可

能なことを述べ 、建築関係者の注意を喚起したい 。

2. 太 陽 光 集 光 伝 送 装 置 と そ の

光 の 特 徴 (写真 1 ， 2 )  

プラステ ィγ クの球形カプセル内に納められた、蜂の巣状に結集

された 19 コ六角形のフレネル ・レンズが太陽光の受光部を形成して

おり、この受光部( l .5m') はセ ンサーによ って太陽位置が検出され、

内蔵のマイコンが二軸ジンパルの動力を駆動して、太陽を パルスあ

たり 0 .02度の精度をも って追尾する 。曇りのときは、タイマーに切

り換えられ組追尾を続けるので、太陽が出現すれば数秒以内に光を

取 り入れ可能である 。 日没を察知すると、受光部 は束に反転して線

止 し、夜になると震源を自動的に切る 。朝、空が白むと自動的に電

源が入って 、太陽の日の 出に備える 。

フレネル ・レンズは単レンズであるため 、色収 差がある 。 この色

収差を利用して、光ファイパ内に可視光のみを選定して入れ、この

段階で紫外線、赤外線、熱線を除外する 。 この関係を安定的に実行

し続けるために、先述の追跡、精度が要求される 。

こうして大げさに 言 うと、人類がこれまで手にしたことのない、

紫外線、熱線の全くない、赤外線の少ない自然の太陽可視光を、 コ

ント ロール可能な形で入手したのである 。

光ファイパは可後性が失われない程度に太い方が扱いやすい 。 そ

こで現在では、 500 ミクロ ン( 0 .5 ミリ ) の直径の コアをも った石英フ

ァイパを 37本束ねて、ケーブル化している 。

光ファイパ ・ケーブルは、 15m長、 40 m長、 10 0 m長、 200 m長 が

住聾 と社 会 1984年 1211号 33 



ある 。 10階ぐらいの中規模のビルやマンショ

ンの場合、 4 0 m長で十分であり、一戸建の場

合、 15 m長てよい 。超高層の場合、 200m あ

れば屋上から地下にまで持ち込むことができ

る。 ファイパ自体のエネルギー損失は、 100

mで20% 程度である 。4 0 mならば15% 程度の

損失である 。4 0 m程度のファイパの場合、シ

ステム全体の総合的な効率は 20% 程度である

が、それで 800cm' のレンズ 1 コ当たりの出力

光は、 10 0 Wの白熱球のク ー )!- ・ビーム ・ラ

イト H T分に相当した 光量である 。 ル ックス

計て îWJると、 1 m先 で両者とも 4800ル ックス

であり、投光範囲も 45・の出力角で全〈同じ

である 。光質は、ファイパ出力光の方は 5000

K  ( 色温度 ) で、クール ・ビーム ・ライトは

3800K である 。室 温20' C について、白紙の上

に鼠度計を置いて 30分後に測定したところ、

ファイパ出力光の場合、 20 .6' C でほとんど変

化がないのに対して、クール ・ビーム光の方

は、 26' C に上昇している 。

太陽追跡、型の受光面 1 m'の光取り入れi i 1 は、

南側IJ の窓( l Om'に相当するといわれている 。追

跡受光商 1 m'は、 20% の効率から 2 m'の窓の

受 光i止にしか相当しないが、後述のように、

ファイ パ 出力太陽光には、使用目的によ って

は自然の太陽光以上の効用をも っているので、

これを巧慮すると 20m'の窓に相当する 。

現. { E 、笑験室レベルでは、 10 0 m 長の フ ァ

イパ ・ケー ブルの効率を 60% にまでも ってゆ

くことに成功しているので、さらに有効にな

ろう 。

3. 設イ蒲としての

設 置 方 法 (図1 )  

3 - 1  光ケーブル方式

が1;必の よ うに、 一 つのフレネル ・レンズに

ｬ［ｽＮＺ の 光フ ァ イハ ・ ケーブ ル が対応した ｽｦ ｾ で 、

最終端末まで持ち込む方式が一番基本的、か

つ独立に利用できる方式であるが、こ の場令、

集光装慌の設置場所から定められた末端の場ー

所まで、あらかじめケーブルを通す径 100rnrn

の1 ' ! 通管路を 2 本程度準備し、かつケープル

を敷設しておかねばならない 。屋 上 に 集 光 装

置が置かれるのは最終段階になるので、工事

は地下の内装工事とともに進行して、だ んだ

ん上 ってゆ くの で、工事段取りに事前の調型去

を要する 。

3  - 2  . 光ロッド方式

よ長光装置から屋上のある箇所までと、平IJ用

場所にあらかじめ設置された光コ ンセ ン トか

ら利用末端までに可後性のある光ファイパ ・

ケープルを用いるが、その中聞は固定形の 〆・
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光ケーブル方式 光 口ッ ド方式 光投射方式

図 1 設備として の設位 )j 式

( 昼) 太陽光の室内 ・屋外利用

( 夜)

図 2 エ クス テリア利用 ( 金・夜 )

図 3 1'1由空間l伝送用通信メディアとして の利用



型の光ロ ッ ドを用いて、光分岐装置をはめ込み、光 コンセント部に

は、スウィ ッチ ・調光機構を内蔵させることによって経費節約をは

かり、かつ設備として水道管のような標準化をすすめることになろ

7 。

3  - 3  . 空間投光方式

平行光線としての太陽光線を受光するレンズ系を、そのまま出力

端として用いれば、同様に平行光線が出力としてえられる 。平行光

線の場合、空間を飛ばしても減衰はほとんどないので、屋上で補捉

した太陽光を、吹き抜けや中庭の中、あるいは日当たりの悪い外構

へ投射して用いればケーブル費用を大幅に節約することができる。

3  - 4  . エクステリア利用( 昼夜) ( 図 2 )  

装置の形状からモニュメン卜として用いられるが、同時にそれは、

金聞は太陽光築光装置として本来の役目を果たすが、夜間において

も人工の光を逆に投入することによ って、さらに色フィルタ一等に

よって外様や建物を B G音楽に合わせながら、集光装置からプログ

ラム投光することができる 。集光装置自体のカプセルやレンズが幻

想的に光を放つので、夜間も装飾的なモニュメントとして機能しう

る。

3  - 5  . 自由空間伝送用通信メディアとしての利用 ( 図 3 )  

ビル間双方向通信に用いうるこの装置は、河川や道路をまたいで

存在するビル間の通信手段として利用できる 。 インテリジエントビ

ルに不可欠な設備となろう 。

4  . フ ァ イ バ 出 力 光 の 特 徴 と そ の

建 築 へ の イ ン パ ク 卜

制御可でm害化された太陽光の導入は、建築にどんなインパクト

を及ぽすか。

ここに供給する太陽光は、自然の太陽光と逃 って有害要素を取り

除いてあるため、光合成能力を 5 倍から 10倍に高めうるなど、植物

に対するがJ 来が、 f!H"f ..: 、占I k 樹、占f ! : 菜、花、盆絞等において顕著であ

る。

またクロレラのような i:.iGWに適用することによ って、密閉タンク

内の高速府養が可能になり、生成される円安京を用いて空気および排

水の浄化にも役立てることができる 。水伎の浄化は、これまでの柄

性汚泥との併用によ って、. f ll :来対j よt!:がJUI 待で・きる 。

また人間に対しても、生活リズムの回復や、神経痛のような痛み

緩和に役立つなど、長時間の日光浴を楽しめる 。人間、植物への単

独効巣だけでなく、両者を共存させるとき、呼吸サイクルおよび、

食物サイクルの形成ができるなど、さらに効果があらわれる 。

結果として以下のような効栄をあげることができる 。

①熱負荷なしに太陽光を建築内に導入できる 。

②南側11 でもなく北側11 でもない中聞の無窓区間に、または地下室に快

適な居住空間lが創造できる 。

③建築内または建物に囲われた空間内において、組栽を自由に繁茂

させておくことができる 。

④地下室や、大型ビルの地下i勇水槽を、農地または養殖空間として

有効に活用できる 。

⑤気密な低圧長命ルーム内に、活性厳禁を供給する純物を育てるこ

とカずできる 。

⑥クリーン ・ルーム内の照明に無故障光源として利用できる 。

⑦オフィス ・オートメーションに欠かせない、 C R T端末まわりの

照明に最適である ( 後光灯とのビートなし )。

5 . 端 末 照 明 器 具

ファイパ出力光は、白熱灯のような点光源でもなく、また鐙光灯

のような平面光でなく、 45・出力角の投光をするのが、最も自然な

形式である 。 しかしながら使用目的によ っていかようにも光の形態

を変えることができる 。熱はないとはいえ 、濃縮された光エネルギ

ーは黒い光を吸収する色の物に当たると熱に変換されるので、光の

集中は危険である 。 したがって、光源からある程度の距離を保つ必

要がある 。

5  - 1  . 直接照明方式

ファイパ ・ケー 7' ルの端面をそのまま用いるが、安全のため、簡

単に 小 さなカバーをつける 。

5  - 2  . 凸レンズによる投:光

凸レンズを用いて、その焦点位世に出力端を置くと平行光線が出

る。 この場合、減衰がないので遠距島lt にとばすことができる 。

5  - 3  . 凹レンズによる散光

凹レンズを用いて、その焦点{ 立澄に出力立描を自主くと自然の45' 出

力角より大きい角度で出力が出る 。

5  - 4  . アクリル・ドームとハニカム梅造を出力端にする

こうすることによ って、太陽光集光装置のイメージを建築内に持

ちこめるという利点と強力な出力光を実現できる 。また、装置のも

っている機動力を生かすと、投射方向をマイコン制御できるという

自由度がある 。

5  - 5  高輝度光のイメージを楽しむ光演出が可能

クリアノ ' J レフ' の白熱光のイメージを演出することで、装飾シャン

デリアが笑現できる 。

5  - 6  間接照明方式

白い紙の反射傘に直接光をあてて、その反射光を散乱光として活

用する方式である 。

5  - 7  . 光る壁菌の演出

5  - 8  . 光源の移動による光分配方式

植物の栽培面積の拡大のために必要な方式である 。

6. お わ り に

以上のように検討をしたが、多岐にわたる応用を含んでおり、か

っそのすべてが知られていない現状において、その可能性を長期的

に観察してゆく必要があるが、それは端末器具の開発に伴 って行わ

れる 。居住空間の提供者としては、光ファイパ出力光の供給をして

おけば、あとの利用は利用者で見出してゆくともいえよう 。

( むり けい 慶応義絶大ザ教授 ・ 理工予前 ｾｦｩ ［ 理工 γＺ 千十 Ｉ

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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プラスチック光ファイバを応用した室内照明と事例

は じ め に

プラスチ ック光ファイパは、 L A N  ( ローカルエリアネ y トワー

クシステム ) などの短距離の光通信をはじめ、各種のセンサーヘ ッ

ド、ライトガイドを主体とした照明分野、画像をそのまま伝送する

イメージガイドなど、工業用途に幅広く使われている 。一方、プラ

スチ ック 光ファイパはこれらの工業用途以外に、ファイパが持つ加

工性の良さ、柔軟さ、優れた光透過性などの特徴を活かして、広告、

看板等のサインから室内装飾、照明ディスプレイ、造形ディスプレ

イと、広い用途範囲で利用されている 。 そのサイン ・デ ィスプレイ

分野の中で、室内照明としてのプラスチ ック光ファイパの使われ方

を、原理や作例をもとに紹介する 。

フ。ラスチック光ファイバの構造と特性

プラスチ y ク光ファイパとは、高屈折率透明樹脂を芯材に、低屈

折率透明樹脂をうすく被覆 した同心配置の芯/ 鞘二重構造でできて

おり、スチ レン樹脂系のものとアクリル樹脂系のものがある。 図 -

1 に示すようにアクリル樹脂系のエスカ ( 三菱レイヨン ) の構造は 、

芯材にポリメチルメタクリレートを、革育材に特殊な弗素系樹脂を使

用している 。プ ラスチ ック光ファイパは石英系光ファイバと違い、

図一 1 のように全反射型ファイパといわれるもので、一端から入射

した光は、二成分の界函で全反射をくりかえしつつ伝送されて、 他

端から放射される 。エスカの特性について述べると、まず光学特性

としての光出射角は 図 - 2 のように 60度である。光透過性能はメー

トル当たりおおよそ80% と優れ、 これを光の色 ( 光波長 ) と 対比 し

てみると 図 - 3 のようにな り、可視光線の領域で比較的均一な光透

過性をも って いることがわかる 。 これは照明テ ィスプ レイにおいて

どんな色の光でも透光させることができ、大きな特長とな ってい る。

つぎに物理的特性として 、耐熱性は80' C が使用温度の上限である 。

アクリル樹脂のため耐候性に優れ、強度的にも 700- 1300kg/ cm' と強

〈、 何 とい っても柔軟性がよいため 、ある程度自由な形に 曲げても

光透過性は変わらない。 このこ とから自 由なデザインの照明ディス

プレイが可能である 。耐薬品性に対しては、一般に有機溶剤に弱い。

また、プラスチ ックのため可燃性である こ とを留意しなければなら

ない。
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エスカを用いた発光ディスプレイの基本的な構成は、 図 - 4 に示

すようにな っている。主要部品はカラフルな光を効率良〈発光する

光源部分、その光をパネルまたはディスプレイ部のきめられたとこ

ろへ導〈光ファイパ( エスカ) 、および表示パネルまたはテーィスプレ

イ部である 。光源部分はランプとカラーフィルターおよびその駆動

系で構成されている 。 カラーフィルターとしては、図では最も単純

なカラー円板を示しているが、そのほかにドラム型カラーフィルタ

ーやスライド投首長方式などを利用することができる 。照明ディスプ

レイに使用される光源部分のランプは、反射鋭付きハロゲンランプ

が主流で、 6 V 1 0 W、12V50Wクラスが使いやすく、寿命は 2000時

間と長〈、高輝度でとくに赤 、賞などの| 暖色系統の演色性に優れる 。

さらにハロゲンランプは小型軽量で装置が小さく低容量のため、

消費電力が少なく、点滅操作、調光操作が可能で、通常の照明ラン

プと同じ扱いができる 。12V50Wハロゲンランプ l 灯で 1.0mm世 の

エスカ約2000- 2500本に光を供給することができる 。

ハロゲンランプ以外のランプとして、大型になるが、メタルハラ

イドランプが利用できる 。 このランプは青や紫の寒色系の演色性に

優れ、ランプ寿命が8000時間と長いのにメリ y トがあるが、水銀灯

系のため、点滅操作、調光操作が不可能である 。 プラスチ γ ク光フ

ァイパ ( エスカ ) は0. 1- 3. 0mmct まで各種の太さがあり、室内照明の

種類、大きさ、デザイ ンによ って適当に選択できる 。 ファイパの発

光方法としては、先端からの点発光が基本であるが、指向性を弱め

るため熱賦型による散乱加工や、ファイパの先端を斜めカ ッ トした

り、サンドペーパー等で鞘材にキズをつけ側面から露光させる方法

もある 。ファイパをサイド・パイ ・サイドに並べて作った光学シー

トに側面露光を応用して、薗発光させるなど、デザインに調和させ

た数々の釜内照明の製作が考えられる 。

室 内 照 明 の 応 用 作 例

- 点光 j原を応用した星空照明

プラスチ ック光ファイパを使用した最もポピュラーな室内照明は

星空照明であろう 。写真一 1 のように宴会場やレストラン、ホテル、

ナイトクラブ等の天井照明に採用されている 。従来使用されている

麦球やエレメント球などのランプ球に比べ、光ファイパの場合、点

光源の球切れの心配がなく、ファイパ集束仰lのランフ・交換のみで保

守が容易である 。 さらにカラーフィルターの動きで、点滅発光や発

光点の色が簡単に変えられる 。

星空照明はエスカの場合、 0. 75、1. 0、1. 5mm再の太さのファイパ

が使用され、 1 m' 当たり 200 本前後のファイパを用いる 。アルミ板、

鉄板、合板等の天井材に穴をあけ、ファイパを差し込んで接着した

だけで与tm単に点光源、照明ができる 。光源は、天井面積10m'前後に l

台 ( 12V50Wハロゲンラ ンプ) でよく、非常に省エネである 。 さら

に光源を発光面から離し、保守の容易なところにまとめることがで

きる 。

. シャンデリア型立体造形照明

大型のシャ ンデリアのテコレーション部分まで光ファイパで製作

することができ、デザイン次第で豪華な室内照明が可能である 。写

真一 2 の半球状の照明は 1 ユニ ッ ト当たりエスカ 1.5mm併を約1，300

本使用した造形照明て¥直径が 600mm併 である。 l ユニ ッ トに 12 V

50Wハロゲン光源が 1 台内蔵されている 。 このユニ ッ トを組み合わ

せて天井にデザイン的に配することで、華腐なシャンデリアが完成

図- 4 エスカサインの構成
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写真一 3

写真一 4

写真一 5
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する 。光の色変化はカラーフィルターの動きを遅くすると落ちつい

た上品な照明となり、また早くするとハデな照明としての演出もで

きる 。

写真一 3 はディスコの天井に設置された照明装置で、間口 3. 5 m 

× 奥行き 2. 4mX 厚さ 0.3 mと大型の照明である 。使用されたエスカ.

は0. 5mm掛と細いファイパ130本からなる穂先状のユニ ッ トが約2，000

房集ま ったものである 。発光点としては約 250，000 点がそれぞれ色

変わりや点滅するシステムで、さらに、中央部の 4 枚の台形状のプ

レートが色変わりしながら上下動する仕掛けになっている 。光源に

は10V35Wハロゲンランプ 8 灯式ドラム光源が 4 基使用されている 。

ランプの総ワ ッ ト数は、 1，120 Wとなり、採光照明としても十分の

明るきである 。

・ムービング型特殊照明

プラスチ ック光ファイパの特性である柔軟さ、強靭さを利用した

室内! 照明に、発光点そのものが動くムーピング照明がある 。写真

4 、 5 の作例のように、大型の羽根扇を天井に吊るし、羽根扇自体

が上下にスウイングしながら華麗な光の色変わりを観せる照明装置

である 。写真一 4 はディスコの照明ディスプレイである 。 l 基の羽

綴扇は 2. 4m幅 X 2 .4 m長さのサイズで、天井に 4 基設置されている 。

エスカは、 0. 5，0.75、1. 0、1. 5mm併のファイパが 1 基当たり合計で

約24 ，000本使用されている 。羽根の紋様は光学シートを使った面発

光である 。光源には 10V35Wハロゲンランプ 8 灯式ドラム光源、を l

基当たり l 台使用している 。羽根扇のスウイングはモーター駆動で

4 基の羽根扇を同調させながら動かしている 。

写真一 5 はホテルのダンスフロアーに設置された羽根扇で、写真

一 4 よりさらに大型で、 3. 2m幅 X 3. 2m長さのサイズである 。エス

カは、 0. 5，0.75、1. 0mmoの太さのファイパを l 基当たり約32，000

本使用し、 3 基で動きを演出している 。光源には、 l 基の羽根に 10

V 3 5 Wハロゲンランプ10灯式ドラム光源を l 台使用している 。写真

- 6 はホテルのショーステージのある部屋の室内照明で、星空天井、

5 個のシャンデリア型照明、孔雀の立体造形照明と、すべてプラス

チ ック光ファイパエスカで製作されたもので、光の色変わりのコン

トロール、光の強弱、点滅などがコンビューターコントロールされ、

宴会場の雰囲気にふさわしい光の演出がなされている 。

お わ り に

光ファイパ自身は光を運ぶ素材そのものでしかない。 しかし、光

源のカラーフィルターの組み合わせて¥光の色変化による多彩なデ

ィスプレイ効果が発揮できることに大きな特長がある 。 さらに使用

ランプが少なく、省エネ型で、発光面と光源部を離して設置するこ

とができ、メンテナンスが容易であるというメリ ッ トも備えている 。

これらの特長と、素材のもつ加工性、デザイン性の良さを活かすこ

とで、今後、いろいろな室内照明が考えられる 。さらにプラスチ ッ

ク光ファイパは、光そのものは伝送するが熱は伝送しないので、冷

照明として有利であり、ショーステー ジや舞台のスポ ッ トライトに

望ましい。一方、水中の照明にも有利で、浴室等、防水に苦労する

照明装置への応用などが期待される 。

( しもしんばら よしひろ 三菱レイヨ ン株式会社光学繊維部sIJ 主任部只 )
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光 伝 送 シ ス テ ム の 問 題 点 と 課 題
寺 岡 一 仁

I  . は じ め に

光ファイパを用いた情報伝送システムは、 1980年代に入り、 1 N  

S 計画をはじめ長距離 ・大容量伝送を必要とする大規模ネ ッ トワー

クや、ビルや工場などいわゆる構内設備に積極的に取り入れられつ

つある。また最近では、オフィス内やビル間のごく短距維の伝送に

は空間伝搬方式のものも開発され、光伝送システムはバラエティー

に富んできた 。

このように光伝送システムは応用技術の段階に入り、いかにうま

く導入 ・利用するかに話題が移ってきている 。本稿ではとくに光フ

ァイパ伝送システムの今後の問題点と導入のための課題について述

べる 。

2  . ビ ル ・ 工 場 内 へ の 導 入 意 図

光ファイパ伝送システムをヒ、ルや工場に導入する意図として考え

られる項目は、

1  ) 高速伝送が可能である ( 大量情報伝送) 。

2  ) 高品質な情報の確保( ビ ッ ト誤り率の低減) 。

3  ) 信頼性の高い情報が得られる( 電磁的無誘導 )。

表 - 1 0  A 機器の生産状況と生産予想

ごミ±
55 年 度 56 年 度 57 年 度

一伸び率 イ申ぴ率

オフィス 32 ，831 50，073 52 .5  68，000 

コンビュータ 229 ，590 306，654 33. 6 400 ，000 

110 ，610  282，759 155 .6  

バーソナ l レ・

コンビュータ 33 ，697 107，019 217. 6 

2 ，500 11 ，000 340. 0 35 ，000 

ワードプロセ y サ

100，375 129，658 29. 2 228，482 

ファクシミリ

81，018  107 ，328 32 .5  142，992 

イ申び率

35. 8 

30. 4 

218 .2  

76. 2 

33. 2 

が考えられる 。 このほかに軽量、細径なことから、スペースファク

タの低減効果を得られることなどが挙げられる。これらの項 目は光

ファイパの特徴でもあり、要するに今までの( 電気信号の) 伝送シス

テムよりもより高機能化、高品質化をめざすものである。

近年、情報化社会への移行とか、 21世紀の情報システムのビジョ

ンなどが提唱されているが、その背長としてマイク ロエレクトロニ

クスの加速度的発展と 、そ の応用技術の多種多様な発達の予測、 目

論がある 。 たとえば、現在の oA  (Office Automati on) システムが

今後どのような過程で発達、高機能化していき、そして十年後の オ

フィスはどのようなものになっているのかについて種々の予測がな

されているが、その一つにオフィス内の情報ネ ッ トワークにどの程

度の伝送容量を目論むかとし寸問題がある。 表一 1は、 OA システ

ムのシステム構成要素の主たるものの今後の推移予測であるが、こ

のような既存のもののほかに、音声入力装置とか画像処理装置など

近い将来 OA システムに応用、普及すると思われるものもあり、そ

れらの汎用化によ って OA システムがより復雑、大規模化していく

だろう 。 もちろんシステム更新が! 順次なされていくと 思うが、少な

くとも伝送幹線系を光ファイパで構築しておけば、伝送系ハードウ

ェアの更新はきわめて小さくて済むだろうというのが導入意図の本

音であろう 。

もちろん、光ファイパの広帯域性から複雑 ・大規模化に対応でき

るのみならず、情報処理機能ア ップによる高速伝送にも十分耐え得

るとのな図もある。

F  A  (Factory Automati on) システムにおいても、事情は OA シ

ステムと同様で、とくに工場内では電磁ノ イズの発生源が多〈、光

上 段 は 台 数. 下 段 は 金 額 ( 単 位 100万問 )

60 年 度 65 年 度

イ申ぴ率 イ申ぴ率

125，000 19 .0  230 ，000 13 .0  

/ 年 / 年

750，000 21. 0 1，660 ，000 17 . 2  

/ 年 / 年

400，000 41. 4 800 ，000 14 .9  

/ 年 / 年

257 ，900 
24/ 年4  

600 ，000 
18/ 年.4 

驚 オフィス ・コンビュー夕、，マ

ー ソナルコノピュ - 1は'83

J  E C  C コンビュータノート

より作成. パーソナル ーコ ン

ビュータ町干怨f直はコンビュ

ータ白容ょに

減 ワードプロセ y サは" . 務機械

工業会ょに

※  ファクンミリは、通産省調査

より . 予想植はコンビュータ

白書ょっ.

組築と社会/ 1984年 12月号 39 



ファイパ伝送システムを導入することによって信号の高品質化が図

られる。現状の導入実績をみても、ピル内よりも工場内への導入事

例が圧倒的に多いが、これは信号伝送の高品質化、高機能化が直接

生産性の向上、生産管理の合理化に大きな効果をもたらすからであ

る。すなわち、生産設備投資の一環として、光ファイパ伝送システ

ム導入が図られる。

3. 導 入 の ポ イ ン ト

以上のような導入意図が、実 システムとしてどの ように構築され

ねばならないのだろうか。基本的な考え方は、構内 L A  N  ( Local  

Ar ea Net work) という一言で終わるが、建築物にはそれぞれの役割

・使命があり、それに合ったシステムが要求されるので、ー慨には

画一的に計画できない。ここでは機内 L A Nに共通した計画のポイ

ン 卜を述べる 。

3 - 1  ディジタル化

信号のディジタル化は、現在のコンビュータがディジタルコンビ

ュータ( 、、 O砂と前 1 Ｂの二つの信号ですべての情報を表現し、演ｾＺ .  

制御などもこの二つの信号で行うコンピュータ) であり、その普及

によって急速に進みつつある 。設近ではピル ・工場構内の監視制御

からデータ処理までコンビュータ処理が広〈取り入れられている。

また 1 N  S 計阿の推進で、公衆回線のディジタル化に伴い、公衆回

線と構内回線の接続はディジタル P B X  ( ディジタル電子交換機)

を用いるケースが増えている 。

信号のテ" イジタル化は異種の信号( たとえば音声信号と数値デー

タ) を一つの回線で通信できることが大きな長所となる 。構内 L A

ではディジタル化による信号多重化技術が大きなポイントになり、

多重化のため一つの伝送路を多くのディジタル信号伝送に共用する

ことができる 。このため、機内の計 iJIIJ. 制御や通信の配線が少なく

て済み、ネ ッ トワークの高機能化が実現できる。情報化革命の担い

手として、ディジタル化は切り札の一つであるから、通信の基本で

信号 信号

回

表- 2 一般的な伝送特性
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(1) 傑線路 (l 直径1. 6mm)

周波数1 . 5 ( KHzl で、 i減衰0. 24( dB/ kml 程 度

(2) 対平衡線路( 直径0. 6mm)

周波数1. 0 ( KHzl て¥減笈1.0 ( dB/ kml 程 度

周波数3. 0 ( MHz l で、減点35 (dB/ kml ね l文

(3) 同軸線路 ( 5C- 2V)

周波数 1 ( MHz l て¥減衰 8 ( dB/ kml 程度

周波数100 ( MHz l で、減衰80 ( dB/ kml 程 度

(4) 準波管線路( 内径5l mm)

周波数10 ( GHzl で、減衰15 ( dB/ kml 程度

周波数50 ( GHz l で、減笈 I ( dB/ kml 程度

(5) 光ファイパ ( 50/ 125' GI 型)

短波長帯で、伝送奴失 3. 0 ( dB/ kml 経度

長波長帯て¥伝送損失 0. 7 ( dB/ km) 程度

伝送帯域はいずれも - 1000 ( ル1Hz .  km) 程度

↑青幸良

ある情報発生→発信→伝送→受信→情報処理をすべてテe ィジタル化

する方向に進むだろう( 図一 1 )。

3  - 2  . 高速性

テ' イジタル化に伴う情報処理は、高速処理が大きな特長となる。

したがって伝送系もそれに見合った高速伝送系が必要となってくる。

銅やアルミニウムで作られた屯気信号網は宿命的に信号の減衰が生

じ、しかも周波数が高ければ高いほど減衰が大きくなる( 表 - 2  )。

すなわち、周波数制限を受け、高速伝送になればなるほど中継増幅

の距離が小さくなってくる。光ファイパはその性質上、広帯域に作

られている( 高周波でも減変が非常に小さい) ので、高速のネット

ワークを構築するのに適している。また、使用される発光素子一発

光ダイオード ( L E  0 ) 、レーザーダイオード( L  0 ) ーや受光素子

ーフォトダイ オード ( P 0 ) 、アパランシェフォトダイオー ド ( A P  

0 ) の一光←→電変換の応答性も良いので、光ファイパ伝送システ

ムでは、 32 Mbps とか 100 Mbps といっ高速のネ ッ トワークでも十

分笑用できる。

3  - 3  . 伝送系の信頼性

伝送系の信頼性を劣化させる要因はいくつか考えられるが、最も

大きな要因は電磁ノイズによる外乱であろう。電気は誘導( 自己誘

導、相互誘導) を起こすという性質を持っており、この性質を利用

したものにインダクションモータや変圧器があるが、信号にとって

は基本的にそれ自体独立( 他から影響を受けない) していることが

より信頼性を高めることになる 。そのため、伝送系を屯磁ノイズか

ら守る各種の対策が必要となる 。たとえは‘ 強電( 低圧、高圧の屯線

路 Ｉとの 離隔 ｾｧ 維を十分に取ることや、電磁遮蔽 Ｈ鉄ダクト、屯線

管、銅テープなど) を施すこと、あるいは信号線をツイストペアに

して用いるなどの対策が考えられる 。

しかし、誘導の問題は屯気信号であれば、本質的にさけることが

できない。一方、光はわれわれが通常利用する電磁気の影響は受け

ない。そこで光ファイパ伝送システムはその対策を考慮する必要が

なく、本質的に高信頼性を確保できる伝送系として用いることがで

きる 。

4  光 フ ァ イ バ 伝 送 シ ス テ ム の

問 題 点

前項では光ファイパ伝送システムの長所を導入時に生かすポイン

トを述べたが、それでは導入時に何ら問題な〈計画・設計 ・施 工 ・

保守が行えるのかというと、そうではない。以下にいくつかの間題

点を挙げてみよう。

問題点となるところは、

1  ) 法規上の問題

2  ) 規格の問題

3  ) コストの問題

4  ) 保守の問題

などが挙げられる 。

まず法規上の問題であるが、 4岸本的には光ファイパを規程して利

用制限を加えている法はないが、たとえば消防庁告示第 7 号で定め

られている 、いわゆる耐熱ｾｬｌ，ｦ［Ｉｪｬ の性能および材質の基準はあくまで

銅およびアルミ線を示しており、したがって消防法施行規則にある

耐熱電線( 第 12条第 4 号ニ ( ロ) に示される電線) を光ファイパで

施工することはできない。 また屯気設備技術基準その他の法規をみ

ても、とくに光ファイパを祭止しているものはないが、たとえば電



源線と光ファイパとの複合ケーブルを使用する場合、電気設備技術

基準の関連各条項に抵触しないように設備をしなければならない。

つぎに規絡の問題であるが、現状は光ファイパはもとより光ファ

イパケーブルや受発光素子から光回路部品( 光分岐器、方向性結合

器、分 j皮合波器、光スイ ッチ、光コネクタなど) に至るまで、 J 1  

S をはじめ各種の規格にも定められていない。 したがって資材選定

は各メーカーの資料を一つ一つチェ ックしながら、適切なものを選

ぶ必要がある 。 これはノ、ードウェアの設計上大変な困難となり、結

局一社メーカーですべてまかなうということで安易に済ませる場合

が多いが、ハードウェアの最適設計の側から与えると、ア ッセンブ

リができない点大きな不平IJ となる 。 またシステム変更や改造の場合

にも大きな問題点となり得る 。

三番目にコストの問題がある 。元来、光ファイパを用いてネ ッ ト

ワークを構築する背景には高級化志向があり、コストダウンが目標

ではない。あくまでも高機能 ・高信頼性の追求にあるが、システム

のトータル評価としてコストファクタもまた大きな要因であること

は見逃せない。 そこでいかにコストを小さくおさえるかが設計上重

要となる 。構内設備て"は伝送路長がせいぜい数kmて酔あるので、光フ

ァイパ伝送システムのハードウェアコストに光ファイパのコストが

占める割合は工 !J:¥- も含めてせいぜい20% までである ( 極端に単純な

システムは別にする )。 しかも伝送 j形態や機能が同級化すればするほ

ど、その訓令はさらに低下するであろう 。

要するに巷聞でいわれているように光ファイパ自体のコストウェ

イトが大きいのではなく、げj 報の送り万、処理の仕方にコストがか

さむ。この問題を解決する有効な手段として、光ファイパの有する

長所を引き出す設計、すなわち信号の多亙化であり、異種信号の伝

送路共用である 。 また電磁ノイズを問題としないから、施工上たと

えば伝送路を強電回路と共用するなどして、工' p - 貸の低減を図るこ

とも重要となろう 。

問題点の最後に、保守の問題を巧えてみよう 。電気回路における

伝送路( 電線、ケープル) を接続する場合の原、理は、接触接続、す

なわち触れることにより接続される 。光ファイパは端而接続である 。

つまり、光信号は光ファイパ内のコアにとじ込められて伝搬するの

で、接続はコアとコアが正しく突き合わされていないと、接続とは

ならない。伝送路構築の際は融局接続法を用い、永久接続を施すが

システム運用に入って後、事故により断線した場合、即時に接続復

旧は困維となる 。

この問題に対して応急修理には、 V 滞接続法が有力な解決法とな

ろう 。 V 構接続法とは、 V 鴻7 ・ロ ック ( 図一 2 ) 上に光ファイパを

突き合わせ、アクリルカバーで押さえて悶定するものである 。 もち

ろんこれは応急処置であるから、このあと水久後続を行わなければ

ならない。

図 - 2  V  桃スフライスの情iiE

保守の面でシステム劣化の把慢も重要である。これは光ファイパ

伝送システムが世に出て数年しか経過していないからであり、受発

光素子をはじめ光回路部品も含めて特性劣化の観察が必要な大規模

システムの場合は、定期的に伝送損失や出力波形の illlJ 定を行うこと

になる 。

5. 今 後 の 課 題

以上のような問題点を順次解決しながらシステム械築を行うので

あるが、大局的にみて今後解決されねばならない課題を提起したい。

5 ー 1 法規上での明確化

最近話題にな っているソフトウェア保護や有線通信関連法案につ

いては、直媛光ファイパにかかわることではないので割愛するとし

て、最も関心、のある法規上の課題は建築基準法、Ｇｾ気 ｉ ｊＺ｜Ｍ 業法、公衆

電気通信法などと、それに関連する法、施行規則あるいは技術基準

や告示であろう 。

光ファイパを用いたシステムを放置するのではなく、法規上明確

に規程されねばならない。 とくに向家用設備に対する光ファイパ導

入には、その応用範囲を t広げる意味でも屯気・通信設備との閲述な

ど実際的な法の整備が必要であろう 。

元来、光ファイパは安全性の高いものであるし、また機械的強度

が弱い点は、ケーブルなどの製作の問題であ って、本質的な問題と

はならないだろう 。 したが って、法成上規制される問題は少ないと

思われる 。 しかし応用範囲の広いものだけに法規上の明確化が望ま

れる 。

5  - 2  規格化、標準化

法規上の明確化と相ま って規俗化、標準化も大きな謀組となる 。

技術分野の進歩の一つに裾野を広げるということが大きな謀題とな

る。 これにはア ッセンブリ技術が大切な役割l を果たす。 より良いシ

ステム構成要素を最適な状態でシステム化することにより、ニーズ

が満足される 。 この意味でも一日も平い規格化、 t票tl 主化が望まれる

ところで‘ ある 。

5  - 3  . 多重化の限界

テ' イジタル化技術の普及に伴い、信号の多重化は大きなメリ ント

をもたらすことは前述したが、それでは、無条件に多重化、回線の

共用化が許されるかというと、問題がある 。実際の設備では事故時

や定期修理の際、全システムをダウンさせることは許されない。 し

だがって、いくつかの回線を機能別、用途別に持たざるを得ない。

このための指針、標準を l明石確にすることが安全面 (機能リスクも含

む) での大きな課題となろう 。

6 . ま と め

以上、とくに光ファイパ伝送システムを構内設備に導入する際の

問題点と今後の課題について愉. 単に述べたが、若い妓術だけに楽観

は許されない。実システムへの多様な導入と地道な調査 ・追跡を行

って問題点を発J原し、新たな課題を設定する努力が必要であろう 。

( てらおかかずよし

近畿電気工事株式会社営業本部 y ステム ーエンジニアリ ング部情報伝送諜副長 )
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復O目。f f ?I A

「インテ 1) ジエンスピJレ」とは、光ファイバケーブルにより、多量の情

報を確実に効率よく処理する「高度に知能化されだピル」のことです。
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• 
- ピル集申管理システム( 電力設備、給

排水設備、空調設備、防災設備)

- 自由度の高いコンビュータレイ戸ウト

を可能にするI BM用光伝送システム

- 安全かつ信頼性の高いピル内環境を

作るI TV監視システム

. OA機器配置に柔軟に対応できる光

戸ンダーカーペット配線システム

令 倍 程 電 工

東 京 光 シ ス テ ム 挺 進 室 東 京 都 港 区 元 赤 垣 1- 3- 12 干107

宮 〈閃) 478-3111

大 阪 光 シ ス テ ム 推 進 室 太 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 干541

ft ( 06) 22D- 4330 

申自B支 社 電 織 曾 集 部 名 古 屋 市 東 区 東 般 1- 1- 6 干481

宮 (052) お3- 27竹

九 州 支 后 福 岡 市 憎 多 区 糟 多 駅 前4-2-1 干812

宮 〈ω2) 441- 1791
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工 業 化 住 宅 コンクリート の あ リ 方
ターミナル

• .  .  • Ｎ ｾ軽住休の 結 露 防 止

建 築 基 礎 精

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地盤備

工場建築と 鉄 骨布陣造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青年技術者

ソ フ ト 断 熱 材 料

兵庫県ーそ
- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ

日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

の 風 土 と 建

会 ω 周年 ｉｾ 念号 トの品質管
日影規制と

身障者総設 照 明 設 備

る梅遣問題一

公 団 と から計画的 る省エネル
- ニュータ 理 と 行 政 指 法 大阪南港と芦

築 ・建 築 界 ウ ンの管 理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ 開 発 へ ギ ー 化

医療院施建設一 組合方式に C  A  D - .  

水

病 築 外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

と 情 報
塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

シ ス テ ム 住 宅 計 画 ンピュータ

ホテル建築

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

農 村 施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青年技術者

.  
- 構27回青年伎術

- 今後の省エ -最近の盟行撞聾
住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 者

ネルギーの趨勢 - 安井建築E主計
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづくリ 吹付仕上材

- 転慨にたつマン

- 建築金物 事務所作品集
ンヨン 畢合住宅

台戸斤まわり 災害と 法一 都市住宅一 -瞳聾物t 凪ーデ
住宅' 都市霊園企

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シー リング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における 間仕切壁の 第 28 回

一 北 京 の '81 材 の 知 識 都市聾備を中心と
性 能 評 価 背年技術者

都 市 計 画 と 訟 備 をめざして からの発想 - 日』皇陵針作品集
した新企聞の役割

医療施設ー 都 市 景 観 ー - 絵本にみるすま - 第 29回 背

省エネ ル ギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いと まちづ〈リ 年 技 術 者

ーと関口部 地 銀 と 地 質 ( 第 l 期 ) 建 築 精 進 作 品 集
- オー・エム・ホ . t也方の庁

設 備 計 画 鋭への誘い
テル日量ビル 舎 建 築

マイコンの

多機化する 建 築 と

計画1にお・ける
大 阪 駅 と

維持管理と

東海の将来 オフィス ・ プレストレ λ 卜 - 草刈E膏年制I

建 築 へ の

コミュニケー
者

運 動 施 設 品 質 管 理
ションとプレ

ターミナル

設 備 更 新

と 文 化 を インテリア - 鉄筋コン 7')

- 大阪城国際文化

利 用 ゼ μ テーンヨノ
ピ 11， 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 スポー Yホール

ビルのリ 7 レッ
建 設 産 業 ま ち の 消 防 設 備 み ど り と 高齢化社会

- 事31岡青年伎術

関 西 の 超 シュー内外装

とロポ ッ ト

住 環 境 と

活 性 化 と それをとり 床 の 構 工 法

E  

高 層 ビ ル
補修技術の

法 制 度 - ディテール町思

現状と発展ー 開発 商 業 空 間 のポイント ま く 人 々 と生活空間i 世、

日 本 建 築 協 会 企 画 建築技術選書園

建 の断熱と防湿

名古屋工業大学教授 宮 野 秋 彦 著

建物の省エネと保全のための手引き

〈第 1編 断勲編) 1建物の断熱 エネ Jレギー消費 と断熱 省エネルギー

化の手法・ ・・ ・ 2 建築材料の熱特性 f云熱特性低 f云熱特性{ 直の測定と表示

方 法 建 築 材 料 の 断 熱 性 能 3 建築用断熱材料 断 熱 材 料 の 種 類 繊 維 断 熱

材 気 泡 断 熱 材 その他の断熱材 4 空 気 層 ・ 通 気 膚 の 伝 熱 特 性 榊造体内

の中空層 空気層のf云熱特性 通気層のf云熱持性 Ｕｾ 揖造体の断熱特性 m 

造体の熱1主流特性 ! 悶円昔日の熱貫流特性 しゃへい係数について 6 断熱の

考え方 快適な室内環境とは 断 熱 工 法 断 熱 の 要 点 と 評 価

〈第 2 編 防 湿 編) 1建物と湿気 湿 気 に よ る 被 害 と そ の 原 因 結Z曹はな

ぜ起きるか いつどこに起きるか 2 建築材料の湿気特性 材料の吸放浪特

性と捌混作用 透温特性の測定と表示方法 3 建 緩 周 防 湿 材 料 防 湿 材 料の

傾類 シート 状 材 料 塗 装 材 料 シー ル 材 料 吹 付 け 材 料 4 湿度境界層・

中空層の透湿特性 湿度境界層の温度分布と透＿ｾ特性 空気層内の湿度分布

と透is特性 5 すき間・開口部の透湿特性 すきまの透t昼 間口部の透湿

6 結 録 防 止 の 考 え 方 結Z曹を防ぐには ー 他失敗例等

A 5 ・17百頁・定価 14∞円

- 印は欠号

12 

.  

集 合 住 宅 の

設 備

.  

設備か らみ

た 建 築 の

問 題 点

第 24 回

青 年 技 術 者

ビ ル 環 境

建 設 業 の

労 務 事 情

設 計 の た め

の 新 耐 震

設 計 法

障 害 者 の 幕

らしやす い l

環 境 と 設 備

風土・空気

と 人 間

集 合 住 宅

と 音

光 応 用 シ

ステムと建

築

( 目録進呈) 6 学 芸 出 版 社 京 都 市 開 木 津 屋 摘 通 商 慨 東 入 n 075-343-0811
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ずはないだろう 。 口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

昭和59年度・第 3回若い会員の集い

都市住宅を考える (9)

建築不自由の現在

… 五十嵐敬喜氏にきく

レ ポ ー ト

こ の シ リ ー ズ 、 ほ と ん ど が 建 築 家 、 郎 市 計

図家のプゴ均を中心にお招きしてきましたが、

今 回 初 め て 五 卜 胤 敬 喜 氏 を お 招 き で き 、 弁 議

士 と し て の 側 面 よ り 興 味 深 く お 話 を お 聞 き す

ることができました 。 と も す れ ば 日 常 の 業 務

の中でのみ、主I ! 築関係の法文を追い続けるわ

れわれですが、r . r s 市 ・市 民 ・政 策 と 建 築 に か

ら む 法 の 動 向 に つ い て 、 国 外 の 19世紀より、

そ し て 囲 内 に お け る 昭 和2 0年 代 か ら 現 在 ま で

の 状 況 を 興 味 深 く お 話 し 下 さ い ま し た 。

建 築 す る こ と が ひ と つ の 社 会 的 な 行 為 で あ

る こ と 、 こ の あ た り ま え の こ と を 、 改 め て 身

え る 機 会 が 得 ら れ た よ う に 思 い ま す。 そして

弁 護 士 と し て の お 立 場 よ り 一 貫 し て 辿 築 家 の

職 能 論 を 説 か れ 、 建 築 す る こ と ( 1体 が ま ぎ れ

もないひとつの ｾｦｦ 占有 ｅ となりますよう、日々を

大 切 に し た い と 思 わ ず に は お れ ま せ ん。 fJ: ill

な ひ と と き と な り ま し た 。 ( 委以 / T. S生)

現代法体系の意義を説く

寺尾 章

五 十 嵐 氏 は 、 全 国 一 体 規 制 の 近 代 都 市 法 に

対 し 、 環 境 権 等 を 基 本 に 地 域 独 自 で 計 画 と 誘

導 を 図 り 、 住 民 参 加 で 文 化 や 環 境 の 保 全 を 志

向 す る 現 代 都 市 法 体 系 の 意 義 を 説 か れ た。

さ ら に 、 最 近 の ア ー バ ン ル ネ ッ サ ン ス 榊 想

に示された容積率や| 摘発許可基準の続制緩和、

再開発要件の緩和] お よ び 自 治 体 指 導 要 綱 の 行

き過ぎ是正という方向についても言及され、

兵 体 的 に は 、 今 後 、 市i 容 積 率 化 、 土 地 の 細 分

化、ワ ンルームマンション イヒなどの現畿が予

怨 さ れ る が 、 こ の よ う な 万 向 で21世 紀 の ま ち

は 本 当 に 良 く な る の か と 問 い か け ら れ た 。

今後、半世紀のr :nに は 、 現 存 す る 建 物 の ほ

とんどは廷で伴えられるであろう 。 この建て

杯 え の エ ネ ル ギ ー を い か に し て 計 画 的 に 誘 導

し、快適な都市環境の軍基備に寄与する建物を

つ く っ て い く の か 、 線 本 的 な 問 題 と し て 認 識

していきたいと! 忍う 。 ( 大阪市都市護側局)

「不自由」の壁

藤 沢 繁 男

「建築不 1I 由」ー一一これは 、 わ れ わ れ 設 計 者

にと っ て、ｾ［［ｾＮにぶつかる箆であるが、氏の排

泌を: t li 聴 し て 、 な ぜ 壁 が で き る の か が 、 お ぼ

ろげながら E盟解できたように思う 。

建 築 基 準 法 に 胤 定 さ れ て い る 紋 低 必 要 条 件

は、きわめて設，i j - . ( - j にと って 当 然 の こ と で あ

り 、 設 計 省 の 良 心 に 従 え ば 、 お の ず と 建 築 基

準 法 に は 卜 分 過 ぎ る ほ ど 適 合 し て い る も の に

な る と 忠 わ れ る が 、 わ れ わ れ が 「 不 白 由 」 の

壁 に ぶ つ か る の は 、 建 築 Iミの多大な要求を l媛

大阪市内における口! ! 官権紛争第一 月の分泌 昧 模 糊 と し た 法 の 中 で 形 に す る J" J / ) 合、あるい

マ ン シ ョ ン を 比 た こ と が あ る が 、 そ の 数 地 の は新しい空r : nに挑戦する土砂合であろう 。 とく

北 隣 は 長l長 住 宅 が10戸 I;t.ど建ち並んでおり、 に1I可者は、共同住宅、事務所ピル等のぬ合に

7 附践のその住宅のために、 I相! ! I J か ら の 口 照 強 く 感 じ て い る 問 題 で あ る 。 後省については、

は 全 く な く な っている 。 東 側 が 幅 以 16m程 度 創造という {WJ 面 を 持 つ 建 築 は 既 存 の も の ( 法

の 道 路 に 面 し て い る の で 、 建 築 基 準 法 k は 合 11士) には合致しない: 1 11分 が で て く る の は や む

法的に: i l l 築されたものである 。 こ れ に 端 を 発 をえまい 。

して全市的にも日照問題が浮上し、 II[{ 和 5 2年 こ の 壁 は 「 指 導 」 と い う も の に 頼 ら ざ る を

の建築基準法改正による日ｬｪ｜ｾ規制が全国的に え な い の が 実 状 で あ り 、 現 実 に は 、 設 計 作 業

施 行 さ れ る に 至 る 。 の 過 半 は 、 法 の 解 釈 と 桁 導 の 狭 間 で 揺 れ 動 い

と こ ろ で 、 日 本 の 伝 統 的 な 工 法 で あ る 木 造 でいるのである 。 致 命 的 な 点 は 、 建 築 が 多 岐

建築は、低用のまち並みを形成していたが、 多織の{HIJ 面を持ち、個別性のある| 問題がきわ

近 年 の 耐 火 榊 造 建 物 の 隆 盛 に 伴 い 、 低 府 住 宅 め て 多 い こ と で あ る 。

地の中に高府建物が混在することで、日照権、 こうした状況の中で、 一個 の 建 築 を 対 象 と

環 境 権 の 問 題 が 露 呈 さ れ て き た 。 する現在の「公法」よりも、氏の言われる、

大 M市 に お い て 、 回 図 郎 市 的 な II!! 百やオー 「郎 r行法」として建築を従える必要性を強く感

プンスペースはJ t l J待できないとしても、先{ 主 じる 。

者に対する 一 定限度の日! ! 官等は尊重すべきで われわれ設，i J ・者にと っで 建 築 を 、 あ る い は

ある 。 まして 、新 た に 分 譲 さ れ る マ ン シ ョン 21世 紀 を 考 え る 幼 合 、 挫 築 そ の も の に ロ を 拠

の セ ー ル ス ポ イ ン ト が 「 南 向 き 、 探 光 ・通 風 わ れ が ち で あ る が 、 氏 の 講 演 の お か げ で 逮 っ

良 好 」 と さ れ る の で あ る か ら 、 そ の 北 側 の 先 た 視 点 か ら 兄 る 乙 と の 主 要 性 を 改 め て 痛 感 さ

住 者 の 同 じ 条 件 を 阻 害 す る こ と が 許 さ れ る は せ ら れ た 。 (i 喝池組)

44 也摂 と社会/ 19制 n12円号

会場風景

日 時 昭和59年 10月17日側

開 場 18 ∞ 開 会18:30→閉会21 :05 

会 場 大阪府立労働センヲ- ， 6階 606号 室

傭 師 五十嵐敬喜氏 (弁護士)

参加者 53名

スケ ジュール

18・30 開会あいさつ及び鶴師の紹介 寺 尾 幹 事

18:35- 20:50 111演「建築不自由の現在」 五十嵐積師

20:  50- 21 :  05 質疑応答・閉会
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大 阪 司 法 舎 士 会 館・……・ … … … ・・・・・・ u ・・ ・....1

設計監理 ・泉沢建築設計事務所

nte工・佐藤工業大阪支庖

泉 南 市 立 図 書 館 ・文化 ホ ー ル …. . . ・ H ・. . . . …. . . . . . 4  

設計監理 ' 浪速殺到事務所施工 . 1.鳴池組

国立文殺劇場… … ・・… … … ・・・…・・…. . . ・ H ・....・ 田・… 5

設計監理. 織川紀章建築 ー郎市設計車務所

工事監理 ・近畿地方建設局

ｾ工 Ｇ 竹中工務庖銭高組共同企業体

大 阪 府 立 国 際 児 童 文 学 館....・ H ・- … H ・H ・. . . … .. 6

設 計 監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 筋 工 熊 谷 組

大阪市教員会館豊明鮫並げにメロデイーハイム法円坂 ・・ 6

設計監理: 中島飽彦建築事務所浅沼組設計部

施工' 浅沼組

九;1+/ 厚生年金会館…・・・・ ・… …・・・ ・ …・… ・・・… ・・ . 7

設計監理安井建築設計事務所

施工 ・大成建設 ・大林組奥村組建設共同企業体

鐙 中 市 立 中 央 公 民 館 文 化 ホ ー ル ー- …・… … … ・・・ 7

設計監理豊中市建築部建築諜 日建設計/ 大阪

路 工 村 本 建 設

兵 庫 県 職 員 会 館・ ・ ・・… … ・・…・・- … ・…・… 7

設計監理 . 兵庫県都市住宅部営縛課 施工 : 岡工務庖

大 阪市 教 育 セ ンター ・ ・・・・ … ………. . . . . . . ・…・ 7

設計監理 . 大阪市建築局営繕部 ・安井建築設計事務所

施工 : 1. 鹿島建設

尾 張 旭 市 中 央 公 民 館…・・ . . . . …・・・・・・…・・ ・・・… 9

: u十 司殺害十事務所 監理 . 尾張旭市総務部管理諜建

築 営 繕 係 施 工 : 泊池組名古屋支庖

・美術館

号

滋 賀 県 立 近 代 美 術 館・...・ H ・- …- …. . . ・H ・. . … " 1，10

設計監理 日建設計/ 大阪

ｾ工 Ｎ 竹中工務底 ー 笹川組共同企業体

・健康 ・社会福祉施股 ・体育館

愛 媛 県 身 体 障 害 者 更 生 セ ン タ ー … … … … … … … 1

設計・愛緩県土木部建築住宅課 ，教育施設研究所広島

事務所監理. 愛媛県土木部建築住宅螺縄工: 門屋組

愛 媛 県 身 体 障 害 者 更 生 指 導 所・・・… ・・… … … … 1

設計. 同上・向上 監理 ・同上施工・愛媛土建

桜 井 市 芝 運 動 公 園 総 合 体 育 館 … ・ ・ ・… ・… .....7

設計 中川建築設計事務所

監理. 住宅都市整備公団 ・中川建築設計事務所

宛工・浅沼組中尾組共同企業体

兵 庫 県社 会 保 険 診 療 報酬 支 払基 金 ピ ル ・… … … .. 2

設計 . 安井建築設計事務所施工竹中工務庖

鹿 児 島 厚 生 年 金 健 康 福 祉 セ ン タ ー … . . ……・・・ 7

設計監理 H自利設計

施工 ，三井建設 佐藤工業建設共同企業体

川 西 市立 総 合 体 育 館・田… … … … ー ・・・… ・・・…・ 12

設計監理 ・川西市 ・小 西 設 計 施 工 ' 西総建設

Ｍ医療 ｾ ｉ 量

協 立 温 泉 病 院 ・・・・.

設計施工・総村組大阪本庖

宝 塚 市 立 病 院 … 一回・・・. . . …・・・……- …. . . ・ H ・ -…・ 7

設計昭和設計底思. 宝塚市民病院建設釜 .H7i 和設計

施工: 奥村組

- ホテル

ホ テ ル フ ジ タ 奈 良 一. . 一 …・ …・・ … - ……・・・ υ 1  

設計監理 . 日建設計/ 大阪

施工: ，官l組浅沼組共同企業体

三 井ガーデンホテル… ・・ … … … … … 一 … … ... 6

設計監理: 日本設計事務所大阪支社

施工. 三井建設鹿島建設 ・円本国土開発共同企業体

チ サ ン ホ テ ル 心 斎 橋・・・ ・・・ - …………・・・・……・ .11

!9: 3'十ー銭 高 組 監 理 { 主電技師汁品会施工 . 銭高組

・商業建築

ジャスコ田原本! 苫 .....

設計監理 : J I ! 畑建築事務所 ｾ工 ・ 村本建設

ニッケノ宅ークヲウン・ ・・ 一. . . . " ・…一一一…・・…… .. 6

設計施工 ー竹中工務庖

みのうメイ トピル ・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・ 7

企画 : 商業企画 投針監理: ユソニアンー級建築設計

事務所施工・戸旧建設

岸 和 田 グ ラ ン ド ホ ー ル 玉 姫 殿ー… ・・・ ・・ ・・…・・ 7

基本設計 山川デザイ ノ・岡本幹雄建築設計事務所

実施設計監理施工: 大和ハウス工業

- 業務ピル

郵 政 互 助 会 心 斎 橋 ピ ル ・…・・・…. . . ・ H ・… … … … ・ 3

設計監理. 丸ノ内建築事務所・小西設計

施工 互興建設 ・鴻池組

日 本 生 命 京 都三 条 ピ ル・…・ ・ ・・・・ ・・・・ … … … . 4  

設計監理 . 日本生命不動産部・大林組 施工 ' 大林組

J ava gr oup本 社 ピル・ ・H ・H ・・・・・・・ ・・・・・ ・・・ ・ ・・・ 4

基本5宣言十 意匠設計監理 山口デザイン事務所

施工 ，不二建設

ニ チ メ ン ピ ル デ イ ン グ・・・・・・・・・・. . . . . .. .. ・.... .... .. . 5

設計監理大建設計

施工 . 鹿島建設・大林組共同企業体

名古屋鴻池ピル・ ・・… ...・ H ・.. ... .… ー……. . . . . . . . 5  

設計施工 . 鴻池組

ナカポー株式会社本社ピル・・ H ・H ・. . . . . ……・・・ . 8  

設計監理 : 安井建築設計室胞工・竹中工務庖

大 久 保 町 農 業 協 同 組 合 本 館 ・・- … … … ー … … 11

設計監理 ・鷲尾建築設計事務所

施工 ・清水建設大阪支庖

- 複合ビル

倉 敷駅 ピ ル ・・・

設計 : 日本固有鉄道大阪工事局 ・安井建築設計事務所

監理 : 安井建築設計事務所

施工 : 鉄建建設 ，大本組建築共同企業体

MR Tセ ン タ ー ……. . . .・ H ・. . . …………・・・・ . . . . . . 12 

設計監理 ・日建設計/ 大阪施工滑水建設九州支 f.5'

号

- そ の他

フ ラ ン シ ス コ ・ヴ ィ レ ッ ジ 黙 想 の 家 …・・…・・… . .8

設計・双星設計 ｾ工・大林組

水 上 広 場 の 相 合 橋・H ・H ・...・ H ・. . …・・・ H ・H ・.. . . …… 8

修景鐙備投書十 . 大阪市土木局 ・新日 本役術コンサルデ

ント 施工: 大末建設・富士車鯛

スケッチブック • 
1730. GR A VI ピル / 1731 中京女子大学コミュニケーンヨンセ

ン7 ー/ 1732. 夢二郷土美術館/ 1733. 中国短期大学/ 1734. 大阪

外国路大学記念館/ 1735 大阪府中小企業信用保! Ata会甥支所

/ 1736.美湾海側広島営業所/ 1737 五色県民健康村/ 1738. 廿日

市ニュータウン阿品台タウンハウス ・・・・…. . . . ... .. ...・・ 2

1739 河回大阪支底 / 1740 兵庫県描麿中央公園サイクルラン

ド/ 1741 上野製薬本社ピル/ 1742. 日本動労者住宅協会南港コ

ープうしお/1743. 豊中市立腎年の家「いぷき j /1744 住友商事

新住友ピル4号館/ 1745 寄神興産ピル / 1746 阪神相互銀行東

加古川支底/ 1747 大阪府中小企業信用保証協会東大阪支所3

1748 肯敷市立展示奨術館・自制史| 尊物館中央図舎館/ 1749

北六甲カントリー倶海部/ 1750 川西市斎場/ 1751 宝塚市立病

院/ 1752. シンフォニー松三館/ 1753.1補生第 2施設併存分傾住

宅/ 1754 パレ北加賀屋/ 1755. 鴨川保養所「黒潮荘j / 1756 スタ

ミナ食品本社 ・工ぬ ・・ ・・・ -一・ ・・・・…・ ー…・・・・・・. . . . . . . . . . 4  

1757.神戸市浴島 7 リーンセンター / 1758 大阪府住宅供給公

社 ｾｴ 助怯第 ｬ 次団地 Ｏ ＱＷＵＹＮ ラピＭｾ本 社ピル Ｏ ＱＷＶＰ Ｎ 尾張農業

協同組合事務所/ 1761 . 富山産業展示館/ 1762 丸伊プラザ / 17

63 京都大林ピル / 1764 京都府立伏見i巷公園体育館/ 1765. 公

立学校共済組合利歌山宿泊所 ・・・・ -・・ ・…・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・ 5

1766 高知空港旅客ターミナルピル /1767. Vi Vi 有喝 / 1768 茨

木市立東雲地区公民館/ 1769. 紀南文化会館/ 1770 神戸市立青

少年科学館/1771 舞鶴市総合文化会館/ 1772 ンヤルム三樽 /

1773. 福井県立煉物館 / 1774. 古座町庁舎及びコミュニティセ

ンタ一 一....・ H ・- …  - … ー… … ー…・ . . . … ・・…ー 7

1775 ヨツギピル/ 1776. 特別養護老人ホーム近江ふるさと関/

1777. 東区民文化センター及び図舎館 / 1778 関西外語短期大

学感谷キャンパス / 1779 仁川学校講堂 ・ラーニングセノター/

1780 滋賀女チ短大育祭教室棟/ 1781 甲南KNピル/ 1782. 日本

鋼管「主主出クラブj / 1783. 富士銀行厚生年全基合嵯峨野保養

所 ……・・ … … .. …  ……. . . ・ H ・..… … … … .. ...・ H ・. 8

1784 香川県大川合同庁舎 / 1785 母とチの島野外活動施設中

央管f里隙/ 1786. 築山村役場/ 1787. 兵庫県立成人病センデー，

兵庫県立検診センター / 1788 戸板視祉センター / 1789 学校法

人大阪工業大学寝屋川学舎総合体育館 / 1790. i間風ピル / 1791

京都府立視力陣容者術社七ンター / 1792 広島ナショナルピ

ル ・……・ … ・・…・ ・・・ …・・リ・……・・・・ .. .. .. ... . … .. 9  

1793 大淀区民七ンター / 1794 山口県庁舎本館/ 1795. 近畿大

学F付属和歌山高校/ 1796. 守口市民体育館/1797 岸和問市文化

センテー / 1798 日本生命三宮駅前ピル / 1799. 貝弁田T総合体育

館/ 1800 カギモトピルデイング/ 1801. 安田火災禍岡 ・・・ ... 10

1802 神戸総合運動公園テニスクラプハウス / 1803. 阪急学園

池田文庫/ 1804 阪急池田正大塾/ 1805. もみのき森林公園管理

センター / 1806 京福第 2 ピル / 1807 安田生命熊本第 2 ピル /

1808 自動火災海上大阪ピル / 1809 社団法人兵庫県モーター

ボート鋭争会選手宿舎 ・立花寮/ 1810. 医療法人保普会問上病

院 ・・ ・ …- … … ・… . ... .・ H ・・・… - … … … … ・… … 11

1811 . 広島県庁舎点館 / 1812 神戸市総合運動公閣陸上競技局

/ 1813. 東長寺本堂/ 1814 寛寿会特別養護老人ホ ーム海南荘/

1815 山崎ピル / 1816 さえら本社ピル/ 1817 豊科赤十字病院/

1818 械南区消防署 ・・・ ・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・・ ・ ぃ・・・・・・・・ ・・・ 12

21世紀への関西 1  1l-lt .. 

一魅力あるまちづくりを問う _ ' P

座般会

21世 紀 へ の 関 西 一 魅 力 あ る ま ち づ く り を 問 う ・ ・・1

出 席 者 : 赤 羽 徳 雄 / 仙 石 泰 輔 / 端 信 行 / 吉 田 あ こ

司会 : 鳴海邦碩

アンケート

関 西 の 21世 紀 へ 向 け で の プ ロ ジ ェ ク ト と ま ち づ く

りを考えるい

鴨 居 羊 子 / 西 山 知 三 /i 細 川 彰 彦 / 田 中 恒 子 / 青 木

定 雄 / 磯 村 隆 文 / 北 条 カ ツ 昭 / 山 本 康 維 / 春 井 秀

雄 / 長 谷 川 弘 直 / 岩 井 珠 恵 / :岩 精 英 行 / 大 高 猛 /

嶋 田 勝 次 / 小 林 公 平 / 宇 津 木 秀 甫 / 高 田 公 理 / : 永

福 よ り 子 / 塚 本 幸 一 / 久 保 貞 / 富 安 秀 雄 / 藤 田 敬

4 5  
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号

一 郎 / 上 本 仁 志 / 佐々木成年/ 細川 速 見 / 王柏群

/ 高 寄 昇 三 / 石 浦 英 郎 / 近 藤 公 夫 / 土 肥 絵 理 子 /

堀 田 昭二 / 大 西 国 太 郎 / 薬 袋 公 明

資料

21世 紀 を め ざ す 関 西 の プ ロ ジ ェ ク 卜 紹 介・24例 1

国際文化ゾーン締想/ 東大阪新都心整備構想 / 関西国際空港

と地域盤側 / 7 ェニ， ' 7 ス計画/ 北摂三回ニュータウン / 兵

庫アジ 7 ・ポート 締惣 / 西播磨テ 7 ノポリス/ 緑の回廊/ 関

西文化学術研究都市楠想 / 丹後レクリエー ショ ノ都市締想 /

環ぴわ湖保全1基景公園化m想 / 国営飛鳥歴史公園楚備事業 /

和泉かつらぎ研究学園都市 御坊田園テ 7 ノタウン/ 大阪ピ

ジネスパーク(O. B. P) / 大阪北港の開発梅想 / 大阪南港国際

文化ゾー ン/ 大阪駅周辺地区盤備計画 / 阿倍野地区第 2種市

街地再開発事業 / 六甲アイラン ド/ 都市林" こうべの森. . /  

メリケンパーク /: 神戸研究学園都市構想 /し あわせの村

関西の超高層ビル 2 月号 会

総 輸

関 西 に お け る 超 高 層 ビ ル の 基 礎… 山 肩 邦 男 … .. 2

デ一台シート

関 西 の 超 高 層 建 築 . .. ........ ... … ... ..... .. ..... . 2  

近畿電電ピル / 三菱ピル/ 大阪マー チャンダイズ 田マ ト/

神戸商工貿易七 ンターピル/ 大阪大林ビ ルデイング/ 大阪国

際ビルディング/ 大阪ロイヤルホテル新館/ 兵庫駅前市街地

住宅 / 大阪堂島電電ピル / 中之島七 ノターピル/ 三宮西一丁

目ピル / 大阪 7 )レピル/ 森之宮12ト3市街地住宅/ 阪急グラン

ドピル/ 新長悶駅前市街地住宅/ 芦屋浜高層住宅/ ちどりが

浜団地 K M地区/ 神戸ポートピアホテル/ 大阪駅前第 3 ピル

/ オー ・エムホテル日航ピル/ 大阪駅前第 4 ピル/ 大阪ター

ミナルピル ( 7 ヲティ大阪) / ワールド新本社 ピル/ 神戸川一

ヲシティー Af.虫

一覧表

関 西 の 超 高 層 ビ ル 権 造 デ ー タ ( まとめ : 日本建築

協 会 編 集 委 員 会) …・・・・・ …・・・・ 一一一 ..... 2  

ビルのリフレッシュ 3 月号 A

- 内外装補修技術の現状と発展 T  

総 愉

ピルのリフレ ッシュ 内 外 装 補 修 技 術 の 現 状 と発

展・ ・・・・・・・… ・……. . . ・ H ・-・・ 目・・ H ・H ・. . 一小林消 周・・・3

各輸

構 造 体 の診断 と対策・・……・・……・・・磯畑 筒・・ 3

屋 根 ・屋 上 の 改 修・・・… 河 谷 繁 樹 / 石田安博 3  

外壁

I  ゴム状! I 1i l 性仕上材によ る建物外壁の改修ー川瀬春樹 ..3

2  従来のサ y ンをアルミサッンに改修 一 ー竹田 lf ニ ー3

3  ホーローでカバーする 0 ・・..... ー・・ 一・石川淳一郎 ー3

4. GR Cでカバーをかける ・0 ・いい…， .・ e ・.. .・ e ・-大沼到1由ー 3

5  樹脂の注入 ・ ー一一 ー ・・ ・ー ー金チ敏雄… 3

6.  i背婦

a  酵素に よる無公害洗浄 ・・・ ー ー足立降之 ー3

b.  7 .，紫系錯溢によるピル外壁洗浄について

ー河野秀夫 ー3

床

1. 7 ラスチ， ' 7系床材料の貼伴え工事 ー千合l討雄 3  

2. 塗り床に よる改修 一 ….，.・ a・...・ e・.. 大田除士一 3

建 設 産 業 と ロ ポ ッ ト開 発 4 月 号 会

τ 7  

ダム用コンクリートパケ y トの無線開閉詰IJ 御・…

… 永 井 傭三 … 4

コ ン ク リ ー 卜 の 自 動 締 固 め 工 法 …

・・・毛 見 虎 雄 / 平賀友晃・・・ 4

鉄 筋 の 高 能 率 自 動 ガ ス 圧 接ー 複 数継手同時圧接・.

・・ ・横 川 孝 男 / 村 上 保 之 … 4

・鉄骨工事

鉄 骨 の 自 動 溶 接 .. … ・…・・・…・…・夏 目 光 尋，.. 4  

建 設 知 能 型 ロ ボ γ トS S R - 2・…・…・庄 川選 男 … 4

- 建物メンテナンス

空 調 ダ ク ト 清 掃 ロ ボ ッ ト ・…・・・ ・長 友 隆 ... 4

窓 ふ き ロ ボ y ト… ・・・・… ・・………・… ・奥 田 安 男 ...4

住 環 境 と 法 制 度 5 月 号 令

総論

住 環 境 と 法 制 度 . . . . . ……… 山 本 勝 / 滑 川 秀 明 ・・ 目5

各首

近 畿 に お け る 住 環 境 整 備 の 現 状 と 課 題 一 事 例 一

長屋共同建仔えと公団グループ分譲住宅制度・ -

- …- 山根勝手|卜・ 5

市 街 地 再 開 発 事 業 の 建 設 代 行 .. ..・…・谷 口 康 彦… 5

木 造 賃 貸 住 宅 地 区 総 合 整 備 事 業 制 度 ・-

… 山 田 隆 明 … 5

都 市 防 災 不 燃 化 促 進 事 業 一 大 阪 市 の 事 例 ー ・ . ...

…・・日 ・… ・… ・尾 野 雄三 … 5

建築物共同化計画助成時IJ 度 … …・…・陰 山 恭 道 … 5

神戸市まちづくり条例・ …・・・…・・・・・鶴 来 紘一 … 5

伝統的建造物群保存地区・ ………・…・立 入 似 造… 5

総 合 設 計 制 度 大 阪 市 の 事 例 ・・・・寺田君ｾ信 ＮＮ Ｕ

建 築 協 定 ー と く に 開 発 者 に よ る 協 定 一・・・・

' ・・ ・岩 田 美 佐 喜 ・5

花 と 緑 の 協 定 … ー … … ー… … ・・……・・森 岡 進 ・・・ 5

提言

「まちづくりをすすめるうえでいま重要だと忠わ

れる点」 田…・……・・…. .. . 一………・…リ…. " . . .・ H ・. 5

住民参加l方式の「デネプJ / 河村悟

住環境「維持」を重点とした建築協定 を結んで， / 山本健三

コミュニティの活力をつくる地区計画/ 今チHUI 三

組合胞行の再開発の現場より/ 繍島鍛

まちづくりに国の支緩を '! / 毛布l芳蔵

まちづくりと法制度/ 石間娘夫

「まち J I ができる J もの/ 安原秀

「まちづくり J は「建築自由」を担えるか/ 小林自IH在

地域づくりの主体形成 / 斎藤{ 有男

規制一辺倒の法制度の限界/ 鈴木克彦

まちづくり学習のネ y トワー? をつむぐ/ 延雌安弘

(J レール} づくりに期待するもの/ 安田丑作

時評

斜 面 地 住 宅 ー そ の 背 索 、 法 制 、 提言ー・…・

…・ 弁ノ本義昌・ 5

資料

住環境豊富備のための事業手法、関i準法措IJ の体系と

概 要一 覧一 ....... …  ・ ・・・ … ・・・・…・・・… 5

τ 7  

・・ ・香 川英 行 .. . 6

民 間 デ ィ ベ ロ ッノ f ー と 商 業 展 開 ー ら ら ぽ ー と の 事

例 ー・………・・……・・…ー…・・・・・・・・… ・目阿 部 寛 ... 6  

神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン タ ウ ン ー アーパンデザイン によ

るまちの活性化ー・. . . .. . 田中直 人 / 鵜 飼 誠 一 … 6

探訪記

巷 探 訪 記 一 新 世 界 と 新 開 地 一一 ぐるーぷ ・ちまた

( 岡田信幸/ 柏木 浩 一/ 田 中 直 人/ 本多友常) … … 6

事例紹介

λ ー" コンブレ J クス

超 複 合 施 設 と ま ち の 活 性 化… …・・・…・ … ・・・…… 6

ザ ・エルシイ/ つくば七ンテーピル/ 新宿ワシントンホテル

/ 有楽町T. A. S ピル (第 l 期) / 新所沢PARCO+Let ' s /  

WAV E / 江板東急ピル / 阿倍野地区第 2樋市街地再開発事業

/ 吉本ピ J レディング

京都駅南口再開発ビル C  R .9.. ..&.. 

( アパンティ) 特集 u n 可 雪

京都駅南口再開発ピル( アパンティ) 一日・…・・… .. 6

基本設計. 京都市計画局市街地再開発課・車畑建築事務所地域計

画連築研究所設計監理 京都市計画局市街地再開発; ， .JI( 畑建築

事務所施工 戸悶建 設 東急漣設 ・藤井組共同企業体

再 開 発 事 業 の 流 れ… … … … ・ ・・ … 国 康 勲 .. . 6

建 築 計 画 ・・ ・・… ・・・- 谷 田 庄 司 / 塘 伸夫・・・ 6

外 装 計 画 .... . … -…・……. . . ・ H ・- 一…・塘 伸 夫・ー 6

設 備 計 画一・・……・・・・・岡 次 郎 / 城 下 善 雄 ... 6

施 工 計 画 …・・・ ・.. ・・・ ・・…・ぃ ・… … 安 井 健 次 ... 6

消 防 設 備 の ポ イ ン ト
7 月号 会

総論

消防設備のあり方… . . ..・ H ・a ・…・・・ ・…・堀 内三郎 ・・・ 7

各論 1 ・消防法 と消防設備

消防法と消防用設備等一

・・ H ・H ・・・・・大阪市消防局予防音11設備諜・ ・・ 7

各論 2 ・消防設備

* 系消火設備一度内外消火後 λ プリノ 7 ラードレンチ

ャ一 一 ....... . ... .. . ...... •. . …・…・…… ・鎌 田 ｾ ＢＧ Ｗ＠

ガス系消火設備ーハロゲン化物( ハロン 1301) 消火設備、

二般化炭紫 (C 0
2

) 消火設備ー ・. . . . . . . . . . . . j(j 原 省 三 ・・・ 7

化 学 系 消 火 設 備 泡消火設耐，; 一 一一・・・・・大 友 信 男 ・・・ 7

化学系消火設備ー粉末消火設備ー・・・・・伊藤郁夫 . 7  

火 災 報 知 機 ・ 非 常 電 源 . . . . . . 一…・・・竹本太三 ・・・ 7

排 煙 設 備....・ H ・..… ・・…・・……… u …・・小 林 健 彦 . 7  

資料

消 防 設 備 設 置 基 準 早 見 表 と ト ピ ックス ・大阪科学

技 術 セ ン タ ー 火 災 アン ケートぃ …・・・・・・・ ・… 7  

各蛤 3 ・火災事例と消防殺備

火 災 事 例 と 消 防 用 設 備 等 の 奏 功 ・ 不 奏 功 例 …・ .. 

- . . . . 大阪市消防局予防昔日予防査察諜… 7

8 月号

み ど り と そ れ を と り ま く 人 々 会

座談会

「みどりとそれをとりまく人々」 ・・・・…・リ…・・ ・・・ 8

出 席 者 : 鈴 木 登 / 高精 恵 子 / 内 藤 恒 方

ま ち の 活性 化 と 商業 空 間 6 月 号 会 | 司会者: 矢木勉

コラム
総 輸

建 設 産 業 と ロ ボ ッ ト開発ぃ・・ H ・H ・.. . .奥 田 修一 … 4 I 座畿会

各齢 |  まちの活性化と商業空間 …リ……・- ………. . . . . . . . 6  

建 設 工 事 の ロ ポ ッ ト化の現状 |  出 席 者 加 藤 敬三 / 紙里子桂人 / 佐 藤 き よ 子 / 藤井

・土・杭工事 | 務 司 会 : 田中直人

水中捨石ならし機… ー… …. . . . . . . 一成 瀬 俊 久一 4 I  インヲビュー

トンネル用自動削孔ロポ ッ ト ・・・… 藤 島 政 治一. 4

杭 の 自 動 打 込 み 管 理 装 誼.. ..・ H ・. . . . . . . 平沢要 . .4

- 鉄筋コンヲリー卜工事

コ ン ク リ ー ト 水 平 デ ィ ス ト ビ ュ ー タ ー … ・… … … ー | 各 論

- 高橋正明 . 4
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まちは生活の舞台一企業戦略とまちづくりー・

み ど り と そ れ を と り ま く 人 々 ・・・・… ・・……… . 8

動組物の宝庫 ・戸谷川/ 各務盛和 名勝奈良公鴎の総を守る

/ 桝井弘行 指名川の保存運動/ 岡野錦弥 r知床 100 平方

米運動J /藤谷豊. 鎮守の森の再生 /1，主雌悦雄日本の自然 100

選/ 杉本ー朽木森林浴フェスティパ Jレ/ 沢本長久緑と花

と彫刻の田T/ 宇都市公園緑地j!ll 市民と行政のス 7 ラム方式

/ 111崎清. 港北ニュータウンー住民参加に よる公園づくりー

/ 高野文彰. サンシティにおける緑のまちづくり/ 山析勝弥

西江坂コミュニティ道路/ 橋本i果次 グリーンストーム作戦

/ 宮園靖夫みどり 25運動 / 西田幸平一世帯は 3 軒分の木

材を持つ / 中川勝ー さくらそう会/ 鳥居恒夫. 緑化はドン

グリ 拾いから始ま った/ 三木英一 桧皮師/ 大針弘. 庭の今
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昔/ 丸川宗治郎. 食生活におけるみどり/ 山田幸男池坊の

いけ花/ 池幼専永 アート 7 ラワー/ 飯田深雪. 枚方パーク

菊人形/ 児嶋隙次 サンドフィル工法の天献 ・人工芝/ 古川

源厳. 富士写真フィルムの 7 レy シュグリーン/ 鈴木! l J i . 三

相銀行の「常鎗木の線j / 岡田俊之 大自然のみどりー阿蘇山

/ 赤弁限 公園部市へのステップー西川線道公園ー/ 時光邦

憲 通り依けの般/ 川上穀縫. わが社の屋上庭園/ 垣内憲治

甲子聞球織の γ タと芝生/ 松浦照忠. 農業公園と神戸ワイノ

/ 森鼻辿夫室内人工地盤一大同プラザー/ 山本正万憎日

本庭園の維侍管理/ 中井和成 愛知県緑化センター/ 北川正

弘. 古川鋭水公園/ 野崎昭二

告知板

建築物に付属する緑化ｾ設の表彰一大阪市ー ・・ ・・ ・ ・ ・・・・ ・・ 8

高 齢化社 会 と 生 活 空 間 9 開 会

座験会

高齢 化 社会 に お け る 生 活 空 間 と ケ ア シ ス テ ム ・・・ 9

出 席者 : 今回収/ 右田紀久忠/ 木下敏郎/ 中川倶チ

司 会 者 : 回 中 直 人

アンケー 卜A

高 齢化 社 会 の 住 環 境 整 備 を 考 え る “ 16の 鍵 " ・…・ ・9

高EU l : t : 治ー「家肢としての生活」をとらえる

荒木兵一郎一千客万来の住まいー客Hl I づくりのすすめ

高阪 謙次ーシェルずード ・ハウジノグとコミュニテイ ・ケ7

川村 雅悲ー地域で生きる人の汗と匂いの空1111化

局地』 晶子一老人と団地生活

岩井 一帯一高齢Ｎｴ，を配慮した ｦ ｊＺ ｾｗｉ の開発

平世真一一高齢化社会の企業戦略

宮町 芳彦一「スープのさめない距離J と隠居のよさを生かす

石悶 一一一地域と老人活動

木下 浮許一地域分散型ホームとコミュニテイ ケ7

井上チイ子一老いと主性のかかわり

i宜井忠、! f l ー老入の家If!'

斉藤 幸 i乙一路設は地域社会へ聞かれたものへ

大国美利子ー情報のネットワ - 7 を組み込む

児玉 娃 f - I D; 米の高齢. t ，対策から感じること

辻里T 純徳一医療と稲祉の狭1111から

アンケート日

高 齢 化社 会 到 来 に む け た 生 協 組 合 員 の 意 識 と 生 活

/ 杉 本 章 子・・- …. . ... . . ………・ー…・・・…… ・・ … … 9

資料編

高 齢 者 を 対 象 と し た 生 活 空 間 の 事 例・・ ・・…・ ・・・・ 9

ゅうゅうの. ' 11一神戸ゅうゅうの虫 . 大阪ゅう地うの虫一、サ

ン舞チマンンョン、 V IV I有115、中銀ライフケ 7 熱海[ 悔閣台〕

16号館、逗チヘルスケ i ' 7 〆ンョン、ライフイン京側、熱

海ゆとりあの郷、蝕光図、エリア会有n台ファミリ一、羽曳

野市立段南の森総合センタ一、四天王寺悲凶鋭、パプテイス

ト ガーデノズ、ロスモ 7 ・レジャーワールド

床 の構 工 法 10月号 会

総齢

構 造 設 計 か ら み た 床 精 工 法 の3刑面と選定 ・… …

・・ 八 木 大 児 ・・ .10

施 工 からみた床工法の経線と現状・ ・中山康 志・・.10

各鈴

ア ン ボ ン ド ス ラ プ 工 法 の 概 要 と 性 能・・リ

・・・竹本 精 .10

ハ ー フ ス ラ ブ 工 法 の 概 要 と 性 能・… ・・中 山 康 志・・・ 10

デ ー タ シ ー ト ・床 の 機 工 法 と 材 料- … . . . . ....・ .10

7 アプデッキ工法/ 口銭 E デ y キフロア/ 川越 QL デ y キ /

ピルトスラプシステム/ カイザーシステムによるカイザー床

板 / F C板スラプ工法/ 鉄1 ' 1とP C版による合成床構造 / D

T スラプ、 W D T スラプ/ 中空スラプ/ ポイドスラプ / W式

床版工法/ ハイデ y キ/ アル 7 ' 7 ライノグ工法、 7 ル7 ・

ステーンョナリ工法
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.. .11 

矢 回 史 八 空 調 設 備 施 工 現 ぬ か ら の 提 案 一 江 坂

東急ピルー… ・ … … ・・・… … … … .11 

施工部門

柴 崎 隆 国 立 京 都 国 際 会 館 展 示 湯 の 大 屋 根 特

殊 ス ペ ー ス フ レ ー ム 鉄 骨 建 方 工 事11

久 住 友 紀 雄 現 場 製 作 の P C 板 を 用 い た P B工 法
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美 学 /iJ度辺盛和一フ' ロポーションこそ建築の

生 命… … ー… . . . . . . ……. . .・H ・.. . . . . . . …… … ・11
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可能性をもった環境と実効性のある環境衛ーその傾域感
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195 建築士法の改正による建築士の責務 / 三木俊介・ ・・・・ ・7

196 建築士法の改正による建築士の責務 / 三木俊介・ ・・・ 8
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198 改正建築基準法一問一答/ 南出和延 ・・・ ........... 10 
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三井ガーデンホテル一新しいホテルスタイルを求めてー / 坂

田勝旗 ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 6
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オフィスピルの 12年一大阪大林 ピルのインテリアについて/
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施工材料の頁

1 2 2  

「ベントナイト電気付着膜」

芯材引き抜き工法

今 井 崇 賀

地下工事における山止め施工法では、信頼性 ・

施工性に優れたソイルセメ ン ト往列山止め工法が

1. 原理

図 1 べントナイトの付着原理

20 

2.5  

:: [|トナCJ H
2.0  

線

庫1 . 5

V  

mm 1. 0  

1. 0
1

tt t:::: J f  

0.5  

。 。

10 20 40 60 80 

電流密度 α ( Aj rr!)

図 3 電流密度がE草原に与える彫響

E E E E E E  

車邑

5  コム

( +)  rて詰て可

{ー) V m、d

-…  

ベニヤ

L  

回巨ヨ

同

肖

門

尚

四

〔

板キ

コ

E

E

a

z
冒

司

A

T

l

 

|三 埋め込み斗 山… 斗 引き抜き4

でち¥! ; な股が得られる 。

c ) 付在肢と通電時間: 電流密度40/ Am' での実

mm 
)  

多〈採用されている 。 この山止め工法は、セメ ン ヲ| き抜き抵抗をできるだけ少なくするために、 験結果を 図

卜とベントナイトを現地盤の土砂に注入混合し、 安価で身近な建設材料のベントナイトに迂回し、 4 に示す。

その孔に芯材( 主として I 形鋼・ H形鋼) を、帰 滑動材としての性質と電気的活性を利用して、 図 膜l享と通

入して閉める工法である 。 1 に示す付在原理を応用することを考えた。芯材

この工法では、地下工事か終わ った後も芯材を を陽極とし、 べン トナイト溶液中の電極に直流

回収せず、埋め込んだままにされる例が多い。 こ 圧を加えると、負に帯電している ベ ン卜ナイト粒

れは芯材の引き抜き回収を行うために必要なコス 子は、芯材表面に付者膜を形成する 。

トが、抜き出した芯材の再利用上の効果に、見合 1.1 べントナイト膜

わないことが大きな要因である 。 a ) 膜厚と ベ ン卜ナイト温度: 芯材表面に付-I'I

竹中工務庖には、芯材の付8 抵抗を低減し引き させる膜J享は、 1mm以上が必要である 。図 2 に群

抜き再利用する方法として、ハイス ライドワ ック 馬産250 メッシュ を使用した実験結果を示す。ペ ン

ス工法( 芯材表面に潤滑材を塗布する ) がある 。 トナイト滋度を 2 5 wt %以上にすると、所定の膜厚

今回 l摘発した「ベ、ントナイト電気付着服」による を得ることができる 。

引き抜き工法は、紙幅系 H 形鋼( 経i i : t : で曲げ耐性 b ) 膜 j写と電流値: 印加する電圧を 3 0 V以下と

が良い) にも適用でき、引き抜き回収がさらに容 し、電流密度を測定すると 図 3 の結果となる、こ 施工の手 上昇管

易にできる 。 その原理と実績を以下に示す。 れから 40Al ば( 表面積) 以上の値であれば、 一線 順を 図 5 に l'" "' J l "" " J H- 350 X  175用
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図 2 べントナイト濃度が膜厚に与える影響
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図 4

図 6 、、...__.....--- ' H形鋼

絶縁ピンガイドレール( 振れ止め) 陰 領 側 断 図

H- 350XI 75 

ホし、作業 陰 極 平 断 図

のステ ップをフローチャートで示す。芯材の引き

抜き工法においては、芯材を掘削した孔へ掃入す

る直前に、 図 6 の陰極槽に芯材を入れ、肢を作る 。

芯材はソイルセメン卜の中へ埋め込み後、地下く

体施工中は、引き抜きやすくするために、芯材へ

の溶接付必物をなくす注意がいる 。 このためカケ

セパ金物( 型枠の固定用として市販されている)

を使う 。 またく体のコンクリー卜が芯材に接触し

ないように、空気入りビニール( エンボス) や、

発泡スチロール板などで縁切りを行う 。詳細のお

さまりを 図 7 に示す。

芯材 ( H形鋼)

を組み込んだものか詑率が良い。作業スペースが

少ない場合は 、油圧式の引き抜き 機 を利用する 。

この場合は芯材の頭を 1 階く体床レベルより、 30

cm以上余分に出しておくと、つかみしろができ、

能率良〈引き抜くことができる。 ( つづく 〉

( いまいたかよし繰式会社竹中工務底投術邸機械課)
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コンクリートの医者として- …診断からリハビリテーションまで、

ス ク ラ ッ プ ・アンド ・ピルドの時代 から 、維持管理をして建物を長持ちさせる時代になってきました。長持ちさせる

に は 、 人 間 と 同 様 に 医 者 が 必 要 で す。 損 傷 の 程 度 や そ の 原 因 を つ か み 、 適 切 な 処 置 ・補 強 を し て や ら ね ば な り ま せ ん。

コンク リート の 医 者 と し て 、 調 査 ・診 断 ・投薬 治 療 ・リ ハビリテーションまでをトータルシステムで行っているのが、

制 ケ ン ザ イ シ ャ で あ り 、 治 療 薬 を 提 供 し て い る の が 金 森 藤 平 商 事 で あ り ま す。

脚ケンザイシャは 、コンクリー卜精造物の検査 ・

治療からリハビリテーションまでのトータルシス

テムを待つ総合病院です。

Ｍｅ 鎖倒ＺＺＮＡＧ， ｾｪＮ 民国臨調園調 ｬ Ｇｊｾ
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山崎断層地震による

建築物の被害状況

山田 稔

山崎断層地震ーーといっても、大方の税者はほ

とんどご存知ないかもしれません。当の阪神間l に

居住される建築家ですら、ほとんどご存知ないの

ではないでしょうか。

しかし、この地震ーーすでに数年前から兵庫県

防災会議で、兵庫県で最も潜在危険度の高い地震

と想定され、その対策の必要が指摘されていたも

のだったのです。

兵庫県には 、図ー 1 に示すように、県南西部の

北西から南東へかけて延々 80kmにわたり、中国自

動車道に沿 って、大活断層が走っています。断層

のズレが約100m、これが山崎断層、そして、この

断層、今を去る 1100年の昔、点観10年 (868年) 播

貯の大地笈 ( M=7. 1) として「三代実録」に記述さ

れている地漢を起こしたもので、最近、地質学者

のトレンチによりその存在か可在認され、出土品に

より年代まで符合したものの正体と言われていま

す。以後 1100年、じっくりとエネルギーを蓄えこ

んでいるもののようです。これが動いたら/ とい

うのが指摘されていた点です。

本年 5 月30 日、午前 911キ30分、阪神間にあって それでも、飽野市立飽野小学校①の R C造 3 階

出勤されたばかりのピルをゆり動かしたのは、ま 建本館( 写真) では、そのほとんどの柱、墜に桁

さしくこの山崎断層が動いたのです。ただし今回 行β 向にせん断ひぴわれが貫通し、 l 階はもとよ

はそのごく一部、中国自動車道沿いの本断層から り、 2 、 3 階にまで入っております。この状況は、

山崎町附近で枝分かれして植木里子、護持を通る渡 先年の宮城県沖地震の際大破した仙台市北郊の泉

持断層が動いたもので、震源は安富田T植木野の直 市にある宮城県立泉高校の損傷とほぼ同程度と推

下約 19kmと、京大防災研の予知グルー プにより 測 定されます。あとー押しされたら、間違いなく、

定され、南東方向へ破簡が鉛直に拡がってゆくさ 壁の圧壊でペシャンコになったところでしょう。

まが記録されています。幸い死者もなかったため、 同じ能里子市立総里子西中学校①でも、 l 階住や壁

兵庫県南西部の地渡 ( M=5. 5) と呼ばれただけで、 に、斜めひびわれが入っております。

正式名称もつけられず、すでに人々の記憶からも 山崎町立山崎小学校①てるは、これも哲ーからあっ

消え去ろうとしているようですが、この地震、最 たパターン通り、エクスパンション ・ジョイン ト

近、関西にちょくちょく起こっている局所的な地 部で衝突が起こり、パラペ γ 卜が 3 階から下へ崩

援とは、わけが違うもの。十勝沖地震( 1968) 、宮 落し、住頭部が圧様、墜に斜めひびわれが走って

城県沖地笈 (1978) と10年ごとに海洋性の地震に います。

見舞われている京北地方や、東海地震の響告がさ

れ、常時地震を経験している関東地方と異なり、

ここ二、三十年というもの、関西地方は地主要らし

い地主要もなく、ことに「神戸には地震は起こらな

い」などという迷信が識者の聞に弥漫し、 1也渡防

災など余りとり上げられていなかった現状に対す

る警銭とも思えます。

今回の地渡 (M=5. 5) による被災は、どこに、

どのようにして起こっているかというと、まさに

想定どおり、旧傑単型の鉄筋コンクリート小、中

学校校舎の短伎がｾんだ桁行方 向に起こ っており

ます。十勝沖地波、宮城県沖地援の校舎の被災と

全〈同じパターンと言ってよいでしょう。私がか

つて十勝沖地渓の前々年、 1966年に学会に発表し、

1967年の学会大会のパヰ、ル ・ディスカッションで

指摘した通り、桁行方向の短住にせん断が起こり、

壁に斜めひぴわれが返っています。今回は幸い地

震の規模がごく小さく、 M=5. 5程度であったおか

げで、この程度でくい止め、幸い死者は出なかっ

たというところです。

0  

・・・= 祖国国-=・・・

これらの被災校舎に共通しでいることは、いず

れも、建築基準法施行令の iiiJ 々回の改正( 昭和44

年12月) 以前の設計のものだということ。したが

って、法的には、 既存不適格建築であるというこ

とです。具体的には、設計当時は適法であったも

のが、その後の 2 回にわたる法改正により、法的

にはもはや不適格になったものです。

口頭にご紹介したように、この地帯、地震の潜

在危険度のきわめで高いところ、そして地震時、

地域防災の拠点として、大切な小、中学校校舎を、

何とか、本番のこないうちに補強、補修する手だ

てはないものか、と念ずるのはひとり筆者のみで

はありますまい。

文献

山田捻: 兵廊県南西部( 山崎断層系議持断層) の地震( 1984

年 5 月30日) による建築物の被害、建築妓術、 No. 397、

1984、9、pp. 97-1oo

( ゃまだみのる 神戸大学教段)
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C A T Vシステム

天 野 晴 雄

居ながらにして離れた所の事象を見ることがで

きるテレピを建物内で業しめる設備として、テレ

ビ共聴設備は今や不可欠なものとなっている 。 C

A T V は、もともと Community Anntena T V の

略称、とも言われ、電波が弱い地域での共同受信と

いう意味であった 。 最近の新聞紙上等では、ニュ

ーメディアや I N S とともに、 C A T V という 言

葉が多く見受けられるが、そこでは単にケープル

に接続されたテレビ、つまり CAbl e T Vの 意 味 で

使われている 。高度情報社会における映像通信の

中心として C A T V は最も有望な方法の一つであ

ると、各方面から注目を集めている 。

C A T Vの構成

図 1 に基本的な格成を示す。 多くの共同受信で

は、受信良好な地点にアンテナを設け、同軸ケー

プルによる伝送波劣化を補償する噌幅絡を配置し、

分自主器や分配誌にで、各加入者に供給する方式で

ある 。 主なサーピスとしては、放送局の電波を加

工せずに送信する同時再送信で、わが国のC A T

V のほとんどが、このサービスである 。放送局の

電波は、大都市圏でV H F 6 - 7 チャ ンネルで、

このほか、 U H F が数チャンネルあり、 図 2 に示

すようにおl り当てられている 。

ここで、電波の流れに沿っで榊成機絡を紹介す

ると、最初の機器はアンテナである 。弱電界地域

では利得の高いものを、強電界地域では指向性の

良いものを C A T V では使用する 。

伝送路の条件としては、外界の影響を受けずに

電波を忠実に伝送することであるが、シールド効

果がある同軸ケープルが使用される 。 同軸ケー プ

ルは、周波数が高いほど減衰量も大きい特性があ

るので、多チャンネル伝送などでは、チャンネル I  i  

附にレベル差が現れて加入者レベルを均一に保つ

ことが困難となる 。 こ の レ ベ ル 差 を 各 加 入 者 端

末で均一になるよう各周波数帯別に地幅するなど

の工夫がされている 。増幅器は伝送劣化の補償に

用いられ、多段接続すれば伝送距離が伸ばせるが、

噌幅器を通過するごとに雑音が加わるので、台数

に限界があり、伝送距離も制限される 。

このほか、入力を等分する分配穏や信号の一部

を取り出す分岐器がある 。 入力方向を逆にすれば

混合器として利用できる 。 また、必要電波を通過

させる 1戸j皮器がある 。

増幅器に給電する電源装置は、ケープルに AC

30V3Aを重畳させる 。伝送路の一地点でも停電し

ていると、それ以降の下流はたとえ給電されてい

ても停波となる。そこで、電池からインバータに

より交流を発生させる無停電装置もある 。
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図 1 C A T Vの基本車問成
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図 2 放送周波数の割り当て
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図 3 ホテルCATVの概要
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表 1 ホテルC A T Vでのサービス例

項 目 内 容

再送信 F M、V H F、U H F、衛星放送の

サービス 同時奨時再送信

自主放送 スタジ オ生中継、中継生欣送、

サービス 録画中継

セキュリ 老人非常時通報、瞥聖書・消防機

アイー 関への通報

公共施設、 ショ y ピングセンタ

B  G  M ーなと・のパックグランドミュ ー

ジ y ク

自動険針

電気、ガス、水道料金の自動倹

針 議 求 書 発 行

静止画 番組案内、電話番号案内、 交通

サービス 機関案内在ど

7 7 7 シミリ

電子新聞、電子郵便など

サーピス

テレコン 外出中に電話による冷暖房出1) 御、

トロール 照明制御寺ど

予約 交通 ・レジャ ー・医療機関など

サーピス の予約 ・照合

医療 移動検診、健康相淡、夜間休日

サーピス 医案内など

緊急

地震・火 災時の遊畿放送

サービス

文字放送

天気予報 ・映画等の文字スーパ

五

一 長十

つ戸十

ヲl i

ぷ l

一三jL Z

4

3

E
的

l 円
ス

図 5 C A T V の共架伊j

F MV HF ( L ) ミy ドパンド V H  F  ( H)  スーパーハイ J ( ンド

周波紋 | 百 四

門戸司| A- J 11 4  - 1 2  11 K - V  

( MHz) 。

1∞ 2∞ 3∞ 4∞ 

U H F  

13- 62 

4∞ ヨ耳目
6∞ 7∞ 以) ( )

衛星放送中間周波数

同 町 同 日 ま71 円
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図 6 双方向C A T V の周波数割り当て

建物内のC A T V

建物には鉄材が多く使用されているので、内部

にはテレピ電波が到達しない。 そこでテレピ共職

設備がある 。 テレビ受信機が比較的多い建物とし

ては、ホテルや集合イ主宅があげられる 。

ホテルでの C A T V は、同時再送信のほか、映

画やスポーツ番組を有料で提供したり、番組案内

や観光案内などのサービスができる 。図 3 に構成

例を示す。長時間有料放送を行うため、複数台の

V T R による自動交互運転装置、緊急放送用テロ

ップ、案内 V T R のほか、客室からの信号を会計

コ ンピュ ーターに送る通信制御ユニ y トがある 。

伝送路は双方向である 。 ホテルでのサーピス例を

表 1 に示す。

1

1
側

集合住宅もホテルと同様のサーピスが可能であ

るが、運用函の問題で双方向や有料放送を行 って

いる例は少ない。 サーピス内容には、 V H F . UH 

F . F M ・衛星放送の同時再送信のほか、セキ ュ

リティや自動検針等がある 。衛星放送を含めた権

成を 図 4 に示す。衛星放送は、画質が良 〈ゴース

トもない。 また、 P C M音声放送や将来、高品位

テレピ放送も予定されている 。

衛星放送は、 12GH z 帯で受信され、ア ンテナ部

コ ンパータで BS- I F ( 衛星放送中間周波数 l GHz

帯) に変換される 。受信電波は、周波数も高〈レ

ベルも低いので、パラボラアンテナで受信するが、

指向性が鋭いので、ア ンテナ取付角度がずれると、

利得が極端に慈 くなり 、精度の高い純工が要求さ

れる 。

屋外のC A T V

伝送路が屋外に設けられる施設では、受信アン

テナから引込口の保安器までを施設者側、以降を

加入者側としている場合が多い。 これは所有者が

呉なることによる。 図 5 に屋外伝送路の共架例を

示す。屋外施設では、山間部やピル陰などの難視

聴対策のものが圧倒的に多いが、近年、これを加

えて、都市型 C A T V が各地で見られる。都市型

では、同時再送信のほか、前述のホテルC A T V

のように、有料放送やスタジオまたは催し物の中

継サーピスがある。

有線テレピジョン法では、同時再送信以外の放

送を自主放送という。自主放送設備としては、放

送局と問機な設備があればよいが、 C A T V では

比較的小規模なスタジオ設備となることが多い。

屋外施設で双方向サーピスを行うことは、現行法

上、認められないが、特例事項を拡大解釈しで、

セ ンターと 端末間との双方向通信が認められるこ

とがある 。 現状での応用例としでは、防災・防犯

監視、ペイテレビ、ホームショッピングなどが可

能である。双方向通信では、端末からセンターへ

の上り信号を 、図 6 のように低減の周波数に割り

当てている 例が多い。梅成機器も低域まで通過で

きる分岐器や、双方向増幅器を用いる。

情報社会と C A T V

技術動向としては、新素材や新伝送方式等の技

術と利用技術の両者が、相まって進歩するものと

思われる 。

新技術としては、①衛星放送受信、②双方向通

信、③光ファイパー伝送技術が有望である。 qゅ

については、前述の通りであるが、③の光ファイ

パは 、一般 に軽量細線で、非誘導、低損失などの

特色がある 。C A T V においても雑音に対しての

非誘導性や低損失による 中継距離の拡大などのメ

リッ トがある 。現在、光ファイパ l 芯当たり l チ

ャンネル伝送が一般的であるが、チャンネル多重

化も技術的には可能になっている 。光ファイパを

さらに応用するには、このほかに高能率な分岐分

配方式の実現や中継地幅器への給電技術の確立が

あり、今後の発展が期待される 。

利用技術については、①双方向通信を利用した

サーピス、② C A T V 相互間や他のメディアとの

ネ ッ トワーク、③地域社会に融合した番組の提供、

などがある 。 ①については前述の通りであるが、

②のネットワーク は、マイクロウェープ回線、光

ファイパや通信衛星で結び、遠隔地で制作された

番組を提供できる 。 C A T V は、放送局と異なり、

必ずしも不特定多数の加入者を対象とするわけで

はないので、従来の放送局で行われているサーピ

スとはちがったサ ービス、たとえば聴視者の自主

参加番組、アンケート番組の生放送などが可能と

なる 。 ③については、 C A T V の特性上、地域社

会との親和融合か官包設認可の要件で、地域社会の

情報媒体として必然的な機能がある。ここでのサ

ービスに は、地方ニュース、行政案内、遠隔医療、

列車時刻案内などが考えられる 。

( あまの はるお 近鍛電気工事株式会社営業本部技術部)
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日本建築協会

月間の動き

昭和59年10月分

理 事

定例理事会

17日 4 時 - 5  D寺 於本会会議室

出席者 足立、市川両副会長ほか19名

議事 11) : 定時評機員会開催に関する件

(2 ) 委託研究受託の件

"'"‘ 
ｾ＠

(3 ) 産業振興センタ ー建設のための募金の件

(4 ) 建築工事実務講習会開催の件( 大阪)

(5 ) 建築関係団体合同忘年懇親会開催の件

(6 ) 建築関係 8 団体合同新年交礼会開催の件

(7 ) 第 2 回茶室見学会参加者勧誘の件

(8 ) 入退会者承認の{ 牛

(9 ) 報告事項

緊急 il) 会長会餓

18日 5 時 - 6  D寺 於本会会議室

出 席 者 佐 野、足立、 市川各氏

議事 11) 福田会長逝去に関する件

(2) 次期会長に関する件

名誉会長会蛾

22日 11時- 12時 於東畑建築事務所

出 席 者 東 畑 、 塚 本 両 氏

議 事 次 期 会 長 に つ い て

臨時理事会

23日 O時- 2 時 於本会会議室

出席者 東畑名誉会長、佐野 ・足立氏ほか 23名

議事 11) 会長選任の件

(2) 放視団羽生氏追悼会執行の件

教 育 委 員

講習会小委員会

1 日 611キ- 7 時半 於本会会議室

出席者佐々木副委員長ほか 6 名

. 6.  

ｾ＠

議事 11) 建築工事実務講習会( 神戸開催) 実施報告

(2)  同 上 ( 大阪開催) について

(3 ) 建築技術選舎講座・第12回の企画について

工高生教育小委員会

3 日 6  D寺- 8 時15分 於本会会議室

出席者 崎山副委員長ほか 4 名

J韓J1J 第30回工高生デザイ ンコンクール応募作品子{ 荷1s ' ・1主

出 版 委 員

3 日 4 時 - 6  H寺 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 8 名

. 6.  

ｾ＠

議事 11) 選容と新 シリ ーズ〈プロのノウハウ) 経過報公

(2)  :新シリーズのテーマと執筆者選定

(3 ) 委員会定例日の変更

編 集 委 員

ｾ為

ｾ＠

1月号「大阪湾物館」特集第 5回編集幹事会

3 日 6 時- 9 時 於本会会議室

出席.f! ; 問中幹事ほか 4 名

議事特集柵成の確認と Jレポについて

作品作風小委員会

3 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席者加藤副委員長ほか 5 名

54 建築と社会/ 19例年12月号

級事 11) 必近の掲載状況報告と新建築調査表の選定

(2) 新企画頁の内容検討

3 月号作品特集第 1 団幹事会

5 日 611寺- 8 1l:¥'下 於本会会J喜重

出席. f ! ; 大泉委只ほか 2 名

J轟'F t，幸m企画と特別幹事の検討

11 月号用村野藤吾氏インヲビュー

8 日 3 時 - 5 時半 於日本綿業会館

出席 J雪 村里T-! I車吾氏、辻野純徳特別幹事ほか 7 i"，

委員会

11 日 4 時 - 6  Hキ 於本会会議室

出席省 井上委白長ほか 6 名

議事 11) 10月号「床の構工法」特集経過報告

(2)  11月号「寄';31回青年技術者」選衡結果

(3 )  11 月号「ディテール」特集経過報告

(4 )  12月号「光応用システムと 建築」特集経過報告

(5 )  1 月号「大阪湾物話」特集経過報告お、よぴ作品

収集と年賀広告

(6 )  2 月号「建築物の基礎を考える」特集報告

(7)  2 月号「東海」特集について

(8)  3 月号「情報化をめぐる建築 ・都市* MJ ・作

品持集の{ 牛

(9 ) 小委n会報告と 収支状況報告

3 月号「情報化をめぐる建築 ・都市事情」特集第 4 回

編集幹事会

11 日 611キ- 811:'f'f- 於本会会議室

出席省 森永持別幹事ほか 8 名

議 事 昭 和60年 3 月号特集の企画

第 3 団法令分科会

16日 2 時- 311判主 於本会会滋室

出席{ ; 総井委. u ほか I 名

議事 11) 法令コーナーの企画の具体化

(2)  1Ii':l初60年 5 月号法令特集の企画

東海特集特別編集委員会

18日 311寺- 511キ 於名古屋市H白羽ピ J レ

出席者 中島支部長ほか 6 名

J謹慎 特 集 本 文 と作品の検討

座談会「大阪湾ーその過去、現在、未来一」

19日 5 時半 - 8 時 於本会会滋室

出席者 石滋恒夫{作京) 、川島留自IS()，:阪市主太学名昔教

授} 、宮本又次( ) ，: 阪太学名誉教段) の各氏

司会者 足立孝()，: 阪J ，: -f ' 名嘗教段] 氏

傍聴者 III 中・阿 IA委n

広告企画小委員会

23日 411.¥' - 511寺下 於本会会J高室

出席{ ; 11' 1:  ｾｌｾ 長ほか Ｖｾ

議事( 1 ) ＱＰ 月号「床 の 榊工法 」特集広告収入報 ｾｩｩ

(2)  11 月号「ディテール」特集広告報告

(3 )  ＱＲ 月号 「光応川システムと建築」待 ｭ 広作桜 ｾｬｾＮ

(4 ) 正月号新建築 ・護貿新年後J歩広告報符

(5 ) 作品作風関係報倍、特別企画について

投稿欄小委員会

26日 4 時- 6 時 於本会会滋ｾ

出席在 中 15副委員長ほか 3 名

ぷ事 11)11月月以降の企画

(2)  r投稿」テーマと「美術館シリーズ」

建 材 委 員

提案小委員会

18日 3 時- 411キ 於本会会議室

出 席 者 牧 田 委n長ほか 5 名

議事委員会活動についで

委員会

18日 4 時- 5 時半 於本会会冶室

. 6.  

ｾ＠

出席{ ; 牧田委員長ほか 9 名、点工 シャッター 3 名

材申U見日月: rノ{ ';1 テリーシャ ヅターI イスターカーテ ン」

J韓併 11) 今後の検討述材

(2) 今後の「新建材紹介コ ーナー」掲般 F定

事 業 委 貝

「吉田保夫の世界」大阪展ポスター検討会

5 日 7 時- 10時 於本会会活室

出 席 者 団 畑 委 只

"'"‘ 
ｾ＠

「スライドと室内楽のタベ」スライド検討会

11 日 8 時- 10時 於本会会議室

出 席 者 稲 本 氏 ( 7 ムジー) 、 憎本幹事

「スライドと室内楽のタベ」

12日 7時半 - 9 時 於 本 会 会J車室参加l省 16名

アムジ一室内合奏団に よる弦楽四ifI 奏の泌奏と、イ

タリ 7 を中心としたスライドの映写。

展 覧

「吉田保夫の世界」大阪展

27日- 11 月 2 日 於本会会議室

入 場 省 延 べ 約150名

a。‘
ｾ＠

吉田保夫氏講演会「住いにおける空気 ・ 」

27日 611#'1主 - 9 時半於本会会議室参加者 54名

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

審査会

13日 2 時 - 7 時 於伊奈製陶会議室

出席者 小角審査委員長ほか? 普査tuo名

多 胡 崎 山 教 育 委 f . l 会正 ・副委員長ほか3名

応募作品91点を審査し、人選作10点を選出した。

・設計深題 「街並みを考えた住宅」

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (第 9 回)

「建築不自由」の現在一 ・・ 0 五十嵐敬喜氏にきく

17日 6 時、ド - 9 時 於大阪府、I 労働センター

参加I{; 53名

見

第 2 白茶室見学会

品 見

弓ー

d 含h

ｾ＠

錦秋の出雲絡に名席名勝とニチラスの本社工場を訪ねる

19日・ 20日( l 泊 2 日) 全ti'f.H-t 切パスヰI ) m

議 r1li 岡 田 孝 男 氏 ( エヂ博上 ー帝塚Ilrr' 院大〆教授)

参加{ ; 19名

建 築 8 団 体 事 務 局 打 合

2 日 O時- 2 時 於大阪科学技術センター

出席在 関係団体事務局

ｊ 轟 Ｇ Ｑｾ 新年交礼会について

建 築 関 係 団 体 忘 年 懇 親 会

打合会

2 日 2 時- 311キ 於大阪科学技術センヂー

17日 011;¥，'1" - 211キ1" 於閣内建築会館

30日 3 時- 5 時

出席- / i i 共催 Ｕ 団体選出委員並びに Ｇ ｊ ｾ 務 ｉｾ

議事次第、賛助依頼、会員への P Rほか

建 築 ク ラ フ

朝食会

9 日 811;¥' '1"-1011十 於大阪グランドホテル

出席- / i i 55名

デノ 7 ークで行移植手術を受け、また f HI な体験を

経て現在大阪で述築デザインの仕事をしておられる吉

里子似一氏をお沼きして 、人生論などを伺 った。

建築防災関係法令研究連絡会

19日 10時- 0 時 於日本建築家協会( 点点)

出 席 者 片 倉 健 雄 氏 ほ か 5 名

議事 11) 中央管理室及び防災センターの件

(2) 医療法と述基法との重複 ・. 1'J i'i-の件

(3 ) 次@ 連絡会開催の{ 午

10 月 の 入 会 者 ( 倣伽品)

〔同体会員 2 社〕

阿国レ ジンコノク リート側 広研工業側

〔個人会L..l2 名〕

川本 ｩｾ Ｚ十倍 柴 崎 隆



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3 

支 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 
『
・
.
・
.

『
F

.

・
.

.

 

• .• ••• •• ••. •• ••• •• 

防水専業の研究・経験から生れたす くない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完量産です。

温度変化に伸びがなく、柔軟性に富み、耐殿、耐il 品位に優れ、腐蝕しません.

カ ッ パ ー 防 水 帯 コーパータイト 新 工 法

オクロン防水楊 プレノテクト吹付工法

選》

奥山化工業株式舎紅
本 社東京都中央区掴座8 - ' - 9

大阪司匹務所 大阪市檀川区車三国6- 1- ' 1

埼玉世富所埼玉県袖川市東1- 3- 30

軍木出張所 神務川県草木市童図 259

名古車幽閉t 名古里市商区若草町33

九州出張所 佐賀県佐賀郡随富町大字路直樟' 50

電酷03 (571 ) 幻03

電話回 ( 391) 1081-2

電臣0' 87( 7' )2845-6  

電世0' 62 (21)  1761 

電話052 (811 )  36同

電面回52 ('7) 却 柑

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 12 日生ピル 霊堂 ( 943) 6571代表

東京・横浜 ・盛岡・仙台 ・水 戸・静岡 ・岡崎・ 名古屋・富山・大津・京都 ・神戸・広島 ・高松・福岡他 全 国 主 要 都 市

E宙望圏構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコー自由t明l

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

F E亙ヲ; 程調v ト

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

。
ヌィぃ目・ーヲー

⑧( 株) 新興建材工業所
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空 間 ・ 術 会 主 股 備 の 頁

空 気 嗣 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

令 お 期 目 玉 業 社

本 社東京都港区浜松田T l - 25・7 電話 ( 434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 ・58- 59 電 話 ( 302) 2271( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 倹 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災明汚禁処室設計地工

φ 続 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 底 大阪市西区江戸嶋1丁目9番25号 〒550 電話 (06) 441 -8231 ( 大代)

東京本社 東京都中央区銀座2丁目 2需17号 〒104 電話 ( 03)535-5251( 代表)

支 社 名 古 屋 大 阪 ・楠岡

支 底 札幌・仙台新潟・大宮・千葉 1甜浜金沢・天理岡山広島・高怯

営機所帯 広・函館青森・秋閏・盛岡附締・長野・静岡盟国・ ￬ｾｬ
富山・徳井京都 ・神戸・徳山 ・総山・高知 北九州 熊本

鹿 児 島 ・ 部 願

出 張 所 旭 川 福 島 ー怯江ー徳島長崎

海外支庖 ンンガポール ・ホ ンコノ

ＮＮｾ障水衛生 ・冷暖房

・空気調和般舗 ・その他管工司E一切の股断・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社東京都千代図区大手町 ＲｾＭＲ ( 日本ビル)

電話 03べ270) ー741 1(側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4・2- 38 電話 06- ( 443) 5041(的

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

営 . 所 仙台・千葉・倹浜・名古屋・金沢・四国・広島・循岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

給 排 水 術 生 水 道 ( /' : 久 i 荷 役 運 織 機 械

電 気 設 備 ｾー園、ず

厨 房 ¥、ー，ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

取締役支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 館 大阪 (202) 代表3071

本 省 東京・日比谷・三倍ピル

支 庖 名古屋・九州 ・北海道 ・中国・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 償浜・併問 ・隻回・岡山・金沢・新潟・香港

空 気 調 和 股 備 品凡

衛 生 股 備品又計施 工

φ ・三建設備工業株案審枇

大 阪 支 1 d 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 鮫 町 1- 35- 8 . 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 純 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜
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空 気 胴 和 ・ 衛 生 股 傭 設 計 施 工

。掠式会祉三晃空調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

東 京 本 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 本 庄 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 大 田T 2  r 日 2 liI' 10 け 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 青森・秋田宇都宮・繍浜・福井・京都・神戸・松江・高松 ・下関 ・沖縄

cl eanai r  
来、

。2R璽主讐修業舎fさ

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 漉 結

'!'.I よりよき環境へ技術て鵠tト一一一

- 株式会社ま書右肩
凪闘 '・ E 圃 園 川

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル1 . 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768ー 5 0 3 1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

高畠は空宇す。｜Ｇｾ
a・.. 勲 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア ， _

v  大気軍士

2 . . . . ' - / 組蹴n m

ZJA72 6 P  

搬送機設備

設 計 施 工

第ーエ索4挙式会社

大阪支庖

ガス股備の位計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本社 : 敏備部

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 ｾ＠ 06- 313- 1846 

大 阪 蛍 織 所

彼 方 官 官 機 所 枚方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  電0720- 49- 2128



「ｦｉｉｄｉ踊惜ｾ 空 気 聞 和 敏 備

位計施工

換気・除虚位偏

東 海 撚 工 様 織 式 会 鐙 衣 服 受 信

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

2幹 事t .1:. 中央区京・ 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  S  1  

玄 趨 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 磁大 阪 ( 458) 3531香

支庖・営業所 福岡・京昔日・天理・川西

日愛・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 ｦｪｾ＠ 釜11
ｾ＠
......... 

大 阪 支 1苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ピ ル H 皆)

電 話 . 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 番地

ｭ 巴包 ｯ 侶 Ｘｾｾ 臨国 ￦ｷ￞ ロ ＧＲｊ (J)(J)@ rJ] 

書庫大号全 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大阪支部

書殴大寄社団法 人 日 本 建 築 鍍 金 協 会 大阪支部

説 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 了 目 2 111' 4 号 電 話 06- 364 - 3774閃

白九円

木 材 保 存 の ト ップメ ー カ ー

'孟dヨ・!
イ主まいのガン細胞、 し ろ あ り 公 害 を 来 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@ シロアリ予防 ・駆除 ・施工 (10ヶ 年 保E 付)

1 サンブレザー( 予防高IJ A8 定)

@ 製 造 販 売 i サンソイル( 土峨処理剤)

1  P  G ス ケ ヤ ー ( 加 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 ・大 曳 用 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 宮 揖 所 〒 541 大 阪 市 直 区 北 埠 3 T 目 7 情 愛 ピ ル 曹 団-23ト 64由

化 成 晶 画 干 101 . . 車 罰 千 代 田 区 神 田 掴 田 町 ト 話 芝 慣 神 田 ピ ル . .03-254-個 別

⑥Zよ苔主主議十英会ネ土

本 社 汲 京 都 宣 唐 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )352- 3501側

三 量 支 唐 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 路 ( 0592) 26- 361鮒 均

四 日 市 営 機 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431拘

滋 賀 営 機 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 111舌( 0775) 22- 973鮒勺

*'1"_ ! 金目霊屋副S

ーa:電・.......

J mJ  

炉端場韓合事

c:a 
営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

卒山王業様式令滋

大阪市西区江戸沼1丁目 22番? 号

f t 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard 

フ タ パ
( 792 )585創的

活字のない印刷

⑧日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 f t 06(606)  1111代

日本写植センヲー 干892 鹿! 尼島市名山町4-7 三宝ビル g ω92 (26) 4371 

;章山写樋センヲー 〒708 ;章山市大手町8番S号傾範底会館 s ω682 (4)  1771 

沖縄写憎センヲー 〒筑泊南風原村嫌城 沖縄印刷団地 雷ωω( 5 5 ) 61∞ 
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電 気 位 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電 気 .1十 装 工 事 富 宣 言 十 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 位

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

士貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T E し0 6- 31 3- 1  101 

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 T E L 京都075(311)1I 85(代)

東京営蝶所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

社
ム

宮

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市2 ヶ所

キ土

庖

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

1 7' i 7ト園E現工二./=.Jニアリレヲ加式Q IItA  

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電気量生備・クリーンルーム・ 冷 暖 房 役 備

給排水衛生殴鋪・富十被制御段傭・立体自動倉庫

エネルギー集中監視システム ・回転式自 転車置渇

設 置十 施 工

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T EL  06- 364- 3056  ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京 都 ・ 高 砂 三 原 ・徳山・松山・新居浜・福岡 ・沖 縄

造

1 番 3 号
同

口

永

丁
本土

庖

所業

支

事

本

ーＭＢＮ晶『宵宮ー品‘Ｇｾ］ｦ］ＭＺＡＮ、ＢＢＢＧｾ
= ニヨ玉『芝崎君宥車エ Z 孟... 工

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T EL  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

〒 105 東 京 都 港 区 新 槽2-16(ニュー 析 摘 ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 層 市 北 民 金 崎 三 T 目 12 - 14  T E L  052(991) 5  1  3  1  

干657 神 戸 市 纏 区 岩 層 中 町 1-2-9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

&  

本 社

車 京 支 唐

名 古屋 宝庫

神 戸 支 底

テラゾーブロック

テラソータイル

各種カラー平板

総 合 設 備 工事〈設 計 ・ 施 工〉

建築・電気・通信・送電線 ・プ ラ ン 卜 ・計 装 ・空 調 ・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元 株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954-6661代表

電話 (07746) 2- 0  3 7 4  

電話 ( 08699) 3- 1365

干535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大1主

〒709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8  T el  06- 452- 1151  ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2  - 1 7  Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡・広島 ・名古屋・神戸・京都

社

京

社

本

東

支

ナニワ媛匂12昆

ナ

-

一

ワ

瓦

株

式

会

社

大

置

市

埠

適

g
耳

町

一

丁

目

七

回

ニ

電

舗

削

丘

O

六

五

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市 北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピ ル7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリエ

"""'" 守T 令

守、一，-

本社工場

京都工場

岡山工場

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

:= " ) 滞家零歳庖⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 槻 本 町バ ス 停 前)

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天 理".J! 時 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

主主司事

文化庁・宮内庁・各府県庁

星要文化高社寺・天理教教会本部

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) 1  

制措勾配安定瓦 Ｈ実用新案登録出願中山ｾｾＩ 1製造販売

110751'  .  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト ・モニエル瓦・セキスイカワラ U

達

e m孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

〒630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

御 用

創業67年 綜 合 施 工 卸

久 国鉄工・松下電工側・日本モニエル側・積水化学工業側・富士スレート胸・特約代理底

⑬ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 e 5 4 4

電 話 06 ( 715) 0  2  0  1 代表 - 5 番

大 阪市 平 野 区 工 場 兵庫県三原君s ( 淡 路 島 )営 業 所
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.‘ 

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・豪楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trl 司( 株) 踊0ヨコ! ] C:2

営 業 種 目

・防 水 工 事 主主布防水 ・シート防水・モ Jレタル防水

・樹脂注入簸着工法 各種樹脂注入後者補修工事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各績樹脂注入 ・充場・コーキング

・ シ ー リ ン グ エ 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン . 77' ) ) レ

・吹 付 工 事 アクリル・リシン ・弾性タイ Jレ・その他

<>建 級 築 許 可 大阪府知事許可( 般ー 53) 第51225号

<>日本シーリング工事業餓会身員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  ｉｾ ι 、比三ＱＺＮ r . q・" - ←主主主

皇制地所前町ピル201 s  1. f2: 1  ;.rτ1""l I 門医: - t f ' 宅7 4. J T1

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北場江 2 丁目 5 番 20号

T  E  L  06- 531 - 4601 ｾ 代 Ｉ

06- 541- 2305('代)

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

T E L  06(315) 0701  、r ・.， ・.. ＣＭ・・ＮＭ、ｾ・ 本 社 / 東 京 鶴 港 区 六 本 木 3- 1 6- 26 ・03-お2- 8811

大 阪 国 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 202- 3294

雪ｆＮ ｾｮｃｓａ 守 Ｚｾｮ 包 Ｑ ＧＱＭ［二揖・
セキサンパイル ( S M. A C. P C. R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 j賓 岡 j告

本 社 〒 629- 31 京 郎 府 竹 ! f ml 網 野町 f : 網野

T  E  L  ( 07727) 2- 2 2 2 0  ( 代)

舞 鶴 営 業 所 干 624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代)

⑤_.t1__ ｜｜ｩｾＧＭ ｾ代の断熱恥ｾ人
』多多庁' . - ， .... ..J-d(.砂

目n，，11イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ. . 造の断然策用ニ量防水シートて・す。

自主電線椋式曾批判闘刊周回訓汀目 ＱＧＲｾＨ 叩ピ ｊ レＩ

デンカCSAファミリー製品

.7:，ニ.，nCSA. … … … … … … … … - … ・コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張 性混和 材 )

・子二. In弓ヌヨニJ … … … … … … ・… … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウ ト用 無 収 縮 材 )

ＮＷＺ，ニ ｊｮ 守ＧＺＱＭ子吻 ｉｊｾＮ ……………・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修 用 急 硬 セメン ト)

・寄与n E S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与nI I OOO・…………………・ … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; l 、 ー コ ー / 本 社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJl

工

種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( CSPM)

・オリエンタルスチールライト ( s T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

責 任 施
.  

色 彩 豊 富
.  

長 尺 物

品

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 波 ・S 大 波 ・Vi 皮・ボ ック ス 波 . wジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ポ 波 ・其 の 他

i尉反規格

/  

平板・波板・棟包・雨押類・告樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

途用

Tl I J I !J 9J 乱暴ゆJl 製造跡式会祖

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412  - 5131 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412- 5131 (代)

大 阪 ・ 九 外|・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 条 ・メIJ谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北

〒660

干660

連参

全

図

書

庖

毎

月

川

日

一

斉

発

売

/

次

一

・

R

C

コ

ア

と

鉄

骨

フ

レ

ー

ム

に

目

一

よ

る

混

合

構

造

ビ

ル

一比

一
・

エ

ポ

キ

ン

樹

脂

注

入

工

法

の

問

題

点

と

改

良

折

笠

ロ
守
一

同

月

電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115 (代)

計画時設計時施工時技術の総合誌

干 335東 京 本 社 及 エ 掲

支 I苫及工場

お

早

目

に

最

寄

り

の

書

庄

で

お

求

め

下

さ

い

-

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

・
:

;

i

成

田

-

集

成

材

建

築

!

木

造

大
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B5 ・149頁 定 価3，000

固と手で織かめた水と土の配録

57|書最新場所打ぐい工法
l  北 中 克 己 蕃

口ｾ I  A 5 ・341頁 定価 3，500円・送料300円

座 o 1  

官 官 111築設術者主主ぴにビル管理者のための

議議ｼ建築 ｔ ふｔ 占 ι ］］｡］Ｚ子日三ｾ三子主主イ主
＿引工事 Ｗ 三ｾ三て七三三］士ＧＭ］］ .  n' l I  .コ

新 l 向 編 集 部 編

;E! 8 5 ・289頁 定 価 日00円 ・送 料3∞円

4 北 11盆鍍妓術者のためのわかる量生傷

日| 霊設備読本 I 給排水衛生設備編

ー i I  井 上 怖 善

玉ｾ I  8 5 ・171頁 定 価3，200円・送料300円

害， 1燈築栂造実務者を対象とし た

さ中ｼ￥宇芋］語毛］［ｉｩｉ［ＺＺＺ場Ｚ｡］手写￥ｾ申専コ］本 ］ 君 ｅ

i ビ l' .  '.. ・占一一 Ｍーｾ弄助ギ書
:3 ).!' I  A 5 ・210頁 定価 3，200円・送料300円

4  F  I工事検査方法 を解いた唯一の 指 導 ・ 亀 田 泰 弘 一'

↑ | 震建築工事検査の実

間 |  上 巻 8 5 ・453頁 定 価6，000円・送料350円

一 ・ 下 巻 8 5 ・535頁 定 価7，000円・送料350円
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マイコン制御で、洗う、乾かす、暖める - と、すべてをコントロール。

しかもピデ洗浄付です。新しいウォシュレγ トは、マイコンによる自動

温度 ili l綱l方式。洗浄、乾燥、l暖房便座の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれま 1九だから室温，* 温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子様、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的て寸。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより一層清潔に気を配らなければならない

女性のために、ビデ洗浄も設けました。カラ ーも 3色揃っています。

特に注目していただきたい、2つのポイン卜。l ノけ、ルl 枚にすべての

スイッチを集めた新設計。ボタンは軽く押すだけのフェザータ y チで1九

2 洗浄ノズルは使用時に伸び、洗い終ると縮んで使座の裏に隠れ

る伸縮式。用便時など汚物が付着しません。しかもノズルは43度( ピデ

もっと快適に、増 改・取替 は53度)の角度っき。理由はおしり

T O則 的 問 削 イ レ 切

|ヵら illL TOT叫 机 ウ 山

ウ 、 レ ト |レ γ トGII (TCF451) (洗浄乾燥ピデ

オンユ ツ | 暖房便座〕水道直結タイプ￥ 149，000

写 真 U ウ方: / . : 1. レ フトGD( T CF 451) (取付工事費別途}

東問機廻附大阪支社 〒530 太阪市北区曽栂崎2丁目3番7号砲新第一生命ピル東館

宮 ( 06) 364-1 181

、

Y  

おしりだって、 j先ってほししユ。
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Cタイyレを買占った床からは. • .・ H ・・

おそれは ＴＭ 陸 ｾ￧￧ くなります二

世の中、無公害化へ。

公害物質が発生す奇

I. . t:を創る

T1.¥J l mA 

田 昌 応 用 化 工 椋 司 会 社

田島グループ 田島ルーフインク附

車京. 干101 東京都千代田区岩本町3-11-13

e 03( 866) 6101代表

大阪. 干550大 阪 市 西 区 京 町 沼1-10-5

t r06( 441) 5951代表

03379 - 12 雑 誌

- 規格

・半硬貨ノンアスベストヒニル床タイル

・1草さ 2.0mmx304 8mmx304. 8mm . 色 救 16色

・特徴 ( pタイルと違う点)

・新しいテサイン傾向にそった? リア乍色悶

て、明るい雰図気をつくります ・耐光性に

優れ、退色しにくい ・アスヘストを使用して

お勺ず安全 ・性能は P 7 イルと同等以上

. 用途 (p タイルと周じ)

学校、事務所、庖鏡、病院、他

健 康 上、千fC-1i とされていゐアスベストを合む! 木材はM ましく

ありません。すでに欧米では、アスベストの全 l而ないし段| 終

的 な 使 用 祭 止 な ど 、厳しい制作がなされています主そのアス

ベ ス ト を ま っ た く 使 則 し て い な い 無 公 百 床 材 が、新 開 発 の

Cタイル。床初のノンアスベスト化に GPフロア( ク ッション

フロア) で先行、先 進1xfMをもっタジマの新しいn イコ作です王

手 入 れ が 問 r'l ' l で克子{ . t が7kい P タ イ ル の 良 さ を 受 け つ ぎ 、し

かも時代にマッチしたクリーンな ｊ｟［［ ＧｬＮｴ＾ｾ づくりにお役立てい

た だ け ま 3九 Pタ イ ル を 担 え た C タイル。これからは凶柑も

ノンアスベストを前促に c:: 選定ください。


